
第 5節 土坑

遺構名 出土位置 重 複 関 係 規 模 (長 ×短×深さ) 長軸方位 遺  物

D126 Dか10 北佃1区域外。 101× 〈93〉 ×39(cm)

D141 Eえ 3 D142を切る。 104× 104× 27

D152 Eう 9 132× 126× 36 N-72° ―E 嘉祐元贅

D153 Eう 10 134× 125× 56 N-82° 一E 須恵 l

D155 Eえ 10 104× 99× 18
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写真209 D36号土坑土層堆積状態 (南 より) 写真210 D36号土坑 (北 より)

写真21l D 36号土坑礫出土状態 (北よ 写真212 D78号土坑土層堆積状態 (西 より)

写真213 D78号土坑 (東 より) 写真214 D39号土坑 (北 より)

写真215 D2号土坑 (西 より) 写真216 D2号土坑 (西 より)
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第 5節 土坑

写真218 D6号 土坑 (北より)

写真219 D23号土坑土層堆積状態 (東より) 写真220 D23号土坑 (西より)

写真221 D40号土坑土層堆積状態 (東 より) 写真222 D40号土坑 (西 より)

写真223 D44号土坑土層堆積状態 (西 より) 写真224 D44号土坑 (東より)
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写真225 D46号土坑土層堆積状態 (南 より) 写真226 D46号土坑 (南 より)

写真227 D53号土坑土層堆積状態 (北 より) 写真228 D53号土坑 (北 より)

写真230 D85号土坑 (南 より)

(西 より) 写真232D88号 土坑 (南 より)写真231 D88号土坑土層堆積状態
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与1真2`12 D l16号 十坑 (北 より)
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第5節 土坑

写真249 D153号 土坑土層堆積状態 (南 より) 写真250 D153号 土坑 (西 より)

写真251 D155号土坑土層堆積状態 (南 より) 写真252 D155号 土坑 (西 より)

写真253 D5号土坑土層堆積状態 (西より) 写真254 D5号土坑 (南 より)

写真255 D16号土坑土層堆積状態 (北 より) 写真256 D16号土坑 (北より)
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ⅡB3(や や楕円、中規模)遺物に特徴のある土坑

砂粒含む。

礫多量に含む。

砂・小石含む

2 黒褐色土層 (10YR2/3)
砂ブロック・砂多く含む。小石含む。

(D5・ D16・ D57・ D67・ D150)

D5号土坑

検出位置 Bき 7

重複関係 Tallを 切る

規模 146cm× 126cm× 52cm

長軸方位 N-23性W

l.白磁小皿 (中国産15C)

2.判読不明銭 3.かわらけ4.凹石

D16号土坑

検出位置 Bき 10 重複関係 P63

規模  102cm× 76cm× 12cm

長軸方位 N-12L E

出土遺物  1。 かわらけ、獣骨

検出位置 Bこ 4 規模 92cm× 70cm× 21cm

長軸方位 N-8性 W 出土遺物 アワ

ビ・クロアワビ、 1・ 2角釘3.古瀬戸灰

釉おろし皿 (14C後半)4.嘉祐元賓

D57号土坑

検出位置 Bく 2 規模 112cm× 92cm× 27cm

長軸方位 N-79L E 出土遺物 甕、大頭骨

D150号土坑

検出位置 Eお 9 規模 102cm× 84cm× 46cm

長軸方位 N-13生 W 出土遺物 アカニシ

、___E彗てD11

＼____」
====ブ
,2

D5土層説明
1 黒褐色土層 (1 0YR2/3)
黄褐色砂・ l cm大 小石含む。

2 黒褐色土層 〈10YR2/2)
黄褐色砂含む。
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⑤   ~DI冒71
- 1 黒褐色土層 (10YR2/3)

70084m D67

D67土層説明

1 黒褐色土層 (10YR2/2)2
砂少し含む。

D57        D57土 層説明7"84m          _  1 
黒褐色土層 (10YR2/3)

。
砂粒・
I「矯
小石
Ъ

型94m D 150 _:15ょ凛鞘L(10YR2/2p
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写真257 D67号土坑土層堆積状態 (西より)

第 5節 土坑

写真258 D67号土坑アワビ (西 より)

写真259 D67号土坑 (西 より) 写真260 D57号土坑礫出土状態 (北より)

写真261 D57号土坑 (西より) 写真262 D150号土坑礫出土状態 (南より)

写真264 D150号土坑 (西 より)写真263 D150号土坑土層堆積状態 (西より)
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D7土層説明
1 黒褐色土層 (10YR2/2)

炭化物粒子・黄褐色砂ブロック含む。

2 暗褐色土層 (10YR3/3)
黄褐色砂多く含む。

D50土層説明

1 黒褐色土層 (10YR2/2)
炭化物含む。砂粒少し含む。

2 暗褐色土層 〈10YR3/3)
炭化物少含む。砂粒・パミス含む。

D66土層説明

1 黒褐色土層 (10YR2/2)
灰多量に含む。炭化物少し含む。

2 黒掲色土層 (10YR2/3)
灰少し、砂・ 5 mm大小石多く含む。

曜

れ
⊆ :》

_

701o4m D17

D56土層説明

1 黒褐色土層 (10YR2/2)
炭化物少し含む。

700. 84 rn 
D g2

D82土層説明

1 黒褐色土層 〈10YR2/2)

炭化物少し、砂・小石含む。

2 黒褐色土層 (10YR2/3)
砂・小石多く含む。

ⅡB3覆 土に灰層・炭化物層を含む土坑。

D7

D50 
、

D17土層説明

1 黒掲色土層 (10YR2/2)
砂粒・小石含む。

2 黒褐色土層 (10YR2/3)
砂粒・パミス少し含む。

炭化物極わずかに含む。

D42土層説明

1 黒褐色土層 (10YR2/2)
灰・炭化物ブロック状態で含む。

2 黒褐色土層 (10YR2/2)
炭化物粒子含む。砂ブロック混。

～ 5 cm大 の小石、礫多く含む。

ゝ
(縮尺 1/8)

⑦

．褪

磋

⊃―鸞
D66  _ 

《暑曇)1

700 Xllη    D 59

第58図  ⅡB3土坑 (D7・ D17・ D42・ D50。 D56。 D59・ D66・ D82・ D77)

~    l D42    -

D59土層説明

1 黒褐色土層 (10YR2/3)
炭化物・灰・砂粒少し含む。

2 黒掲色土層 (10YR2/3)
砂粒含む。

3 暗掲色土層 (10YR3/3)
炭化物・灰少し含む。

砂粒多く含む。

Dl19土 層説明

1 黒褐色土層 (10YR2/3)
灰を多量に含む。地山砂多く含む。

2 黒褐色土層 (10YR2/2)
地山砂主体。
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第5節 土坑

ⅡB3 (やや楕円。中規模)覆土に灰層・炭化物層を含む土坑。

遺構名 出上位置 重 複 関 係 規 模 (長×短×深さ) 長軸方位 遺 物

D7 Bけ 8 156× 130× 21(cm) N-46性 E 角釘 1礫 4

D17 Bき 9 96× 75× 20 N-80L E 土鍋2

D42 Bく 2 140× 114× 30 N-50L E 茶自、土鍋
2、 貝 3種

D50 Bき 7 Taに 12に切られる。 〈100〉 ×84× 10 N-37'一 W

D56 Bく 2 D55。 P384に切られる。 128× 〈99〉 X17 N-89'一 E

D59 Bき 3 Ta18・ 19を切る。 130× 114× 14 N-28性 W

D66 Bけ 2 128× 90× 25 N-579-W 紹聖元賓 1

魚骨

D82 Bけ 4 D81を切る。 106× 87× 30 N-78｀―W

D l19 Aけ 9 D77と P417に切られる。 149× く122〉 ×21 N-17'一 E かわらけ

礫 9イ固

ⅡB3 (やや楕円 。中規模)浅めの土坑。

遺構名 出上位置 重 複 関 係 規 模 (長×短×深さ) 長軸方位 遺 物

D70 Bこ 2 一部攪乱され破壊 155× 110× 21(cm) N-78°―E 青磁蓋 (近 )
かわらけ4

D101 Eい 3 96× 72× 30 N-34°一E

D108 Eう 5 134× 106× 27 N-75°一W 瓦質橘鉢

D l12 Eあ 6 112× 96× 32 N-37°一W

D129 Eお 1 150× 112× 25 N-51°一W

D130 Eお 1 P674に切られる。 134× 116× 27 N-37°一E

D134 Eえ 1 P638に切 られる。 98× 76× 23 N-55°―W

D136 Eう 2 128× 93× 30 N-81°一W

D137 Eう 2 96× 72× 27 N-11°―W

D139 Eう 2 130× 108× 32 N-37°一E

D154 Eか 9 118× 84× 32 N-71°一E

D165 Eく 8 P7621こ切 られる。 114× 84× 27 N-75°―E

D170 Eう 5 D105に切られる。 100× 80× 20 N-0°

-101-



?00.84m D 108

D70土層説明

嘲 沐 濶 。-lT珊 ¨

:0華 i贔 蜃 ¬■ ∂愧 ●
2鞠暮FI

砂・ 5 mm大 小石少し含む。

D130

D l12土層説明

1 黒褐色土層 (1 0YR2/3)
砂粒・ 5mn以 下の小石含む。

2 暗褐色土層 (10YR3/3)
砂粒多く含む。

3 褐色土層 (10YR4/4)
砂主体。

D136土層説明

1 黒褐色土層 (10YR2/2)
砂・ 5 mm大 小石含む。

2 黒褐色土層 (10YR2/3)
砂多く含む。

3 褐色土層 (10YR4/4)
砂に、黒褐色土プロック含む。

D137土層説明

1 黒褐色土層 (10YR2/3)
地山砂・ 5 mn大 小石多く含む。

D130土層説明

1 黒褐色土層 (10YR2/3)
砂粒・パミス少し含む。

2 褐色土層 (10R4/4)
ローム粒子、パミス少し含む。

D i65

D139土 層説明

1 黒色土層 (10YR1 7/1)
砂・ 5 mm小 石含む。

2 暗褐色土層 (10YR3/4)
砂主体。

D165土層説明

1 黒褐色土層 (10YR2/2)
砂粒・小石・パミス少し含む。

709 74m  D l12       型 74m  D 129

D129土 層説明

1 黒褐色土層 (10YR2/2)
砂粒・パミス少し含む。

2 黒褐色土層 〈10YR2/3)
砂粒・パミス含む。

ⅡB3土坑 (D70。 D101・ D108・ D l12・ D129・ D130
・D134・ D136・ D137・ D139・ D154・ D165)

D134土 層説明

1 黒褐色土層 (10YR2/2)
砂・ 5 mm大 小石含む。

2 暗褐色土層 (10YR3/3)
砂・小石多く含む。

700 94rn  D 154

D154土 層説明

1 黒褐色土層 (10YR2/2)
砂粒・パミス少し含む。

5 mn大 小石含む。

2 暗褐色土層 (10YR3/3)
砂粒含む。パミス少し含む。

3 褐色土層 (10YR4/4)
砂粒・パミス含む。 5 mm大小石含む。

0    (1:60)  15m

第59図
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写真273 D56号土坑土層堆積状態 (南より) 写真274 D56号土坑 (北 より)

写真275 D59号土坑土層堆積状態 (南より) 写真276 D59号土坑 (南 より)

写真277 D66号土坑土層堆積状態 (西より) 写真278 D66号土坑 (西より)

写真279 D82号土坑 (南より) 写真280 D l19号土坑 (東より)
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写真298 D137号 土坑 (束 より)
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D60

Ⅷ■‐ノ D2

D18土層説明

1 黒褐色上層 〈10YR2/2)
l cm大 小石含む。

2 黒褐色土層 (10YR2/3)
砂多く含み、所々に

砂ブロック含む。

土櫂説明

黒褐色土櫂 〈10YR2/3)

砂多筐に含み、 3 cm大礫多く含む。

暗褐色土櫂 (10YR3/3)

砂主体。黒褐色土粒子含む。

D28土層説明

1 黒褐色土層 (10YR2/2)
砂粒・ 5 mm大 小石少し含む。

2 黒褐色土燿 (10YR2/3)
砂・砂ブロック多く含む。

D60土 層説明

1 黒褐色土層 (10YR2/3)
地山砂・小石多く含む。

D170

D170土 履説明

1 黒掲色土櫂 (10YR2/3)
砂粒・ l cm以下の小石含む。

0    (1:60)  15m

D147・ D170)

D94土艤説明

1 褐色土層 (10YR4/4)
砂主体。

2 黒褐色土層 〈10YR2/2)

炭化物少 し・砂粒含む。

。(3-
700.74m  D 124

D124土層説明

1 黒褐色土層 (10YR2/3)
D143土 燿説明          

´
砂粒・砂ブロック・ 5 mm大 小石含む。

2 暗褐色土層 (10YR3/3)        1 黒褐色土燿 (10YR2/3)

砂粒・砂ブロック・ 5 mm大 小石含む。    砂粒・パミス・小石少し含む。
3 褐色土層 (10YR4/4))        2 暗掲色土艤 (10YR3/3)

砂主体。 1霧ブ Elッ ク状に混在      砂粒・小石・パミス含む。

第60図  ⅡB3土坑 (D18・ D21・ D28・ D60・ D94・

④

・

D97土曜説明

1 黒褐色土曜 (10YR3/2)
砂粒・パミス・小石少し含む。

2 褐色土層 (10YR4/4)
砂主体。

700 74m D 143

Dl17

卜 :              Dl17土
層説明

1 黒褐色土層 (10YR2/2)
砂粒・小石少し含む。

D147

D147土燿説明

1 黒掲色土櫂 (10YR2/2)
砂粒・パミス・小石含む。

2 黒褐色土艤 〈10YR2/3)
砂粒、パミス少し含む。

D97・ D l17・ D124・ D143・

―-108-―



第 5節 土坑

ⅡB3 (や や楕円・中規模)深めの土坑。

遺構名 出土位置 重 複 関 係 規 模 (長×短×深さ) 長軸方位 遺 物

D18 Bこ 8 Ta10に切 られる。 134× 104× 62(cm) N-26°一 Vヽ かわらけ1

土鍋1

D21 Bけ 5 D22を切る。 116× 82× 48 N-54°― E

D28 Bき 9 D27に切 られる。 96× 72× 46 N-22°一W 角釘1

D60 Bこ 4 118× 84× 58 N-15°一W

D94 Aけ 8 D78に切 られる。 87× 64× 54 N-85°―E

D97 Eき 5 Ml・ P795に切られる。 168× 130× 57 N-79°一W

D l17 Eあ 10 P620に切 られる。 162× 134× 51 N-82°―E 貝 2種

D124 Eう 1 100× 75× 46 N-85°一E

D143 Eお 3 104× 94× 27 N-2° W

D147 Eお 6 130× 108× 35 N-0°

1懲ギ)W
碑祓嘉411蠣    鼈
写真305D21号土坑土層堆積状態 (西 より)

写真307 D28号 土坑 (西 より)

写真306 D21号土坑 (西 より)

写真308

―-109-
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写真317 D143号土坑土層堆積状態 (南 より)

第 5節 土坑

写真318D143号 土坑 (南 より)

写真319 D147号土坑土層堆積状態 (西より) 写真320 D147号土坑 (西 より)

ⅡC3 (楕円 。中規模)遺物もなく、特徴もない。D10～ D146は 1層が柱痕状に入り込む。

D96～ D159は浅く底面が平坦。とそれ以外に3分 してみた。

遺構名 出土位置 重 複 関 係 規 模 (長×短×深さ) 長軸方位 遺 物

D10 Bけ 9 P3に切られる。 〈84〉×66× 25(cm) N-10°一W

D103 Eい 4 Ta24を切る。 104× 68× 72 N-17°一 E

E)111 Aこ 9 98× 60× 58 N-85°一W 礫 1

D140 Eえ 3 122× 72× 13 N-41°―W

D146 Eえ 4 98× 58× 44 N-0°

D96 Eい 2 126× 78× 28 N-58°一E

D109 Eい 4 130× 72× 23 N-16°一W 礫 1

D128 Eか 1 118× 64× 22 N-63°―E

D133 Eえ 1 P639に切 られる。 120× 70× 15 N-39°一W

D144 Eお 4 128× 84× 27 N-79°一W

D86 Dい 10 114× 70× 59 N-71°一E

D l10 Eい 5 162× 86× 42 N-39°一W

D149 Eか 7 146× 80× 62 N-38°一W
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宣)一のに董
D10             D103       701 14nl Dl

型 04m2      _  型 94m     _   _ ラ

D10土届説明

1 黒掲色土櫂 (10YR2/2)
砂・ l cm大 の小石含む。

2 暗褐色土層 〈10YR3/3)
砂多く含む。

1 黒褐色土層 (10YR2/3)

砂少し、パミス・lcm以 下                          2～ 3cm大 の礫含む。

の小石含む。                             5 褐色土燿 (10YR4/6)    
。   (1:60)  15m2 にぶい黄掲色土層 (10YR4/3)                       砂主体。

砂多く、5mm大 小石含む。

第61図  Ⅱ C3土坑 (D10・ D86・ D96・ D103・ D109・ D l10・ D lll

D128・ D133・ D140・ D144・ D146・ D149)

-112-

D103土 櫂説明

1 黒褐色土艤 (10YR2/3)

Dlll土 艤説明

1 黒褐色土艤 (10YR2/2)
砂少し、小石含む。

2 暗褐色土櫂 (10YR3/3)
砂主体。

D140土燿説明

1 黒色土櫂 (10YR1 7/1)
小石多く含む。

2 黒褐色土櫂 〈10YR2/3)
砂・ 5 mm大 の小石多く含む。

―

             _

D128土櫂説明            D133土 層説明
70074111  1D861 黒褐色土櫂 (10YR2/2)      1 黒褐色土履 (10YR2/3)     D144土 層説明

め:理I＼ I蔽
いれ
 :呼驚
い°

沐⊂⊇)一野
3 褐色土層 (10YR4ノ 6)

砂主体。             D86土 層説明

1 黒褐色土層 (10YR2/3)

炭化物少し、砂・砂ブロック

ー  D149土鷹説明 少し含む。5mm大小石含む。

1 黒褐色土曜 (loYR2/3)  2 暗褐色土層 〈10YR3ノ3)ЮQmm  Dl10              L ttFttdぶ」琢者含む。
こ‖
L跛ヅ、
｀
高i礼

7oo'B4m 
o iag 2 黒褐色土層 (10YR3′ 2)   小石含む。

砂・lcm以 下の小石含む。

パミス少 Lノ含む。

3 黒褐色土層 (10YR2/2)
Dl10土櫂説明              Z杉 2つ>勇軍"ヴジ%多ク%夕%    2～ 3cm大際含む。● 4重違写i為 /め



第 5節 土坑

写真322 D10号土坑 (右側、東より)

写真324 D103号 土坑 (東 より)

写真326 D lll号土坑 (北 より)

|ゞ
‐
準

写真327 D140号 上坑土層堆積状態 (東 より)
■導獣静i財夢錮

写真328 D140号 土坑 (東 より)
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写真345 D149号土坑土層堆積状態 (西より)

ⅡB4・ ⅡC4・ ⅡC5(楕円、大きい)

¶
＝
――
―Ｉ
Ｗ

Ｆ
＝
――
―――
―――
リ

写真346 D149号土坑 (東より)

卜m/ 魏
蝙

D37号土坑 (HC4)

検出位置 Bき 10 重複関係 D38を切る。攪乱。

規模 244cm× 134cm× 22cm 長軸方位 N-76L E

出土遺物 1.青磁連弁文碗 (龍泉窯系13C)

2。 かわらけ 3明道元賓 4.角釘、礫あり。

Dl土層説明
1 黒褐色土層 (10YR2/3)
砂多く含む。

2 黒褐色土層 (10YR2/2)
黄褐色砂・パミス含む。

0    (1:60)   15m

D37土層説明

1 黒褐色土層 (10YR2/2)
砂粒・パミス少し、 l cm大 の小石含む。

2 黒褐色土層 (10YR2/3)
砂粒・秒プロック含む。 l cm大の小石含む。

締まりあり。

Dl号土坑 (HC5)

検出位置 Bく 10

重複関係 D15を切る。

規模 290cm× 172cm× 9 cm

長軸方位 N-7性 W

出土遺物 礫 1個あり。

′  D37

写真347 D149号土坑 (南より)

第62図  ⅡC4土坑(D37)・ ⅡC5土坑(Dl)
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ⅡB4 ⅡC4 (長楕円。大きい)

D71土層説明

1.黒掲色土は 〈10YR2/3)

砂粒・パミス・ l cm以 下の

小石少し含む。

2 褐色土層 (10YR4/4)
砂主体。

3 黒褐色土層 (10YR2/3)
砂粒・砂ブロック含む。

4 黒褐色土櫂 〈10YR2/2)

砂・ 5 mm以 下の小石少し

含む。

第5節 土坑

D71号土坑 (11B4)

検出位置 Bこ 2

重複関係 Ta21・ D69に切ら

れる。

規模  180cm× 150cm× 72cm

長軸方位 N-76L E

出土遺物 一

D95号土坑 (II C4)

検出位置 Eい2

重複関係 P505に切られる。

規模  217cm× 138cm× 55clll

長軸方位 N-53生 W

出土遺物 ―

D142号土坑 (II C4)

検出位置 Eえ 3

重複関係 D141・ P684・

P686に 切られる。

規模  192cnl× 118cm× 43cm

長軸方位 N-73性 W

出土遺物 一

D145号上坑 (HC4)

検出位置 Eか2

重複関係 P678に切られる。

規模  196cm× 100cm× 36cm

長軸方位 N-25L E

出土遺物 一

D95土層説明

1 黒褐色土層 (10YR2/3)
砂粒・パミス少し含む。

l cm以 下の小石含む。

2 暗褐色土櫂 (10YR3/3)
砂・パミス・ l cm以 下小石含む。

D142土 層説明

1 黒褐色土層 (10YR2/2)

細かい砂粒少々含む。

2 黒褐色土層 (10YR2/3)
砂・ 5 mm大 小石含む。

3 暗褐色土層 (10YR3/3)
砂・小石含む。

4 暗褐色土層 (1 0YR3/4)
砂主体。

D145土層説明

1 黒褐色土層 (10YR2/2)
l cm以 下の小石、パミス少し含む。

2 黒褐色土櫂 (10YR2/3)

砂粒・ l Cm以 下の小石、
パミス少し含む。

(1:60)

第63図  ⅡB4土坑(D71)。 ⅡC4土坑 (D95'D142・ D145)

砥○
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写真348 D37号土坑土層堆積状態 (西 より) 写真349 D37号土坑 (西 より)

写真350 Dl号土坑土層堆積状態 (北 より) 写真351 D71号土坑 (西 より)

写真352 D71号土坑土層堆積状態 (南 より) 写真353 D95号土坑 (西 より)

写真355 D145号 土坑 (西 より)写真354 D95号土坑土層堆積状態 (北 より)
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D3土層説明
1 黒褐色土層 (10YR2/2)
黄褐色砂少し、パミス含む。

調
査

区

外

プ ヽ ′

③ 0
D45土層説明

1 黒褐色土層 (10YR2/2)
砂多く含む。炭化物・焼土粒子

わずかに含む。5 mm大 小石多く含む。

,■ ク

L霞
提易十思」じ響F5耐小給帆  9 °10 呼m

I(方形)土坑(D3・ D41・ D45・ D64)

第 5節 土坑

1 黒褐色土層 (10YR2/3)
砂・ 5 mln大小石多量に含む。

D3号土坑 (南より)写真356 D3号 土坑 (西より)
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砂粒・砂ブロック、5 mm大小石含む。

D84土 層説明

1 黒褐色土層 (10YR2/2)
砂・ 5 mm大 小石含む。

2 黒褐色土層 (10YR2/2)
砂多く含む。

Ⅱ土坑 (D38・ D47・ D63・ D84・ D159)

D63土層説明

1 黒褐色土層 (10YR2/2)
炭化物少 し含む。砂粒・パミス少し含む

2 黒褐色土層 〈10YR2/3)

Q
＼

炭化物・パミス少し、砂粒 5 mm大 小石含

M2

調
査
区
外
　
　
Ｅ
こ
．８
ト

D38土層説明

1 黒褐色土層 (10YR2/2)
砂・小石含む。

2 黒褐色土艤 〈10YR2/3)

砂・小石多く含む。

第65図

D123土 層説明

1 黒褐色土層 (10YR2/2)
砂粒・パミス・ l cm以 下の小石少し含む。

0    (1:60)  15m

補遺Ⅱ B3土坑(D123)

調査区外

遺構名 出上位置 重 複 関 係 規 模 (長×短×深さ) 長軸方位 遺 物

D3 Bか 9 Ta 5を 切る。 250× く146〉 ×17cnl N-0° あ り

D41 Bき 4 D45を切る。 245× 〈146〉 ×21

D45 Bき 3 D41に切られる。 〈149〉 ×〈116〉 ×20 あ り

D64 Bき 1 D63に切 られる。 〈78〉 ×〈75〉 ×33 あ り

D47 Bき 2 P237に切られる。 〈116〉 ×〈36〉 ×27

D159 Aく 9 東側調査区外。 〈90〉 ×〈32〉 ×21

D63 Bき 1 D64を切る。 〈113〉 ×〈33〉 ×54

D38 Cき 1 D37に切られる。 〈155〉 ×116× 24 N-0°

D84 Aく 7 P441に 切 られる。 〈120〉 ×〈70〉 ×60 あ り

D123 Fけ 1 M2に切られる。 〈100〉 ×く98〉 ×70 N-45生 W

D3出土遺物 1.瀬戸・美濃灰釉 (器種・時代不明)2.香炉 (瓦質、中世)、 土鍋片 2、

かわらけ 6

D45出土遺物  1.古 瀬戸灰釉おろし皿 (14C後半 )

D64出土遺物 1.山 茶碗系捏鉢 2.か わらけ 3、

D84出土遺物 かわらけ 2、 土鍋 1

２

　

貝

元祐通賓

(タ ニシ 。アカニシ)
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写真358 D45・ D41号土坑 (西 より) 写真359 D64号土坑 (東 より)

D63号土坑 (東 より)写真360

I.菫
・
‐ゞ _.I■ |

D47号土坑

写真362 D38号土坑 (北 より)

・・  1.・ ・
・・ 1卜 11‐

写真364

''   t'      

―

ili
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ⅢA3

D9土層説明
1 黒色土 (10YR2/1)
砂・ 5 cm大 礫含む。

2 黒褐色土層 (10YR3/1)
砂多く含む。

。    (1:60)  15m

ⅢC3 (不整形な土坑 )

D9

/00.64m D 54

D102

D54土 層説明

1 黒褐色土層 (1 0YR2/3)
砂粒少し・パミス・ 5 mm大 小石含む。

D102土 層説明

1 黒褐色土層 (10YR2/3)
地山砂ブロック多量に含む。

2 暗褐色土層 (10YR3/3)
砂に暗褐色土プロック含む。

7盟 84m   Dl18

D l18土層説明

1 黒掲色土層 (10YR2/2)
砂粒・ 5 mm大 小石含む。

襴ぽ/Φ0
第66図  Ⅲ A3土 坑 (D9)皿 C3土坑 (D54・ D102・ D l18)

遺構名 出土位置 重 複 関 係 規 模 (長 ×短×深さ) 長軸方位 遺  物

D9 Bこ 7 98× 90× 58(cm) N-42LW

D54 Eく 5 Mlに 切 られる。 〈160〉 ×86× 50 N-25=W

D102 Eい 3 134× 46× 71 N-81L E あ り

D l18 Eい 9 114× 60× 46 N-50望 Vヽ

D102出土遺物 かわらけ 1、 瓦 1、 瀬戸・美濃碗 (19C)

写真366 D9号 土坑土層堆積状態 (東 より) 写真367 D9号 土坑 (北 より)

写真369

--122-―

D54号土坑 (西 より)写真368 D54号土坑土層堆積状態 (南 より)



第 6節 単独ピット

写真370 D102号土坑土層堆積状態 (東 より) 写真371 D102号 土坑 (東より)

写真372 D l18号土坑土層堆積状態 (東 より) 写真373 D l18号土坑 (西 より)

第 6節 単独ピット

観音堂遺跡からは791個のビットが検出された。そのなかで、単独ピット (1)に示した柱穴列が

2重にめぐるピット群は8.75m(桁行き)× 7.5m(梁行き)の規模を持ち、整然とした柱穴配列で

はないが、観音堂の地名に由来する、お堂の柱穴配列に組むことができ跡地ではないかと推測され

る。

『日本人の生活と文化11 祈願のかたち』 (注 2)「お堂とその周辺」によると、堂は行基が旅

人の宿泊施設として、また仏教伝教の拠点として建てた布施屋がその先駆なものではなかったろう

か。 (略)そ の布施屋というのはどんな構造であったかというと、時代が少し下がるが鎌倉期の

『西行物語絵巻』にみられるように屋根だけあっても、壁もなく、床すらも十分にはられていない

と謂ったものだったのである。中世になると、全国を巡遊する念仏聖が活発に活動するようになっ

た。 (略)そ して石塔や石仏、あるいはお堂を建てるくどくをといてまわった。 (略)地縁関係で

結ばれた新しい村落共同体が出来はじめ、中世も末ごろになると、村々にも、お堂が建ち、石塔・

石仏などが建てられるようになった。とあり、 3間 ×3間の本堂の建物が想定される。またお堂周

―-123-―



辺に基地を持つとの記述もあり、土墳墓も検出されておることなど注目される。

ピットの集中している場所があり、何らかの掘立柱の建物が想定されるが、不規貝Jな柱穴の配列

と、柱 FE5規模が様々である中世においては推測の巾が大きくなるため、ピット群として扱った。

■P789  ■

第67図  観音堂遺跡単独ピット全体図 (1:500)
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第68図 単独ピツト (1)(1:320)

Dい 9+

調査区外

第6節 単独ピット
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第 6節 単独ピット
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辟写ノ
P399(玉縁青磁碗 )

Aノ

P564(凹石)(縮尺 1/8)

検出 (瓦質摘鉢 )

検出 (古瀬戸瓶類 )

4 Eく 1(入子皿〉

6 検出 (瀬戸・美濃灰釉鉢 )

第73図 グリット・表採遺物

―-129-一

P124(元祐通費)

第72図 単独ピット出土遺物

Bき 4(元 ?○Oo)

第6節 単独ピット

P107(かわらけ)
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Bこ 2(角 ,T)
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靱Q⑩◎
Bく 4(至 道元費 )

◎③⑪靱

検出 (古瀬戸天目茶椀)

l Eく 1〈在地灯明皿)

2 Eく 1(在地灯明皿)

ク
(瓦質摘鉢 )

検出 (かわらけ)

検出 (かわらけ)

検出 くかわらけ)

検出 (かゎらけ )
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第 7節 溝状遺構

観音堂遺跡からはMl・ M2・ M3号溝状遺構の3本が検出された。

●は獣骨出土地点
6 ol

Ml号溝状遺構
重複関係 M2・ 3を切る。

規模 幅 1～ 1.7m深さ8～ 27cⅢ

備考 東から西に低い。底面の比高差38cm。

M3土層説明
1 黒褐色土層 (10YR2/2)
砂粒・ローム粒子・パミス

l cm以 下の小石少し含む。

2 黒褐色土層 (10YR2/3)
パミス・砂粒少し含む。

堅く締まる。

①01
M3号溝状遺構
重複関係 Ml・ 2に切られる。
規模 幅1.06～ 1,78cm深 さ4～ 23clll。
備考 南北方向に走り底面はほぼ平坦。

第74図 Ml・ M3号溝状遺構
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Ml土層説明
1 黒褐色土層 (10YR2/2)
砂粒・パミス少し、 5 mm大小石含む。

2 暗褐色土層 (10YR3/3)
砂粒・1層ブロック状に混在。
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4 にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)
砂粒多く、 5 mm以 下小石含む。

5 暗褐色土層 〈10YR3/3)
砂粒含む。

6 黄褐色土層 (10YR5/6)
砂主体。

実

===麗
鱚爾
爾F¬
「
繭頭顧顧F戸

~1ク

14

7中
|

溝状遺構

M2号溝状遺構
重複関係 Mlに 切られM3を切る。

規模 幅1.6～ 1,7m深 さ13～ 53cm

備考 南から北に低い。
底面の比高差76cIIl。

1(五輸塔 )

●は獣骨出土地点

f´
『
Ｑ

M2土層説明
1 黒褐色土層 (10YR2/3)
砂粒・パミス少し含む。

5 mn大 小石含む。

2 黒褐色土層 (10YR3/2)
砂粒・ 5 mm大 小石含む。

3 黒褐色土層 (10YR2/2)
砂粒、 l cm以下小石含む。
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第75図 M2号溝状遺構
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M2号礫出土状況
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M2号礫出上状況 (北 より)



写真383 M2号 五輪塔出土状況

第 7節 溝状遺構

写真384 M2号礫出土状況 (南 より)

写真385 M2号 骨・五輪塔出土状況 (西 より) 写真386 M2号 骨出土状況 (南 より)

写真387 M3号 土層堆積状態 (南 より)

写真388 M3号 骨出土状況 写真389 M3号 溝状遺構 (南 より)
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写真390 Hl号 住居跡 (約 1:4)



8-26

写真391 Hl・ Tall・ D23・ D102・ D127・ グリット (約 1:4)(15-12は 約1:8)

73‐ 1                    73‐ 3
D102
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第77図 観音堂出土かわらけ (1)
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数字は第 3表 観音堂遺跡出土かわらけ観察表の番号
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観音堂遺跡出土かわらけ観察表の番号数字は第 3表
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第78図 観音堂遺跡出土かわらけ (2)
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観音堂遺跡出土渡来銭拓影図 (1)(原 寸)
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第79図



第80図 観音堂遺跡出土渡来銭拓影図 (2)(原寸 )
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第81図 観音堂遺跡出土渡来銭拓影図 (3)(原 寸 )
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第82図 観音堂遺跡出土渡来銭拓影図 (4)(原寸 )
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第83図  観音堂遺跡出土渡来銭拓影図 (5)(原 寸)

餞字は第4表  燎青堂遺跡出土濃来餞一覧表の番号
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写真392 観音堂遺跡出土鉄製品 。鋼製品 (約 1:2)
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7‐ 6‐ 1

蹴
軍

写真393 観音堂遺跡出土羽口・鉄滓 (約 1:2)
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8                    9

写真394 観音堂遺跡出土五輪塔・石製品 (約 1:10)

一-147



(約 1:4)
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写真395 観音堂遺跡出土石製品



挿図番号 器  種 法 器 形 の 特 徴 成 形 調 整 備 考

7-1 須恵器
,(

ロクロ成形。
底部回転糸切り。底部周縁部磨滅。

完全実測。1/3口 縁欠損。
色調 10Y R7/1

(灰白色) カマド出土。

7-2 須恵器

不

(14.2)

42

(68)

ロクロ成形。
底部回転糸切り

IInI転実測。
色調 5Y6/1

(灰白色)

7-3 須恵器
不

(132)

44

(52)

ロクロ成形。
底部回転糸切り

回転実測。1/3残存。
色調 10Y R6/2

(灰黄褐色)

7-4 須恵器
不

(138)

4.4

(5.1)

ロクロ成形。

底部回転糸切り

回転実激1。 1/4残存。

色調 2.5Y6/1
(黄灰色)

7-5 須恵器
lrN

全体にゆがむ。底部柱状高台1犬を呈す。
ロクロ成形。ロクロ痕顕著。

底部回転糸切り。

完全実測。ほぼ完存。
色調 2.5Y6/1

(黄灰色)火欅あり

7-6 須恵器
不

．
加

５
．
５

内面磨滅。
ロクロ成形。

底部回転糸切り

回1颯実,員1。 底部1/2残存。
色調 10Y R7/2

(にぶい黄橙色)カマド出土。

7-7 須恵器
椀

(152)

39

6.2

細い高台貼り付く
ロクロ成形。ロクロ痕顕著。

底部回転糸明り。

回転実測。1/4残存。
色llB 5Y6/1

(灰色)

7-8 土師器
琢

(15.4)

3.7

6.7

ロクロ成形。内而一ミガキ .黒色処理。

底部手持ちヘラ削り。

回転実測。底部1/2残存。

色調 5Y R6/6
(橙色)

7-9 土riT器

'不

(15.8)

5.2

6.2

ロクロ成形。

内面―ミガキ・黒色処理。2.5Y R6/6橙 色呈す。

外面一体下部手持ちヘラケズリ後ナデ。底部回転糸切り

回転実,賢1。 1/3欠 損。

色調 25Y R4/4
(にぶい赤褐色)

7-10 上師器
不

ロクロ成形。

内面一ミガキ・黒色処理色変し2.5Y R5/3に ぶい赤褐

色呈す。底部回転糸切り、周縁部雑なヘラ削り後ナデ。

完全実測。ほぼ完存。

色調 25Y R6/6
(橙色)

7-11 土師器
杯

口縁部が開かない。丁寧な作り

ロクロ成形。

内面―ミガキ・黒色処理。

外面lFl下部回転ヘラ削り。底部回転糸切り後回転ヘラケズリ

完全実測。ほぼ完存。

色調 5Y R5/4
(にぶい褐色)

7-12 土師器
不

(175)

5.5

7.9

墨書上器「工」。丁寧な作り。口縁部が開か
ない。

ロクロ成形。

内面―ミガキ・黒色処理。

外面杯下部回転ヘラ削り。底部回転糸切り後回転ヘラケズリ

完全実測。ほぼ完存。

色調 5Y R5/8
(明赤褐色)

7-13 土師器
杯

一

２

．

４

７

．

０

ロクロ成形。

内面一ミガキ・黒色処理。

底部回転糸切り。

回転実測。底部のみ残存。

色l18 5YR6/6
(橙色)

7-14
土師器

擁

．
２
．
‐

７
．
‐

ロクロ成形。

杯底部回転糸切り→高台貼り付け。IINl面放射状のミガ

キ。黒色処理。

完全実測。底部のみ残存。

色調 75Y R5/4
(にぶいlFJ色 )

7-15 土師器
椀

．
４
．
８

７
．
８

ロクロ成形。ロクロ痕顕著。

底部恒1転糸切り→高台貼り付け。内面ミガキ・黒色処

理。

回転実測。

色調 5Y5/1
(灰色)

第 2表 観音堂遺跡出土土器観察表

―-149-一



挿図番号 器  種 法
重
塁 器 形 の 特 徴 成 形 調 整 備 考

7-16
口命
士霊

恵

耳

須

四

(240)

410

166

El縁部大きく外反。1同肩に凸帯が1本あり
穴無しの耳が付く。

ロクロ成形。外面平行タタキロ→口縁部胴最下部はロ

クロ横ナデ。底部ヘラナデ。内面口縁部ロクロ横ナデ。
胴部あて具の押圧残してナデ。

回転実測。1/3残存。
色調 10Y R4/2

(灰黄褐色)自然矛1付着

7-17 土師器
甕

20.0

く197〉 口縁部「くJの字状。
外面一口縁部ヨコナデ、1同部ヘラケズリ

内面一口縁部ヨコナデ、胴部ナデ。

回転実測。
色調 5Y R5/6

(l1/1赤褐色)

7-18
土師器

甕

19.8

〈11.6) 口縁部「コJの字状。
外面一口縁部ヨコナデ、1同部ヘラケズリ

内面一口縁部ヨコナデ、1同部ナデ。

完全実illl。

色調 10Y R5/4
(にぶい赤褐色)

8-19
土師器

甕
口縁部「コ」の字状。

外面一口縁部ヨコナデ、1同部ヘラケズリ

内面一口縁部ヨコナデ、1日部ナデ。

一部回転実測。1/2残存。
色調 7.5Y R6/4

(にぶい赤褐色)

8-20 土師器
甕

(20.4)

く13.2〉 口縁部「コ」の字状。
外面一口縁部ヨコナデ、1同部ヘラケズリ

内面―「
1縁部ヨコナデ、胴部ナデ。

回転実測。1/3残存。
色調 5Y R4/4

(にぶい橙色)

8-21
土師器

甕

20.0

〈11.0〉 口縁部「コ」の字状。
外而一口縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ

内面一口縁部ヨコナデ、胴部ナデ。

回転実濃|。 1/3残存。
色調 75Y R6/4

(にぶい赤褐色)

8-22
土師器

甕

‐
・
２

８
．
‐

．

口縁部「コ」の字状。
外面―に1縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ

内而一口縁部ヨコナデ、胴部ナデ。

回転実測。
色調 5Y R3/2

(暗赤褐色)

8-23 ±811器
甕

一
帥

曇

22と接合資料か。
外面一口縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ

内面一口縁部ヨコナデ、胴部ナデ。

完全実測。2/3残存。
色調 5Y R3/2

(暗赤褐色)

8… 24
土師器

甕

20,0

〈156〉 口縁部「コ」の字状。
外面一口縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ

内面一口縁部ヨコナデ、胴部ナデ。

完全実測。胴部回1云実測。
色調 5Y R5/6

(明赤褐色)

8-25 土師器
甕

(18.8)

く6.5〉 口
l・X部「コ」の字状。

外面一口縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ

内面一口縁部ヨコナデ、胴部ナデ。

回転実測。1/4残存。
色調 5Y R5/6

(明赤IFI色 )

8-26
土師器

甕

(13.0)

く49〉 □縁部「コ」の字状。
外面一口縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ

内面一口縁部ヨコナデ、lln部ナデ。

完全実測。
色調 7.5Y R6/4

(にぶい橙色)

第 2表 観音堂遺跡出土土器観察表(2)
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挿図番号 出上位置 法 器 形 の 特 徴 成 形 調 整 備 考

78-1 Ta 4 内外面に油煙付着。 ロクロ成形。底部回転糸明り。

回転実測。1/4残存。

色調 75Y Rl.7/1

(黒色)

78-2 鶴
酬

(110)

38

(60)
胎上極細かい。

v, vr'iM,
回転実・illl。 1/8残存。

色調 5Y R5/6
(lll赤褐色)

78-3 昴
酬

(120?)

く25〉

(62)

ロクロ成形。底部回転糸切り

回転実i員|。 1/4残存。

色調 10Y R4/3
(にぶい黄褐色)

78-4 Ta 6

(7.6?)

く1.7〉

(5.1)

ロクロ成形。底部回転糸切り。

回転実測。1/4残存。

色調 7.5Y7/6
(橙色)

78-5 Ｗ
刺

焼成良好。 ロクロ成形。底部回転糸切り。

回転実
Nilll。

1/4残存。

色調 10Y6/4
(にぶい黄橙色)

78-6 υ
刺

外面煤付着。 ロクロ成形。

回転実測。1/4残存。

色調 10Y R5/2
(灰黄褐色)

78-7
Ъ

検

(126?)

〈2.7〉

(8.2)

外面割れた後煤IJ着。 ロクロ成形。底部回転糸切り。

回転実‖‖。1/3残存。

色調 10Y R8/4
(浅黄橙色)

78-8 Tall ロクロ成形。底部回転糸切り

回1伝実測。1/4残存。

色l1 7.5Y R7/4
(にぶい橙色)

78-9
Tall・

1ヒ側
〈1.3〉

(6.6)

ロクロ成形。底部回転糸切り

回転実測。1/4残存。

色ll1 10Y R5/3
(にぶい褐色)

78-10 Ｗ
酬

ロクロ成形。底部回転糸切り

回転実測。1/37/1存。

色調 7.5Y R5/6

(橙色)

78-H
Ъ

検
ロクロ成形。底畜

`回

転糸切り

完全実測。口縁部一部欠損。

色調 10 YR 5/4
(にぶい褐色)

78-12 Ta12

(14.4)

〈3.2)

(9.6)

ロクロ成形。底部回転糸切り

回転実測。1/4残存。

色調 2.5Y7/3
(浅黄色)

78-13 Ta24 ロクロ成形。底部回転糸切り。

完全実測。ほぼ完存。

色I1 7.5Y R7/4

(にぶい橙色)

78-14 Ta26 口唇部に油煙付着。 ロクロ成形。底部回転糸切り。

回転実測。1/6残存。

色調 10Y R8/4
(浅黄橙色)

78-15 Ta26 ロクロ成形。底部回転糸切り。

回転実
Nill。

1/4残存。

色調 7.5Y R7/6
(橙色)

78-16
４

側

．
２
．
０

７
．
０

ロクロ成形。底部回転糸切り

回転実波|。 1/4残存。

色調 7.5Y R7/6

(橙色)

78-17
４

側

一

‐

・

５

６

．

６

ロクロ成形。底部回転糸切り

i●l転実
Nilll。

1/4残存。

色調 10Y R7/4
(にぶい黄橙色)

78-18
５

側

Ｄ

西

一
Ｈ

６
．
０

煤付着内外面黒色。 ロクロ成形。底部回転糸切り

恒1転実測。底部存。

色調 7.5Y Rl,7/1
(黒色)

78-19 ロクロ成形。底都回転糸切り。

回転実
Nilll。

1/4残 lr。

色調 5Y R5/6
(明赤褐色)

78-20
(13.6)

3.2

(66)

見込みにヘラ状具を引いた押圧痕あり。底

部にもハケロ状の押し引きあり。胎上極細|
かい。

ロクロ成形。底部糸切り

回転実・illl。 1/3残存。

色調 5Y R5/6
(明赤IFJ色 )

78-21

(7.4)

2.2

(60)

よく焼けている。内側自然驚1付着 (5Y5/
1灰色)。

ロクロ成形。底部回転糸切り。

恒1転実測。1/2残存.

色調 2.5Y6/1
(黄灰色)

78-22
(112)

く26〉

(82)

ロクロ成形。底部回転糸切り。

回1颯実測。1/477k存。

色調 5Y R6/6
(橙色)

79-23 ロクロ成形。底部回転糸切り

部分実測。

色llq 10Y R7/4

(にぶい黄橙色)

第 3表 観音堂遺跡出土かわらけ観察表
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挿図番号 出上位置 法 器 形 の 特 徴 成 調 整 備

79-24
Ｄ

北

(10.8)

2.7

(72)

ロクロ成形。

底部回転糸切り。

|コ 1云実測。1/41/1ttt

色調 75Y R5/4
(灰黄褐色)

79-25 く17)
(6.8)

ロクロ成形。

底部回転糸切り

回転実測。1/3残存。
色調 75Y R5/4

(浅黄橙色)

79-26
一
”

蝉

ロクロ成形。

底畜;回転糸切り。ナデ

回転実測。1/8残存。
色調 75Y R7/6

(橙色)

79-27
３２

側

Ｄ

北
ロクロ成形。

回転実測。1/8残 存。
色調 7.5Y R7/6

(橙色)

79-28 t1 t sf/i.M.
回転実測。1/5残存。
色調 10Y R3/3

(浅黄橙色)

79-29
(110)

29

(82)

ロクロ成形。

底部1回転糸切り

回転実測。1/3残存。
色調 7.5Y R7/4

(にぶい橙色)

79-30
(128)

27

(96)

ロクロ成形。

底部回転糸切り

回転実測。1/47/1存。
色調 75Y R6/4

(にぶい橙色)

79-31 よく焼き締まる。
ロクロ成形。
底部回転糸切り

完全実洒|。 ほぼ完存。
色調 5Y R6/6

(性色)

79-32
(110)

〈23〉 内面口唇部に煤付着。
ロクロ成形。
底部回転糸切り

回転実測。1/6残存。
色調 75Y R7/4

(にぶい橙色)

79-33
ロクロ成形。

底部回1伝糸切り

回転実測。2/3残存。

色調 5Y R5/4
(にぶい赤褐色)

79-34
一
”

蛇

ロクロ成形。底部1回転糸切り
回転実i口|。 底部残存。

色調 5Y R7/6
(橙色)

79-35
ロクロ成形。

底部回転糸切り

1回転実測。1/4残存。
色ll1 5Y R6/6

(橙色)

79-36
(136)

28

(90)

煤付着。
ロクロ成形。

底部回転糸切り

回転実績I。 底部存。

色lF1 5Y R5/4

(にぶい赤褐色)

79-37 口唇部に油煙付着。
ロクロ成形。

底部回転糸切り

完全実測。完存。

色I1 75Y R6/6
(橙色)

79-38
一
器

蛇

ロクロ成形。

底部回転糸切り

回転実i員|。 1/4残存。

色調 75Y R7/4
(にぶい憶色)

79-39
(108)

31

(7.6)

内面煤l・ l着。
ロクロ成形。

底部回転糸切り

回転実1員|。 1/2残存。
色調 75Y R7/4

(にぶい橙色)

79-40
一
器

秘

外面に刻みあり
ロクロ成形。

底部回転糸切り

回転実測。1/4残存。
色調 10Y R7/4

(にぶい黄橙色)

79-41

(13.0)

3.5

(8.3)

全体に煤付着。
ロクロ成形。
底部回転糸切り

回転実・illl。 2/3残存。
色調 7.5Y R6/3

(にぶい褐色)

79-42 検出

一

‐

・

５

７

．

６

ロクロ成形。
底部回転糸切り

回転実測。1/3残存。
色調 7.5Y R5/4

(灰黄褐色)

79-43 検出
ロクロ成形。
底部回転糸切り

回転実測。1/3残存。
色調 7.5Y R5/4

(浅黄橙色)

79-44 検出 口唇部に‖1煙付着。
ロクロ成形。
底部回転糸切り。

回転実漱|。 1/4残存。
色lll1 10Y R7/4

(にぶい黄燈色)

79-45 検出 口唇部に油煙l・ l着。
ロクロリ文〕杉。
底部回転糸切り。

回転実測。1/41/1存。
色調 7.5Y R7/6

(橙色)

第3表 観音堂遺跡出土かわらけ観察表(2)
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図

号

挿

番
銭 名

初 鋳 年

,替 )(西

法 出 土 遺 構
考

直径 (Cm) 重 さ(g)

1 開元通賓 唐 (621) Eあ 3

2 3.25 Ta 7床 背文上月

3 362

4 2.415 215

5 2.38

2.435 322 D121 Nrt l 背文上月

7 2.385 D121 NQ9

2.335 D158

宋通元賓 北宋 (960) 2.55

淳化元贅 北宋 (990) ■ 7床

D121 No10

至道元賓 北宋 (995) Ta19

2445 D121 N010

2445 Bく 4

成平元賓 北宋 (998) 242 表採

景徳元賓 北宋 (1004) 3.59 D162

2395 Bけ 4

祥符元賓 北宋 (1009) Ta 7'て

D162

2.505

天i曹通賓 北宋 (1017) 約 1/2欠損

天聖元贅 北宋 (1023) 2.435 320 D162

明道元贅 北宋 (1032) 3.23

第4表 観音堂遺跡出土渡来銭一覧表
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図

号

挿

番
銭 名

初   鋳
(西  暦 )

年 法 出 土 遺 構
備 考

直径 (Cm) 重さ(3)

皇宋通賓 北宋 (1038) Tal

2485 Ta 7東

Ta22

2.335

D162

嘉祐元賓 北宋 (1056)

2.33 D152

熙寧元賓 1ヒ ,( (1068)

2.92 D158

2.305 D158

D158

P505

2.43 P775

Eう 3

元豊通賓 北宋 (1078) D158

2.455 3.23 Ta21

2.445 P597

元祐通賓 北宋 (1086) Ta 5

2.345 292 ■ 7床

242

P124

2.465 P775

第4表 観音堂遺跡出土渡来銭一覧表(2)
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図

号

挿

番
銭 名

初   鋳   年
(西  暦 )

法 出 土 遺 構
繊 考

直径 (Cm) 重 さ(g)

紹聖元賓 北宋 (1094) 2.445

2.38

聖宋元賓 北宋 (1101) 2.375 Ta7床

2345 Ta7床

2.365 Tra7床

237

D121 Nol

政和通賓 北宋 (1111) 2395 P597

3.25

慶元通賓 北宋 (1195) Bく 4 背 文 「五J

嘉定通贅 南宋 (1208) 2385 M3 背文「十二J

洪武通賓 明 (1368) Ta7'こ

2.27 Ta 7'こ i野文「一銭」

永楽通賓 明 (1408)

○○○○ Ta l 半1読不明

○寧元○ 2.485 ■ 7床 1/4欠 l_i

元○○賓 Ъ 7床 1/2欠損

○○通○ Ta19 1/3欠損

○○○賓 Ta21 判読不 [り ]

○○○○ 2.385 D5'こ 判読不明

○○通賓 判読不り]

〇〇〇〇 1.15 約 1/2欠損

第 4表 観音堂遺跡出土渡来銭一覧表(3)
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器 種
法

出 土 遺 構 考
長さ(cm) 1隔 (むm) 厚さ(Cm) 重 さ

1 角釘 2.76 Ъ 5西 端部欠損

2 く3.0〉 Ta 5 頭部・端部欠損

3 く5.2〉 Ta6 頭部・端部欠損

4 く3.3〉 頭部・端部欠損

5 〈3.0〉 頭部・端部欠損

6 15.40 Ta 7束 完形

7 旬 ? 24.65 頭部欠1員

8 角釘 Tall北 完形

9 〈6.7〉 Ta 3Pl 先端欠損

く56〉 ■ 14西

〈55〉 Ta

く4.5〉 3.77 Ta17西

く4.5〉 055 Ta22北 先が折れ曲がる

〈4.4〉 025～ 03 202 Ta24 頭が裂け先端欠1員

〈6.4〉 1353 Ta24 先端欠損

く3.2〉 先端欠1員

〈4 1〉 220 Ta26 頭部・先端欠損

〈30〉

〈31〉

く7.0〉 035～ 0.4 5.77 D19北 折れ曲がる。先端欠損

く4.0〉 0.55 折れ曲がる

く8.0〉 先端欠損

角釘 ? く124〉

角釘 完形

飾鋲 0.25

2.97

角釘 く27〉 0.25 頭部欠損

く2.7〉

く6.6〉 端部折れ曲がる

(10.0) 二つにlllれている

く3.0〉 頭部・先端部欠損

角釘 ? く13.7〉 2347 先端欠損

角釘 〈5,9〉 頭部・先端欠損

く4=6〉

〈59〉 D107

く7.9〉 2つ に折れている。

キセル 3.02 D122 吸い田部分つぶれている。鋼製品

角釘 521 P273 み
九

く6.0〉 P438 先端部欠ける

く4.3〉 0.35 P447

く56〉 M2

刀子 く5.6〉 先端、柄の部分欠損

角釘 く6.0〉 2コ に折れている

く6.2〉 Bけ 5 折れ曲がっている

く5.7〉

〈48〉 Bこ 2 頭部・先端部分欠機

刀子 ? 〈34) 先端・柄の一部欠1員

第 5表 観音堂遺跡出土鉄・鋼製品一覧表
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第 6表 観音堂遺跡出土羽ロー覧表

第 7表 観音堂遺跡出土鉄滓一覧表

法     量 (cm)

出 土 遺 構 態 の 特 徴 考

全 長 外 径 内 径

1 く4〉 Tall・ 12検出面 田部熱を受け融解し黒色に変化 口縁部のみ残存

2 〈78〉 ■ 14検出面 田部熱を受け黒色に変化 胎上、小石 .砂含む 口縁部約1/10残存

3 く5.8) Ta271ヒ 田部わずか熱を受け黒色に変化 口縁部約1/6残存

4 く6.7〉 Ml 田部熱を受け黒色に変化 胎土、砂質 口縁部先端が少し欠けるがほぼ完存

5 く59〉 Aこ 9
田部熱を受け融解し黒色に変化

胎■3 mm大小石含む もろい 口縁部約1/2残存

法
出 土 遺 構 考

長 さ(Cm) 中高(Cm) 厚 さ(Cm) 重 さ(3)

1-1 Ta15北 茶褐色、赤黒色、暗灰色

1-2

1-3

1-4 1.3

2 Ta19 茶褐色、暗灰色、赤黒色

175

3-1 Ta20 赤褐色、日音灰色、赤黒色、自色

3-2

4 Ta22 一部熱のため黒色 (光沢あり)灰 黄78J色、黄褐色

5 127.5 Ta27南 赤茶色、灰黄褐色、暗灰色

6 暗灰色、赤茶色、黄灰色

17

7 179.5 D 灰黄褐色、暗灰色、茶色

8 D122 灰黄褐色、灰黒褐色

9 322 D 50  Nol 黄褐色、赤茶色

3645 D150 NIo 2 黄茶褐色、灰黄褐色、灰赤7FJ色

11-1 67.5 M2 灰黄褐色、暗灰色

11-2 暗灰色、灰黄褐色、むらさきがかった黒色、黄茶色

11-3 暗灰色、灰黄褐色、茶色

11-4 白色、茶色、黒色 (光沢あり)羽 口の先端 ?

11-5 暗灰色 (光沢あり)灰黄褐色
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第 8表 観音堂遺跡陶磁器一覧表(1)

器 種 産 地 代 遺 構 名

1 白磁口はげ小皿 中国 13C後 ～14C前

2 白磁小皿 15C Ta26 111X

3 D5

4 青磁玉縁碗 Tall.北

青磁蓮弁文碗 龍泉窯

6

7

8 P571

9 M2

13C後～14C前

D122

Ml

15C前 Tall

青磁玉縁碗 中国 Ta24

15C～ 16C Tall S

P399

青磁碗 中国 中世 Ta6

龍泉窯 Ta17東

中国

青磁鉢 龍泉窯 14C木 ～15C前 D25

青磁蓮弁文小鉢 ? 13C後 ～14C前

古瀬戸灰莉1瓶子 瀬戸 Ta 7'こ

古瀬戸灰釉瓶類 14C～ 15C Ъ 7東

検出面

古瀬戸瓶子類 中世 Ta12

古瀬戸灰釉瓶類 nll・ 12検 出面

古瀬戸瓶子底 Ta 7'こ

古瀬戸灰釉鉢 14C後 ～15C前 Ta21検出面

15C後半 Tall Ta12

Tall・ 12

古
Nili戸
灰釉おろし皿 14C後半

古瀬戸縁看1小皿 14C後 ～15C前 Ta24

Ta24

古瀬戸灰釉平椀 Ta 6検出面

古瀬戸天目茶椀 15C前 Ta12

検IH面
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第 8表 観音堂遺跡陶磁器一覧表(2)

No. 器 種 産 代 遺 1韓  名

山茶椀系橿鉢 東海 Ta 6

13C前半 Ta15北

灰釉陶器 平安 Tal

山茶椀系捏鉢 Ta6

Ta19

13C前 Ta20

D77

検出面

P234

13C後半 (明和 ) Ml

甕 常滑 Ta 6

Tall、 12検出面

Bき 4

瓦質橘鉢 在地 13C末 ～14C前 Tal

T・all検 出面

Ta12

Ta18

D8南

Ъ 27南

D108

Bこ 5撹舌L

瓦質香炉 (ス タンプ文 ) 不明 D3西

瓦質火鉢 (風呂釜 ) Ml

瓦質火鉢 中陛後半以降 Ta 3

,天飛撫だヽⅢl 在地 18C末以降 Hい 6

鉄釉畑明皿 Hい 5 撹乱

鉄釉甕 耕作土

鉄釉蓋 Hい 5 撹舌L

灰釉ЛII 瀬戸、美濃 近 lll

灰釉丸椀 18C後 M2
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第8表 観音堂遺跡陶磁器一覧表(1)

NO 器 種 産 地 代 遺 構 名

灰看1蓋 瀬戸、美濃 近 1■ Ta21 検出面

不明 不明 D3'こ

鉄莉l碗 Eこ 5 撹乱

鉄釉鉢 18C後 半 Etヽ 3

鉄Illl甕 19C以降 検出面

鉄RIll鉢 在地 18C末 以降 耕作土

鉄釉lili鉢 瀬戸、美濃 近 世 Ml

白磁旧l 19C以降

丸碗 検lL面

小碗 Hい 6

検出面

背磁蓋 不明 (伊万里 ?) 近世

Jヽ碗 瀬戸、美濃 D102

瓶類 不明 近代 Eき 3

赤絵碗 瀬戸、美濃 19C以 1降 D37 撹舌L

染何
‐
碗 紙型帰1り 19C後半 ll1 1

染付小 IⅡl 19C後半以降 耕作土

染付鉢 紙型刷り 検出面

Eこ 5 撹乱

M2

/Jヽ碗  銅ナ板昴J 検出面

皿 銅版転写 19C以 1降 D37の撹舌L

瓶類

上絵倒
‐
Jll

上絵付皿 Eく 1

染付碗 D37の 撹乱

染付小碗 不明

染lNl‐ 111 瀬戸、美濃 Ta b西

l苑 不 明 不}り]

染付皿 銅版転写 瀬戸、美濃 19C後半以降 耕作土

二L)iFL匡 l 19C以降

染同
‐
碗 伊万里 Ta 5西
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遺構名 出上位置 重 機 関 係 規模 (長×短×深さ)(Cm) 形 態 出 土 遺 物 覆 it

B一け-8 D7に 切られる 60× 50× 34 惰円形

B一け-8 D7に切られる 46× 44× 36 暗褐色土 (10 Y R 3/3)地 ||1砂、小石多く含む

3-け-9 D10を切る 30× 30× 34

3-か-10 34× 32× 30 黒褐色土 (10 Y R 2/2)砂 粒少含

C一か-1 30× 18× 20 黒褐

“

土 (10 YR 2/2)砂 粒少含む l cn大 小石多含

C―き-1 20× 20× 12 黒褐色上 (10 YR 2/3)砂 粒多含 l cm大 小石含

B―け-7 28× 24× 12 黒褐色上 (10 YR 2/2)砂 粒多含 l Cm大 小石合

B一け-7 32× 24× 12 楕円形 黒褐色土 (10Y R 2/3)砂 粒含 5 mm大 小石含

B一け-7 42× 30× 30 1有円形 黒褐色土 (10 Y R2/3)砂 粒含 5 mm大 小I:含

C一き-1 24× 22× 14 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒少含 l cm大 小石含

B一か-10 28× 26× 12 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒少含 l cm大 小石含

B一か-10 32× 30× 26 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒少含 l cm大 小石含

B一か-10 D12を切る 32×□×32 黒褐色土 (10 Y R 2/3)砂 粒少含 l cm大 小石含

B一か-10 48× 36× 35 惰円形 黒褐色土 (10 YR 2/2)砂 粒含 l Cm大 小石少含

B一か― 32× 30× 26 円形 黒褐色土 (10 Y R 2/3)砂粒含 小石少含

B一か― 60× 42× 25 摘円形 黒褐色土 (10 Y R 2/2)砂粒少含 小石少含

B―き― 0 22× 22× 21 黒褐色土 (10 Y R 2/3)砂粒含

B―き一 0 30× 30× 19 黒褐色Jl(10 YR 2/3)砂 粒含

B一き一 0 P48に切られる 32× 32× 25 黒褐色上 (10 Y R 2/3)炭 化物少合、砂粒少含

B一く一 0 D15に 明られる 30× 26× 18 黒褐色土 (10 YR 2/2)砂 粒少含

B一く一 0 34× 22× 125 楕円形 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒含

P22 B一く一 0 28× 26× 305 黒褐色上 (10 YR 2/2)砂 粒少含、l Cm小石少含

P23 B―く-10 24× 16× 14.5 惰円形 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒合

B一く-10 48× 20× 26.5 楕円形 黒褐色土 (10 Y R 2/2)砂粒少含

P25 B―く-10 30× 22× 28 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒少含

B一く-10 D15と重複 32× 26× 12 惰円J形 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒含 l Cm小 石少含

B―く-10 36× 30× 15 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒含

B―く-10 36× 34× 20 黒褐色土 (10 YR 2/3)2～ 3 Cm小石含

B―き-10 34× 30× 25 黒lel色土 (10 YR 2/2)砂 粒少含

C―く-1 24× 22× 21 黒ttl色土 (10 YR 2/2)砂 粒少含

C―く-1 32× 32× 20 円形 暗褐色土 (10 YR 3/3)砂 粒含 2～ 3 Cm小石含

B―く-10 26× 20× 13 惰円形 黒褐色土 (10 Y R 2/2)]少 粒少含

3-く -10 40× 36× 15 黒褐色二L(10 YR 2/3)砂 粒含

B一く-10 20× 20× 7 黒褐色上 (10 YR 2/3)砂 粒含

B―く-10 26× 24× 19 黒褐色上 (10 YR 2/3)砂 粒含

B―く-10 32× 30× 22 黒lFj色上 (10 YR 2/3)炭 化物少含

B一け-10 P38を 切る 34× 24× 245 黒褐色上 (10 Y R 2/2)砂粒少含 パミス少含

P38 E―う-5 D104内 30× 30× 51
①″(10 Y R 2/υ 4ヽ 1:、

jLll砂 含む
01書 裾fri(10 VR Rハ )+1,1ll砂 多く含む ‖lκ

P39 E―う-5 40× 38× 15 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒 パミス含

E―う-5 56× 30× 23 惰円 黒褐色土 (10 YR 2/2)炭 化物少含 砂粒少含

E―う-5 42× 40× 29 円形 黒褐色土 (10 Y R 2/3)l cm小 石少含

E一う-5 28× 28× 30 黒褐色土 (10 YR 2/2)砂 粒 パミス少含

E一う-5 Ta2に明られる 34× 20× 145 黒褐色土 (10 YR 2/3)l cm大 小石含

E一う-5 32× 26× 20 暗褐色土 (10 YR 3/3)砂 粒多含 パミス含

E―う-5 28× 24× H5 楕円形 黒褐色上 (10 YR 2/3)砂 粒少含 パミス少含

E一う-5 44× 40× 115 黒褐色:1:(10 V R 2/3)砂粒少含 パミス少含

E一う-5 40× 40× 18 黒褐色:L(10 Y R 2/3)砂 粒含 l Cm小 石含

B―き-10 D15、 P19に 切られる 32× 24× 31 1/il円 形 黒褐色土 (10 YR 2/3)

B一け-10 20× 18× 8 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 lil少含

B一け-10 24× 22× 20 黒lEl色土 (10 YR 2/2)砂 粒少含 l cm大 小石含

第 9表 観音堂遺跡単独ピットー覧表(1)
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遺lti名 出上位置 重 複 関 係 規模 (長 ×短×深さ)(Cm) 形 態 出 土 遺 物 土

B― -10 50× 34× 56 楕円形 須恵 1 黒褐色土 OYR2/2)砂 粒少含

P52 B一 -10 42× 30× 18 惰円形 暗褐色上 OYR3/3)砂 粒少含

P53 B― ―-10 42× 36× 13 惰円形 黒褐色:L OYR2/3)砂 粒多含

B一 -10 Ta 4を 切る 28× 24× 30 黒褐色土 OYR2/3)砂 粒含 l cm大 小石含

P55 B一 -10 32× 18× 19.5 方形 暗褐色上 OYR3/3)砂 粒多含

B一 -10 28× 22× 215 楕円形 黒褐色土 OYR2/3)砂 粒含 炭化物少含

B― -10 22× 22× 22.5 方形 黒褐色土 OYR2/2)砂 粒少含

B― -10 24× 22× 175 黒褐色土 OYR2/2)砂 粒少含

B― -10 30× 22× 45 ‖1丸方形 黒褐色土 OYR2/2)砂 粒少含

B― -10 38× 28× 255 楕円形 黒lFI色土 OYR2/3)砂 粒少含

B― -10 34× 28× 355 楕円形 黒褐色上 OYR2/3)砂 粒含 パミス含

B― -10 32× 32× 50 黒褐色上 OYR2/2)砂 粒少含

B―き-10 D16を切る 44× 20× 12 惰円形 黒褐色上 10 Y R 2/3)炭化物少含 砂粒含

B一き-10 24× 24× 27 円形 黒褐色Jl 10 Y R 2/3)砂粒少合

P65 B一き-10 24× 20× 24 黒褐色土 10 Y R 2/3)l1/・粒少合

B一き-9 40× 40× 58 かわらけ1 黒褐色土 10 Y R 2/3)砂粒少合 5 mm大 小石含

3-き-9 26× 20× 19 黒IFj色土 10 YR 2/3)砂 粒含

8-き-9 30× 30× 20 暗褐色土 10 Y R 3/3)砂粒多含 砂プロック含

P69 3-き-9 30× 26× 38 暗褐色土 10 YR 3/3 砂粒多含 砂プロック含

3-き-9 20× 20× 23 黒褐色土 10 YR 2/3 砂粒少含

3-く -9 30× 28× 30 円形 黒褐色土 10 YR 2/3 砂粒含 5 mm大 小石含

P72 3-く -9 38× 36× 32 円形 黒lFI色上 10 YR 2/2 砂粒少含

B―く-9 22× 20× 17 黒ltl色上 10 YR 2/3)砂 粒少含

B―く-9 26× 26× 22 黒褐色上 10 YR 2/2)砂 粒少含 パミス少含

B一く-9 38× 30× 32 格円形 黒leJ色土 10 YR 2/3)砂 粒少含 パミス少含

B一く-9 20× 20× 14 円形 黒leJ色上 10 Y R 2/2)砂粒 砂ブロック含

P77 B一く-9 36× 36× 18 黒lUJ色上 10 YR 2/3)砂 粒含

B一く-9 30× 16× 10 脩円形 黒褐色上 10 YR 2/3)砂 粒含

B一け-9 22× 22× 13 黒褐色土 10 YR 2/2)砂 粒少含

B一け-9 24× 22× 12 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 含む

B一け-9 22× 14× 8 黒褐色土 10 Y R 2/3)砂含む

B一け-9 30× 26× 12 黒7尋色土 10 YR 2/3)砂 含む

B一け-9 28× 24× 18 円形 黒褐色土 10 YR 2/2)地 山砂少含む

B―こ-9 40× 30× 29 かわらけ1 黒褐色土 10 YR 2/3)地 山砂多く含む

B―こ-9 38× 26× 11 惰円形 黒褐色土 10 YR 2/3)地 山砂多く含む

B―こ-9 24× 22× 12 円形 黒褐色土 10 YR 2/2)地 山砂多く含む

B―こ-9 26× 24× 15 黒褐色土 10 YR 2/3)地 山砂多く含む

B―こ-9 32× 30× 18 黒7FJttiL 10 YR 2/3)地 山砂多く含む

B―こ-9 26× 20× 11 暗褐色上 10 YR 3/3)地 山多量含む

B一こ-9 48× 34× 52 かわらけ1 黒褐色土 10 Y R 2/3)地山砂多く含む

B一け-9 P92を切る 24× 20× 26 黒褐色土 10 Y R 2/2)地山砂多く含む

B一け-9 P91に 明られる 34× 32× 25 円形 暗lTJ色土 10 Y R 2/3)地雛1砂多い

B一け-9 30× 24× 20 「 1形 黒褐色土 10 Y R 2/3)1↓ 1ll砂多い

B一け-9 64× 44× 36 楕円形 黒褐色土 10 Y R 2/2)地山砂含

P95 B―く-7 28× 26× 16 黒褐色土 10 YR 2/2)地 山砂含

3-け-6 48× 42× 31 黒褐色土 10 YR 2/2)″ 中に大礫あり

P97 B―け-6 28× 24× 21 黒褐色土 10 YR 2/3)地 山砂含

B一け-5 50× 36× 30 楕円形 黒褐色[[ 10 YR 2/3)地 山砂多く含む

B一け-5 40× 22× 16 惰円形 黒褐色上 10 YR 2/3)地 山砂多く含む

3-け一 22× 18× 16 円形 黒IFl色土 10 Y R 2/3)地山砂多く含む

B一け一 33× 30× 18 黒‐褐色土 10 YR 2/2)地 山砂含む

第 9表 観音堂遺跡単独ピットー覧表(2)
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第 9表 観音堂遺跡単独ピットー覧表(3)

遺構名 出上位置 重 機 関 係 規模 (長 ×短×深さ)(Cm) 形 態 出 上 遺 物 覆 土

B一け-5 38× 28× 23 楕円形 黒褐色土 (10 YR 2/3)地 山砂が細プロックで含む

B―こ-4 D24を切る 34× 28× 22 円形 黒褐色土 (10 YR 2/2)地 山砂含む

B―け-5 D22と 重復 38× 30× 31 楕円形 黒褐色土 (10 YR 2/2)地 山砂多く含む

3-け -5 D21に 切られる El× 40× 30 黒褐色Jl(10 YR 2/2),也 山砂含む

B一け-6 20× 20× 9 黒褐色土 (10 Y R 2/2)'L山 砂含む

P107 B―く-5 Ta lに 切られる □X30× 28 かわらけ1 黒褐色土 (10 YR 2/2)地 山砂含む 細プロック混じる

B一け-5 P134を 切る 30× 28× 21 円形 黒褐色土 (10 YR 2/2)地 山砂含む 細プロック混じる

B一け-5 36× 36× 34 黒褐色土 (10 YR 2/2)'↓ 山砂プロック含む

B―け-5 38× 34× 15 黒褐色土 (10 YR 2/3)地 山砂多く含む

B一け-4 72× 62× 16 楕円形 黒IFI色土 (10 YR 2/3)地 山砂多く含む

B一け-4 54× 52× 38 不整Fl形 黒褐色土 (10 YR 2/2)地 山砂含む

B一け-7 70× 46× 33 楕円形 黒褐色上 (10 YR 2/3)地 山砂多く含む

B一け-7 48× 34× 19 楕円形 黒褐色上 (10 YR 2/3)地 山砂プロック混じる

B一け-8 60× 44× 10 楕円形 黒褐色上 (10 YR 2/2)地 山砂少 含々む

B―こ-7 102× 54× 37 不整楕円 黒褐色土 (10 Y R2/2)地 山砂少 含々む

B―こ-7 D8に 切られる 48× 46× 375 黒褐色土 (10 YR 2/2)地 山砂含む

B―こ-6 52× 32× 19 不整楕円 黒褐色上 (10 YR 2/2)'也 山砂含む

B一け-6 D23に切られる 28× 24× 23 円形 黒褐色土 (10 YR 2/2)地 lh砂含む

B一け-5 D54を切る 26× 24× ? 黒褐色土 (10 Y R 2/2)'1山 砂含む

B一こ-5 P172を切る 46× 32× 30 結円形 黒褐色土 (10 YR 2/2)jtttr1/・ 含む

欠 番

B―こ-5 P124を切る 26× 20× 15 楕円形 黒褐色土 (10 Y R2/3)地 山砂多く含む

B― -5 P123に 切られる 50× 40× 22 楕円形 黒褐色土 (10 Y R2/2)地 山砂多く含む

B― -5 30× 26× 28 円形 黒褐色土 (10 YR 2/2)地 山砂多く含む

B― -5 16× 12× 10 惰円形 黒褐色土 (10 YR 2/2)地 山砂多く含む

B―こ-5 P128を切る 24× 18× 8 格円形 黒褐色土 (10 YR 2/3)地 山砂多く含む

B― -5 P127に 明られる □×34× 19 円形 ? 黒褐色土 (10 YR 2/2)地 山砂多く含む

B―こ-5 P130に 切られる 34×□×35 11形 黒褐色土 (10 YR2/2)チ L山砂多く含む

B― ―-5 D24、 P129に切らオtる 62× 54× 22 円形 黒褐色上 (10 Y R 2/2)地 山砂多く含む

B一け-5 38× 34× 23 黒787色上 (10 YR 2/3)ナ 也山砂多く含む

B―け-5 D21に切られる 28× 16× 23 権円形 黒le・色土 (10 Y R2/3)地 山砂多く含む

B一け-5 44× 41× 23 円形 黒lFJ色上 (10 YR 2/2)地 山砂多く含む

B一け-5 P108に 切られる □×38× 18 |■l)杉 ? 黒褐色土 (10 YR 2/3)地 山砂多く含む

B一け-5 36× 24× 27 惰円形 黒褐色土 (10 YR 2/2)'L山 砂含む

B一け-5 30× 30× 24 円形 黒褐色土 (10 YR2/2)地 餞1砂多く含む

B一こ-4 26× 26× 19 黒褐色土 (10 Y R 2/3)地 lh砂多く含む

B一け-5 P139を切る 22× 20× 19 黒褐色土 (10 YR 2/3)'↓ 山砂多く含む

B一け-5 P138に 切られる 42×□×19 惰円形 黒褐色土 (10 YR 2/2)'也 山砂多く含む

B一け-5 D22を切る 44× 30× 18 惰円形 黒IEI色土 (10 Y R 2/2)地 山砂多く含む

B―こ-4 30× 26× 20 円形 黒lFI色上 (10 Y R 2/2)'也 山砂含む

3-こ -4 42× 32× 39 侑円形 黒褐色土 (10 YR 2/2),也 山砂含む

B―こ-4 34× 34× 36 円形 黒褐色土 (10 YR 2/2)地 山砂含む

B一け-5 28× 26× 13 黒褐色上 (10 Y R 2/3)'也 山砂多く含む

B一 -5 26× 18× 12 楕円形 黒褐色IL(10 YR 2/3)l也 山砂多く含む

欠 番

B一 -5 32× 26× 16 佑円形 黒褐色土 (10 YR2/3)地 山砂多く含む

B一こ-5 18× 16× 31 黒褐色土 (10 YR2/2)ナ 也口1砂多く含む

B―く-2 D40を切る 62× 40× 30 隋円形 黒褐色土 (10 YR 2/2)炭 化物粒子含 地山砂含

C―く-1 D39を切る 34× 28× 15 円形 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒含 5 mm大小石含む

C―く-1 30× 30× 37 黒褐色上 (10 YR 2/3)砂 粒 砂プロック含

C一け-1 22× 20× 20 土鍋 1 黒褐色上 (10 YR2/2)炭 化物少合 砂粒含 パミス含
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第 9表 観音堂遺跡単独ピットー覧表(4)

遺構名 出上位置 重 複 関 係 規模 (長×短×深さ)(Cm) 形 態 出 土 遺 lla 覆 土

P C一け-1 20× 20× 25 黒褐色土 OYR2/3)砂 粒含 砂プロック含

P C―け― 20× 20× 18 方形 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒含 砂プロック含

P C一け-1 20× 18× 25 黒褐色土 OYR2/3)砂 粒少含

P C―け― Ta 4に切られる 46× 26× 28 佑円形 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒含 l cm小 石少含

P 3-け -10 24× 22× 25 黒褐色土 OYR2/3)砂 粒含

P 3-き-9 Ta 14と 重li 20× 20× 15 円形 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒含 5 mm大 小石含

3-く -9 Ta 14と 置1複 18× 18× 11 円形 黒褐色土 OYR2/3)砂 粒含 5 mm大 小石含

B―き-8 Ta 14と 重複 28× 26× 18 黒褐色上 OYR2/2)砂 粒含 5 mm大小石含

3-き-8 Ta 14と 重複 28× 18× 11 綺円形 黒褐色上 OYR2/3)砂 粒含

B―く-8 Ta 14と 重核 24× 24× 14 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒含

B一く-8 Ta 14と 重複 24× 24× 18 黒褐色土 10 YR 2/2)砂 粒少含

C―く-1 D43を切る 28× 20× 29 楕円形 土鍋 1 暗褐色土 10 YR 3/3)砂 粒多含 5 mm大 小石含

B一き-4 32× 28× 27 黒褐色土 10 YR 2/2)地 |お砂多く含む

B―き-4 52× 46× 38 黒褐色土 10 YR 2/2)地 山砂多く含む

P167 3-け-5 D33を切る 36× 32× 42 円形 黒褐色土 10 YR 2/3)地 山砂多く含む

3-け-5 22× 20× 19 円形 黒褐色土 10 YR 2/2)地 山砂多く含む

B一け-5 28× 26× 17 黒褐色上 10 YR 2/2)地 山砂少 含々む

B一け-6 □×38× 34 楕円? 暗褐色土 10 YR 3/4)地 山砂主体 ～5 Cn大礫多い

B一け-5 34× 29× 35 円形 かわらけ1 ①黒褐色土 10 Y R 2/2)柱疾 ②黒褐色土(10 Y R 2/3)lLlh砂  プロヽック浪

B―こ-5 P121に 切られる 50×□×20 「 l形 黒褐色上 OYR2/3)地 山砂含む

B―け-5 26× 25× 7 円形 黒褐色土 OYR2/3)地 山砂多く含む

B―け-5 22× 18× 13 黒褐色土 10 Y R 2/2)地山砂含む

B―く-5 30× 25× 36 円形 黒780色土 10 YR 2/2)地 注1砂含む

B―く-5 P107、 P175に 切られる 28× 28× 35 黒褐色上 10 YR 2/3)地 山砂多量に含む

B―け-5 Ta lに 切られる 28× 22× 19 黒褐色土 10 YR 2/3)地 ユ1砂 細ブロック混 P107と 似る

B―く-9 22× 16× 10 惰円形 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒 砂プロック含

B一く-9 34× 34× 30 黒褐色土 10 YR 3/2)砂 粒含 5m大小石含

B―く-8 22× 18× 18 円形 黒褐色土 10 YR 3/2)炭 化物少合 砂粒 砂プロック含 パミス少含

B―く-8 30× 22× 22 楕円形 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒 パミス少含

B―く-8 34× 24× 18 楕円形 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒少含

B―く-8 20× 20× 7 円形 黒褐色土 10 YR 2/3)砂粒含 パミス少含

B―く-8 40× 34× 28 円形 黒褐色土 10 YR 2/2)砂粒少含 5 mm大小石含

B―く-8 50× 34× 32 楕円形 黒褐色上 10 YR 2/3)砂粒少含

B―く-8 40× 34× 12 楕円形 黒褐色上 10 YR 2/3)砂粒少含

B―く-8 18× 18× 10 円形 黒掲色土 10 YR 2/2)炭 化物含 砂粒 パミス少含

B―く-8 P189を 切る 24× 24× ? 黒褐色上 10 YR 2/3)砂粒少含

B一く-8 P188に 切られる □×34× 21 橋円? 黒褐色土 10 YR 3/2)パ ミス少含 砂粒含 l cm大 小石含

B一く-8 44× 40× 21 黒褐色土 10 YR 2/3)炭 化物少含 砂粒 パミス含

B一き-8 24× 22× 21 黒褐色土 10 YR 2/2)砂 粒少含

B―き-8 22× 18× 12 黒褐色土 10YR 2/3)砂粒少含

B―き-8 30× 23× 16 楕円形 黒褐色土 10 YR 2/2)炭 化物少含 砂粒 パミス少含

B―き-8 22× 22× 18 円形 黒褐色土 10 YR 2/3)砂粒少含

B―き-8 30× 28× ? 円形 黒褐色土 10 YR 2/3)砂粒 バミス少含

B―き-8 24× 20× 20 円形 黒褐色土 10 YR 2/3)砂粒 少含

B―き-8 28× 24× 27 円形 かわらけ1 黒褐色土 10 YR 2/3)炭 化物少含 砂粒 砂プロック含

B一か-8 24× 24× 12 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒含

B―か-8 36× 30× 25 格円形 黒褐色二L 10 YR 2/3)砂粒含

B一か-8 26× 20× 16 楕円形 黒褐色上 10 YR 2/3)砂粒含

B―き-8 62× 50× 35 橋円形 黒褐色土 10 YR 3/2)砂粒含 l cm大 小石合

B―き-8 32× 30× 26 黒llEj色土 10 YR 2/3)砂粒含 5 Cm大 小石含

B―く-8 30× 246× 18 楕円形 黒lEj色土 10 YR 2/3)砂粒含
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第 9表 観音堂遺跡単独ピットー覧表(5)

遺構名 出上位置 重 機 関 係 規模 長×短×深さ(Cm) 形 態 出 土 遺 物 覆 土

B―く-8 16× 16× 16 円形 黒褐色土 (10 YR2/3)砂 粒含

B一け-9 98× 52× 20 惰11形 黒褐色土 (10 YR 3/2)

B―こ-9 30× 30× 13 黒褐色土 (10 YR3/2)

B―け-8 24× 22× 25 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒 砂プロック含

B一け-8 46× 44× 35 円形 黒褐色土 (10 YR 2/2)砂 粒少含

B一け-8 24× 22× 33 円形 黒褐色土 (10 YR2/2)砂 粒少含

B一け-8 22× 20× 12 円形 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒含

B― ―-8 54× 36× 16 惰円形 黒褐色土 (10 YR 2/2)砂 粒少含

3-こ-8 38× 32× 12 晴褐色土 (10 YR 3/3)砂 粒 砂プロック含

B―こ-8 50× 46× 19 円形 黒褐色土 (10 YR 2/2)砂 粒 砂ブロック含

B― -8 Ta 10を 切る 34× 26× 32 格円形 黒褐色上 (10 YR 2/2)砂 粒少含

B― -8 26× 24× 23 黒褐色土 (10 Y R 2/2)砂粒少含

B―こ-8 16× 16× 13 「 1形 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒少含

B一 -8 22× 20× 12 黒褐色土 (10 Y R3/3)砂 粒 砂プロック含

B一こ-9 28× 20× 47 楕円形 黒掲色土 (10 YR 2/2)砂 粒少含

B一き-7 Ta 12に 切られる □×18× 19 黒IFj色土 (10 YR 2/3)砂 粒多含

B一き-7 Ta 12に 切られる 58×□×27 楕円? 黒褐色土 (10 YR2/3)砂 粒含 5 mlI大小石含

B―き-7 Ta 12に 切られる 28× El× 15 円形 ? 黒褐色土 (10 Y R 2/3)炭 化物少含 砂粒少含

P222 B―く-7 P223を 切る □×36× 37 楕円? 暗褐色土 (10 YR 3/3)炭 化物少含 砂粒多含 パミス少含

B―く-7 P222に 切られる 40×□×40 円形 ? 黒褐色土 (10 YR 2/3)炭 化物少含 砂粒含

B―く-7 44× 38× 37 格円形 暗褐色土 (10 YR 3/3)砂 粒含 パミス少含

P225 B―く-7 P226を 切る □×32× 28 惰円形 黒褐色土 (10 YR 2/2)砂 粒 パミス少含

B―く-7 P225に 切られる 36× 30× 37 円形 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒少含

B―く-7 26× 20× 26 円形 黒褐色上 (10 YR 2/3)砂 粒含

P228 B一く-7 38× 36× 31 円形 黒IFI色土 (10 YR 2/3)砂 粒少含 l Cm大 小石含

B―く-7 32× 24× 21 楕円形 黒褐色上 (10 Y R 2/3)砂粒少含

B一け-7 82× 40× 33 楕11形 黒褐色上 (10 YR 2/2)砂 粒少含 5 mm小 石含

P231 B一け-7 44× 30× 20 惰円形 暗IFI色土 (10 YR 3/3)l cm大 小石含

P232 B一く-3 Ta 17を 切る 28× 28× 21 ①黒褐色土(10 Y R 2/2)地 山砂含 ②嗜褐色土(10 YR 3/3)'也 山砂多く含む

B一く-3 Ta 17を 切る 44× 20× 32 長方形 黒褐色土 (10 YR 2/2)地 山砂多く含む

B―き-4 32× 28× 48 かわらけ1 黒leJ色土 (10 Y R2/3)'↓ 山砂含む

P235 B―き-3 60× 52× 11 円形 lFI灰色土 (7.5Y R4/1)明 褐灰色 (7 5YR7/2)の 灰と炭多量に含む

B―き-3 46× 26× 20 不整楕円 黒lPI色土 (10 YR 2/2)地 山砂少々含む

3-き-3 D47を lJ」 る 22× 22× 35 黒褐色土 (10 YR 2/2)地 山砂含む

B―く-3 D36に 切られる 22×□×20 黒褐色土 (10 Y R 2/3)炭少々含む 砂あり

P239 B―く-3 P240を 切る 36× 26× 27 楕1円形 黒褐色土 (10 Y R 2/3)炭 少 含々 砂多く含む

B―く-3 D36、 P239に 切られる □×26× 19 黒褐色土 (10 YR 2/2)炭 少 含々 砂含む

B―く-4 34× 30× 29 黒褐色上 (10 YR 2/3)炭 少含 地山砂含む

B一け-5 P243を 切る 22× 18× 22 黒褐色上 (10 YR 2/2)炭 少含 地山砂含む

B一け一 P242に 切られる 38×□×25 円形 黒褐色上 (10 Y R2/3)砂 プロック含 小石含

B一き-4 Ta 9に 切られる 36×□×30 黒褐色■ (10 YR 2/2)地 ||1砂含

B一く-3 Ta 17を 切る 50× 46× 52 円形

B一く-4 22× 20× 37 黒褐色土 (10 Y R 2/2) 砂粒 パミス少含

B―く-4 24× 22× 30 黒褐色土 (10 YR 2/2)炭 化物少合 砂粒 パミス少含

B―く-4 カクランに明られる 64× 38× 32 佑円形 黒褐色土 (10 Y R 2/3)砂粒含

B一け-1 D26に lJ」 られる 20× 10× 8 不1者惰円 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒 5 mm以 下 小石含

B一け-1 D311 31× 28× 28 黒褐色土 (10 YR 2/3)炭 化物少合 砂粒 5 mm大小石含

B一く-7 32× 38× 27 黒lTl色土 (10 Y R 2/2)炭化物少含 砂粒少含 パミス含

P252 B一け-6 P253を 切る 28× 24× 23 Pl形 黒褐色Jl(10 Y R 2/2)砂 粒少含

P253 B一け-6 P252に 切られる 22× 20× 12 黒褐色上 (10 YR 2/2)砂 粒少含

P254 B一け-6 Ta 15に 切られる 28× 28× 18 黒褐色上 (10 YR 2/3)砂 粒含 5 mm大 小石含
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第 9表 観音堂遺跡単独ピットー覧表(6)

遺構名 出上位置 重 複 関 係 規模 (長×短×深さ)(Cm) 形 態 出 上 遺 物 上

B一け-6 30× 26× 20 黒IFj色土 10 YR 2/3)砂 粒含

B一け-6 30× 30× 21 円形 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒少含 l cm小 石含

P257 B一け-6 18× 18× 17 円形 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒少含

B一け-6 P259を切る 26× 22× 25 円形 黒IFI色土 10 YR 2/2)砂 粒含

B―け-6 P258に 切られる 48× 36× 24 楕11形 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒 砂プロック含

B一け-5 34× 26× 20 惰円形 黒lFI色上 10 YR 2/3)砂 粒含

B一 -6 22× 20× 14 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒少含

B― -6 24× 20× 23 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒含

B― -6 20× 20× 32 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒少含

B―こ-6 24× 24× 17 円形 暗褐色土 (10Y R 3/3)砂 粒 砂プロック含
B―こ-6 24× 20× 20 円形 黒褐色土 (10 Y R 2/3)砂 粒含

B―こ-6 20× 20× 16 円形 黒褐色土 (10YR 2/3)砂 粒含

P267 B―こ-6 30× 28× 18 円形 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒 砂プロック l cm小石含

B―こ-6 22× 20× 28 円形 黒褐色土 (10 YR 2/2)砂 粒少含

B―こ-5 16× 14× 10 11形 暗褐色上 (10 YR 3/2)砂 粒含

B―こ-5 30× 26× 22 円形 暗褐色上 (10 YR 3/2)砂 粒含

B―こ-6 D52と 重複 □×30× 35 黒褐色上 (10 YR 2/3)砂 粒含

P272 B―こ-5 26× 24× 21 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒 砂プロック含
3-こ -5 22× 20× 30 角釘 1 黒褐色上 (10 YR 2/3)砂 粒少含

3-こ -5 36× 34× 35 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒含

P275 3-こ -5 32× 22× 18 惰円形 黒褐色土 10 Y R 2/3)砂粒含

3-こ -5 32× 24× 17 円形 黒lll色上 (10 YR 2/3)砂 粒少含

B― -6 D53に切られる 34×□×15 黒褐色土 10 YR 2/2)砂 粒 パミス少含
P278 B―く-3 Ta 17と 重複 50× 38× ? 惰円形

0黒 71●色土
の構褐

“

十
10 YR 2/3),世 山砂多く含む

B―く-3 Ta 17と 重複 60× 24× 19 惰円形 黒IFI色土 10 YR 2/2)地 注1砂少 含々

P280 B―く-3 Ta 17と 重複 50× 40× 27 楕円形 黒7F7色土 (10 YR 2/2)地 山砂少々 合

B―く-3 P282を切る 40× 36× 51 円形
0湘吉裾

“

十

B―く-3 P281に切られる 30× 30× 14 円形 黒褐色上 10 YR 2/2)地 山砂少々含む

B―く-3 Ta 17と 重複 44× 40× 25 Pl形 黒褐色土 10 YR 2/2)地 山砂少 含々む 炭化物粒子少々

B一く-3 Ta 17と 重複 30× 28× 15 黒掲色Jl(10 YR 2/2)地 山砂含む

B―く-3 Ta 17と 重複 34× 30× 23

B―く-3 Ta 17と 重複 42× 36× 49 「1形 ②黒lFj色 ■(lo Y R 2/鋤 n山秒多合

B一く-4 50× 46× 27.5 円形 黒掲色土 (10 Y R 2/2)地 山砂ブロック混

B―き-4 30× 24× 13 黒褐色上 (10 YR 2/3)地 山砂多く含む

B一け-4 22× 20× 21 黒褐色土 (10 Y R 2/3)砂 粒含

B一け-4 26× 24× 23 円形 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒含

B一け-4 24× 20× 20 黒褐色土 (10 Y R 2/3)砂 粒、砂プロック含

B一け-4 P293を切る 24× 22× 23 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒含

B一け-4 P292に 切られる 22× 20× 16 暗褐色土 (10 YR 3/3)炭 化物少含 砂粒 砂ブロック含
B一け-4 24× 24× ? Pl形 黒褐色土 (10 YR 2/3)炭 化物少含 砂粒含

B一け-4 24× 20× 16 黒褐色土 (10 YR 2/2)砂 粒 砂プロック含
B一け-4 20× 20× 22 11形 須恵 l 黒褐色土 (10 YR 2/2)砂 粒 砂プロック含
B一け-4 24× 24× 31 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒 砂プロック含
B―こ-4 26× 22× 14 円形 黒褐色上 (10 YR 2/3)砂 粒含

B一こ-4 P300を切る 34× 32× 31 黒褐色土 (10 YR 2/2)砂 lll少 含

3-こ -4 P299に 切られる 22×□×26 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒含

B―こ-4 26× 26× 16 黒lFJ色土 OYR2/3)砂 粒 砂プロック少含

B―こ-4 40× 34× 27 佑円形 黒lE7色土 (10 YR 2/3)砂 1立含

B―こ-4 41× 30× 35 脩円形 黒褐色土 (10 Y R 2/3)ノ {ミ ス少合 砂粒少含 5 mm小 石含
B―こ-4 24× 20× 13 黒褐色Jl(10 Y R 2/3)砂 粒含

B一こ-4 32× 26× 2J 隋円形 黒褐色Jl(10 YR 2/3)砂 粒少含
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第 9表 観音堂遺跡単独ピットー覧表(7)

遺構名 出上位置 重 機 関 係 規模 (長×短×深さ)(Cm) 形 態 出 土 遺 物 覆 土

B一 こ-4 20× 16× 11 円形 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒含

P307 3-こ一 26× 22× 21 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒含

B―こ一 P309を 切る 38× 34× 25 黒褐色土 (10 YR2/2)砂 粒少含

B―こ一 P308に明られる 44× 30× 14 格円形 黒褐色土 (10 Y R 2/3)砂粒含

B―こ-5 風倒木 26× 20× 17 楕円形 暗褐色土 (10 Y R 3/3)砂粒含

B一け― D66に切られる 44×□×22 楕円形

P312 B―こ― 26× 24× 17 黒褐色土 (10 YR2/2)砂 粒少含

B―こ― 26× 24× 26 円形 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒含

B―こ― 58× 42× 34 惰円形 黒褐色土 (10 YR 2/3)炭 化物少含 砂粒合 5 mm大 小石含

B―こ一 50× 46× H 円形 黒褐色上 (10 Y R2/3)砂 粒含 5 mm大 小石含

B―こ一 24× 22× ? 黒褐色」1(10 Y R 2/3)砂 粒少含 レベリング落ち

B一け一 34× 26× 25 楕円形 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒 砂プロック含

B一け― 30× 22× 12 楕円形 黒褐色上 (10 YR2/3)炭 化物少含 砂粒 バミス含

B一け― 24× 20× 15 ド1形 黒褐色土 (10 Y R 2/2)炭化物 砂粒少含

B一け― P352を 切る 30× 24× 15 ll形 黒褐色土 (10 Y R 2/3)砂粒少含

B一け― 24× 24× 19 円形 黒褐色土 (10 YR 2/3)炭 化物少含 砂粒含

B―こ― 24× 24× 15 暗褐色土 (10 YR 3/3)砂 粒少含

B―き― 東側調査区外 □×52× 39 楕円? 黒  色 (10 YR2/1)炭 化物少含 砂粒少含

3-き― 50× 38× 37 楕円形 黒IFl色土 (10 YR 2/2)炭 化物少含 砂粒少含

B―き一 24× 22× 16 暗lEJ色土 (10 Y R 3/2)炭化物少含 砂粒含

B―き― 26× 24× 33 暗lEj色上 (10 YR 3/2)炭 化物少含 砂粒含

P327 B―き一 P328に切られる 26×□×15 黒褐色土 (10 YR 2/3)炭 化物少含 砂粒含

B―き一 P327を 切る 20× 18× 13 暗褐色土 (10 YR 3/3)炭 化物少含 砂粒含

B―き一 26× 26× 18 黒lFJ色土 (10 YR 2/3)砂 粒含

B―く一 Ta 20を 切る 30× 22× 17 楕円形 黒IFJ色土 (10 YR 2/2)砂 粒少含

B―く一 22× 20× 12 黒IF7色上 (10 YR 2/3)砂 粒含

B―く一 26× 24× 13 円形 黒lUJ色上 (10 YR 2/3)砂 粒含

P333 B―く一 32× 26× 15 惰円形 暗褐色■ (10 YR 3/2)砂 粒含

B一く一 22× 22× 14 円形 黒褐色土 (10 Y R 2/3)炭化物少合 砂粒含

B―く― 54× 40× 30 不整惰円 黒褐色土 (10 Y R2/2)炭 化物少含 砂粒含

P336 B―く― 24× 20× 15 黒褐色土 (10 Y R 2/3)炭化物少含 砂粒含

P337 B―く― P338を 明る 40× 22× 24 楕円形 黒褐色上 (10 YR 2/2)砂 粒少含

B―く― P337に 切られる □×30× 38 円形 かわらけ1 暗褐色土 (10 YR 3/3)砂 粒多含

B―く― D65と 重複 26× 20× 39 黒‐褐色土 (10 YR 2/3)炭 化物少含 砂粒含

B―く― D65と 重複 20× 14× 19 黒褐色土 (10 Y R 2/3)砂粒含

B―く― D65と 重複 36× 30× 34 暗褐色土 (10 Y R 3/2)砂粒含

B―く― D65と 重複 44× 30× 29 不整惰円 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒含

B一く― Ta 20を 切る 34× 30× 53 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒含

A―く― 0 Ta 20を 切る 30× 26× 26 暗褐色上 (10 YR 3/2)砂 粒多含

3-く ― 26× 24× 16 黒褐色上 (10 YR 2/2)炭 化物少含 砂粒少含

B一け― 24× 22× 21 円形 暗褐色上 (10 YR 3/2)砂 粒含

P347 B―く― 24× 18× 11 惰円形 黒褐色上 (10 YR 2/3)炭 化物少含 砂粒含

B一け― 30× 22× 19 格円形 黒褐色■ (10 Y R 2/3)炭化物少含 砂粒含

B一け-2 72× 60× 10 1有 11サ杉 黒褐色土 (10 Y R 2/3)砂粒 砂ブロック含

B―け一 43× 36× 33.5 惰円形 黒lEl色 土 (10 YR 2/2)砂 粒 砂ブロック少含

B―け-2 56× 46× 31 黒褐色土 (10 Y R 2/3)砂粒含 パミス少含

P352 B一け一 P320に 切られる □×20× 45 黒褐色土 (10 Y R 2/3)砂粒含

B一け-3 D73に切られる 26× 26× 16 黒褐色土 (10 Y R 2/3)砂粒含

P354 B一こ一 Ta 21に 切られる 40× 32× 11 IFl円 ? 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒 バミス少含

B一け― 30× 28× 30 黒褐色■ (10 YR 2/2)地 IL砂含む

B一け― 22× 22× 13 「 1形 黒褐色上 (10 Y R 2/2)地山砂 湘1プロック含む
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第 9表 観音堂遺跡単独ピットー覧表(8)

遺構名 出上位置 重 複 関 係 規模 (長×短×深さ)(cm) 形 態 出 土 遺 lpJ 覆 土

B一け一 28× 28× 11 円形 黒褐色土 10YR 2/3)地 山砂多く含む

B一け一 24× 22× 13 黒褐色土 10Y R 2/2)炭 化物粒子含 地山砂細ブロック含む

B一け― 28× 22× 13 楕円形 黒褐色土 10Y R 2/3)地 山砂多く合む

B一け― 32× 24× 23 方形 ? 黒lFI色土 (10Y R 2/2)地 山細プロック多く含む

B一け― 30× 20× 15 惰円形 黒褐色土 10 YR 2/2)地 山細プロック多く合む

B一け― 26× 20× 14 黒褐色上 (10 Y R 2/3)地 山砂多く含む

B一け― 30× 30× 16 円形 暗lUJ色土 10 YR 3/3)地 山砂多く含む

B一け-1 26× 18× 21 惰円形 甕 1 黒褐色土 10 YR 2/2)地 山砂多く含む

B一け一 34× 32× 15 円形 黒褐色■ 10 Y R 2/3)地 山砂含む

B一け-1 24× 20× 12 格円形 黒褐色[L 10 Y R 2/2)地 山砂含む

B一け一 34× 24× 10 楕円形 黒褐色土 10 Y R 2/2)地 山砂細プロック含

P368 B一け-1 22× 20× 11 黒褐色土 10 YR 2/3)地 JI砂 小石多く含む 灰含む

B一け一 32× 23× 20 黒l「7色土 10 YR 2/2)灰  炭化物粒子 地山砂 細プロック含む

P370 B一け-1 30× 28× 11 黒lF7色土 10 YR 2/3)灰  炭化物少々含 地山砂 プロック含む

A一け-10 20× 16× 11 黒褐色土 10 YR 2/2)灰  炭化物粒子 地山砂 胤1プロック多く含む

P372 B一け― 22× 20× 15 黒IFJ色土 10 YR 3/3)地 山砂多量に合む

P373 B一け― 40× 38× 25 円形 黒lFJ色土 10 YR 2/2)地 山砂含む

B―こ― 22× 18× 13 黒褐色土 10 YR 2/2)地 山砂含む

P375 B―こ― 28× 26× 8 黒褐色上 10 YR 2/2)地 山砂含む

P376 B一こ― 26× 14× 14 楠円形 暗褐色上 10 YR 3/2)砂 粒含

B一こ― 36× 24× 18 惰円形 黒lFJ色土 10 Y R 2/3)砂粒少含

P378 B一こ― 26× 16× H 楕1円形 黒lFl色 上 10 YR 2/3)砂 粒含

P379 B一こ一 38× 30× 14 侑円形 黒lFl色土 10 YR 2/2)炭 化物少含 砂粒少含

B一こ一 66× 52× 12 楕円形 黒lF7色土 10 Y R 2/3)砂粒 砂ブロック少含

B―こ― 30× 22× 10 楕円形 黒褐色上 10 Y R 2/3)砂粒含 5 mm大 小石含

B―こ― 32× 28× 16 円形 黒褐色上 10 YR 2/3)砂 粒含 5 mm大 小石含

B一こ一 D76に切られる 26×□×20 円形 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 lil含  5 mm大 小石含

B―く一 D56と 重複 28× 26× 20 円形 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒 5 mm大 小石含

A一け一 0 カクランに切られる 16× 14× 14 円形 黒褐色土 (10 YR 2/3)炭 化物少含 砂粒含

A―く― 0 18× 16× 10 円形 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒含

A―く― 0 30× 28× 38 円形 黒褐色土 10 Y R 2/3)炭 化物少含 砂粒含

A―く― 0 東側調査区外 38×□×19 惰円? 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒含 5 mm大 小石含

A―く― 0 32× 28× 25 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒、砂ブロック含 5 mm大 小石含

A―く― 0 30× 26× 25 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒少含 5 mm大 小石合

A一け― 0 20× 16× lJ 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒含 炭化物少含

P392 A―け― 0 40× 26× 21 惰円形 黒褐色上 10 YR 2/3)砂 粒、砂ブロック含

A一け― 0 28× 24× 18 黒褐色Ji(10 YR 2/3)炭 化物少含 砂粒含

A一け― 46× 40× 24 黒褐色上 10 YR 2/2)砂 粒、5 mm大小石含

P395 A一け一 P396を lJJる 10× 38× 32 円形 黒褐色上 10 YR 2/2)砂 粒、5 mm大小石含

A一け― P395に 切られる □×56× 20 惰円形 黒褐色土 10 YR 2/3)炭 化物少合 灰少含 砂粒含

A一け一 D74に 明られる 48×□×8 脩円形 暗褐色土 10 YR 3/3)砂 粒含

A一け-10 30× 30× 13 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒、5 mm大小石含

A一け-10 36× 26× 26 1脅 lll,杉 黒lFl色土 10 YR 2/3)砂 粒含

A一け-10 64× 58× 34 円形 黒lti色土 10 YR 2/3)炭 化物少含 砂粒含

A一け-10 36× 20× 17 黒褐色J: OYR2/3)砂 粒、5 mm大小石合

A―け-10 28× 2`1× 14 黒褐色土 OYR2/2)炭 化物少含 砂粒含

A一け-10 24× 18× 12 黒褐色土 OYR2/3)砂 粒含

A―こ-10 30× 30× 18 黒褐色上 OYR2/2)砂 粒少含

A―こ-10 42× 36× 22 黒褐色土 OYR2/3)砂 粒少含

A一こ-10 32× 20× 15 方形 黒褐色土 OYR2/3)砂 粒含

A―こ-10 22× 22× 17 円形 黒褐色土 OYR2/3)砂 粒含
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第 9表 観音堂遺跡単独ピットー覧表(9)

遺構名 出上位置 重 機 関 係 規模 (長×短×深さ)(Cn) 形 態 出 上 遺 物 土

A一 -10 24× 22× 14 円形 暗褐色上 (10 YR 3/2)砂 粒含

A一 -10 46× 42× 19 円形 暗褐色土 (10 YR 3/2)パ ミス少含

A一 -10 62× 48× 27 楕円形 黒褐色土 (10 Y R2/3)ノ ミ`ス少含 炭化物少合 砂粒含

A一 -10 P412を 切る 34× 32× 16 晴褐色土 (10 YR3/2)砂 粒含

A― -10 P411に 切られる □×30× 23 格11? 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒含

D―あ-10 26× 22× 21 黒褐色土 (10 Y R 2/3)炭 水物少含 砂粒含

A―く-9 束半部調査区外 50×□×20 lFi円 形 黒褐色上 (10 Y R 2/3)砂粒、砂ブロック含

A―く-9 44× 30× 21 不整形 黒褐色■ (10 Y R 2/3)砂粒、砂ブロック含

A―く-9 26× 26× 21 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒、砂プロック含

A―く-9 32× 30× 25 黒褐色上 (10 Y R 2/3)砂 粒5 mm大小石含

A一く-9 52× 40× 26 楕円形 黒褐色土 (10 YR 2/3)炭 化物少含 砂粒含

A一け-9 D77を切る 32× 22× 14 楕円形 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒含

A一け-9 D80に切られる 28×□×20 円形 黒褐色土 (10 YR2/2)砂 粒少含

A―け-9 34× 30× 30 円形 黒llll色土 (10 YR 2/2)砂 粒含

P422 A一け-9 40× 40× 32 黒lFI色土 (10 YR 2/2)炭 化物、灰少含 砂粒含

A一け-9 D424を 切る 24× 20× 21 黒IFj色土 (10 YR 2/3)砂 粒少含

A一け-9 D423に 切られる □×54× 29 楕円形 黒褐色土 (10 YR 2/3)炭 化物少含 砂粒少含

A一け-9 40× 38× 33 暗lFI色上 (10 Y R 3/2)砂粒、砂ブロック含

A―け-9 30× 20× 42 楕「1形 黒lFJ色土 (10 YR2/3)砂 粒少含

A一け-9 30× 26× 29 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒、5 mm大小石含

B一き-5 東側調査区外 22× El× 26 円形 ? 黒IF7“上 (10 YR 2/3)砂 粒、小石含

B一き-5 44× 38× 18 楕円形 黒褐色上 (10 Y R 3/2)炭 化物焼上粒子少 含々 地山砂、小石含

B一き-5 24× 20× 125 方形 黒褐色上 (10 Y R 3/2)炭 化物焼上粒子少 含々 地山砂、小石含

B一き-5 撹乱にuJられる □×32× 20 黒褐色上 (10 YR 3/2)地 山砂、地山砂ブロック多く含む

B一き-5 44× 40× 13 黒lFI色土 (10 Y R 3/2)地 山砂、地山砂ブロック多く含む 小石多い

B―き-5 東債1調査区外 80×□×40 惰円形 黒褐色土 (10 YR 2/3)地 山砂ブロック混 小石多く含む

B一き-5 20× 18× 12 黒褐色上 (10 Y R 2/2)地注l砂少 含々む

B一き-5 30× 26× 27 黒‐鶴色上 (10 YR 2/2),也 山砂多く含む

B―き-6 50× 34× 47 不整楕円 黒褐色土 (10 YR 2/3)暗 褐色土 (10 YR 2/3)プ ロック混

B―き-6 28× 24× 165 円形 黒褐色土 (10 YR2/2)地 山砂多く含む

B―き-6 28× 26× 40 円形 角釘 1 黒褐色土 (10 YR 2/3)'也 山砂多く含む

B―く-6 36× 30× 22 楕円形 黒褐色土 (10 YR 2/3)'也 山砂多く含む

B―き-6 40× 22× 32 楕円形 黒褐色土 (10 YR 2/2)地 山砂多く含む

A一け-7 D84に切られる 22×□×18 円形 ? 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒含

A―け-7 28× 24× 23 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒、砂プロック含

A―け-7 22× 22× 21 黒褐色土 (10 YR2/3)1少 粒、 5 mm大小石含

A一け-7 北半部調査区外 □×32× 28 黒褐色上 (10 YR 2/3)l1/N粒 含

A一け-7 60× 32× 26 楕円形 黒褐色上 (10 YR 2/2)砂 粒少含

A一け-8 36× 30× 23 楕円形 暗褐色上 (10 YR 3/2)砂 粒、砂ブロック含

A一け-8 32× 30× 46 角釘 1 黒褐色上 (10 Y R 2/3)砂粒、パミス少含

A一け-8 30× 26× 21 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 ll含

A一け-8 34× 28× 18 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒含

A一け-8 P451を 切る 76× 36× 46 楕円形 黒lFI色土 (10 YR 2/2)砂 粒少含

A一け-8 P450に lJ」 られる 42× 40× 20 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒、5 mm大小石含

A―け-8 34× 32× 29 円形 黒IFJ色土 (10 Y R 2/3)砂 粒含

A一け-8 P466を切る 28× 22× 21 円形 黒ltj色土 (10 YR 2/3)砂 粒含

A一け-8 36× 32× 26 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒少含 パミス少含

A一け-8 カクランに切られる 28× 26× 37 黒褐色土 (10 Y R 2/3):少 粒含

A一け-8 20× 20× 16 黒褐色上 (10 YR 2/3)砂 粒含

A一け-8 44× 32× 36 楕円形 黒褐色土 (10 Y R 2/3)砂粒含

A―け-8 P465を切る 28× 20× 25 情円形 黒lTJ色土 (10 Y R 2/2)炭化物、砂粒少含

一-169-―



第 9表 観音堂遺跡単独ピットー覧表⑩

遺構名 出土位置 重 複 関 係 規模 (長×短×深さ)(cm) 形 態 出 土 遺 物 覆 土

A一け-8 28× 26× 27 円形 黒褐色土 (10 Y R 2/3)砂 粒少含

A一け-9 48× 38× 22 楕円形 黒褐色土 (10 Y R 2/3)砂 粒少含

A一け-9 60× 40× 31 不整格円 黒褐色土 (10 YR 2/2)砂 粒、パミス少含

欠番

欠番

欠番

A一け-8 D78、 P458に切られる 22× 22× 21 黒IF・色上 10 YR 2/2 砂粒少合 パミス少含

A一け-8 P453に切られる 86× 62× 23 楕円形 暗褐色上 10 YR 3/3 砂粒5 mm大小石含

A一け-8 28× 26× 16 黒褐色土 10 YR 2/3 砂粒含

A一け-8 38× 36× 27 黒褐色土 10 YR 2/2 砂粒含

D―あ-10 20× 20× 18 黒褐色上 10 YR 2/3 砂粒含

D―あ-10 30× 30× 22 黒褐色土 10 YR 2/3 砂粒含

D―あ-10 32× 32× 16 暗褐色土 10 YR 3/2 砂粒多含

D―あ-10 P512を切る 30× 30× 27 晴褐色土 10 Y R 2/3)砂粒、砂プロック含

D―あ-10 46× 38× 29 惰円形 暗褐色土 10 YR 2/3)砂 粒、砂プロック含

D―あ一 0 42× 42× 28 暗褐色土 10 YR 2/3)砂 粒、l Cm以下小石含

E―あ― 50× 44× 28 暗褐色土 10 YR 2/3)砂 ‖立合

P476 E―い一 14× 14× 10 円形 晴褐色土 10 YR 2/3)砂 粒含

P′ 7 D―い一 0 36× 30× 16 円形 晴褐色土 10 YR 3/3)ロ ーム粒子多含 パミス少合

P478 D―い一 0 50× 50× 24 円形 黒褐色土 10 YR 2/2)l cm以 下小石含 砂粒少含 パミス少含

D― tヽ一 0 36× 32× 23 円形 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒少含

E―あ― 80× 40× 9 不整情円 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒、l Cm以下小石含

E―あ― 22× 20× 17 円形 黒褐色土 10 YR 2/3)砂粒含 5 mm大 小石含

E―あ― 20× 16× 9 黒褐色土 10 YR 2/3)砂粒含

E―あ― 26× 20× 14 円形 黒褐色土 10 YR 2/3)炭 化物少含 砂粒含

E―あ― 34× 34× 19 円形 黒褐色土 10 YR 2/3)炭 化4勿少含 砂粒含

E―あ― 40× 32× 14 楕円形 黒褐色土 10 YR 2/3)砂粒含

E一あ一 56× 52× 15 円形 黒7FJ色土 10 YR 2/3)砂粒含 パミス少含

E―い一 38× 30× 27 FI形 黒褐色土 10 YR 2/3)砂粒多含

E―い一 46× 46× 17 円形 黒18j色上 10 Y R 2/3)炭化物少含 砂粒含

E―い-1 52× 42× 20 黒掲色IL 10 Y R 2/3)砂粒少含 パミス少含

E―い一 44× 40× 25 黒IFJ色土 10 YR 2/2)砂粒、5 mm大小石含

E―い-1 22× 20× 18 黒褐色Jl 10 YR 2/2)砂粒、5 mm大小石含

E―あ-2 32× 32× 21 黒褐色上 10 YR 2/3)砂 粒含

E―あ― 20× 20× 15 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒含

P囀 4 E―あ-2 72× 60× 36 惰円形 黒褐色土 10 YR 2/3)パ ミス少含 砂粒、l Cm以下小石含

E―あ― 70× 60× 50 不整惰円 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒少含

E―あ― 62× 50× 23 格円形 黒IFI色土 10 YR 2/3)砂 粒少含

P497 E―あ一 30× 30× 28 円形 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒含

E―あ-2 42× 36× 23 楕円形 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒含

E―あ― 40× 38× 37 円形 黒褐色士 OYR2/3)砂 粒、l cn以下小石含

E一あ一 46× 30× 27 楕円形 黒褐色土 OYR2/2)砂 粒含

E―い一 20× 20× 22 円形 黒褐色上 (10 Y R 2/3)砂 粒少含

E―い-2 30× 28× 26 黒褐色■ (10 YR 2/3)炭 化物少含 砂粒含

E―い一 D93を切る 40× 32× 16 楕円形 黒101色土 (10 YR 2/3)砂 粒含

E―い一 D93を切る 28× 26× 14 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒含

P505 E―い一 48× 42× 39 熙寧元費 (1068) 黒褐色土 (10 YR 2/2)砂 粒、パミス少含

E―い一 44× 42× 25 黒褐色土 (10 YR 2/2)砂 粒少含 5 mm大 小石含

P507 E一い― 40× 34× 23 楕円形 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒少含

E一い一 38× 38× 25 円形 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒含

P509 E―い一 42× 38× 22 黒褐色上 (10 Y R 2/2)砂 粒、砂プロック合
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遺構名 出上位置 重 複 関 係 規模 (長×短×深さ)(Cm) 形 態 出 土 遺 物 土

E一う-3 D99に切られる □×60× 16 黒掲色土 (10 YR 2/3)砂 粒含 5 mm大 小石含

E―い-3 D100を 切る 46× 28× 16 惰円形 黒褐色上 (10 YR 2/2)砂 粒少含

D一あ-10 D88、 P472に 切られる □×32× 22 楕円? 黒褐色土 (10 Y R2/3)砂 粒、砂プロック含

E―あ-3 68× 54× 24 楕円形 貝 (ア カニシ) 黒掲色土 (10 Y R2/3)砂 粒含 2 cn以 下小石含

E―あ-3 38× 28× 37 隅丸長方形 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒少合 5 mm以 下小石含

P515 E―あ-3 48× 36× 27 惰円形 黒褐色上 (10 YR 2/3)砂 粒、l Cm以下小石含

E―あ-3 30× 22× 14 情円形 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒含 5 mm大 小石少含

E―あ-3 32× 32× 18 円形 黒IFJ色上 (10 Y R 2/3)砂 粒含 5 mm大 小石含

E一あ-3 40× 40× 19 円形 黒褐色土 (10 YR 2/2)砂 粒少含

E―あ-3 44× 34× 22 楕円形 黒褐色上 (10 YR 2/3)砂 粒含

B―く-3 42× 32× 18 惰円形 黒褐色上 (10 YR 2/3)砂 粒少含

B―く-3 26× 24× 16 円形 黒掲色土 (10 YR2/3)砂 粒少含

B―く-3 26× 24× 24 黒褐色土 (10 Y R 2/3)砂 粒含

B― -3 50× 40× 20 惰円形 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒含 5 mm大 小石含

E―あ-4 P525を 切る 30× 30× 19 黒褐色土 (10 YR2/3)砂 粒、パミス少含

P525 E―あ-4 P524に 明られる 28× 26× 27 円形 黒褐色土 (10 YR2/3)炭 化物少含 砂粒少含

E―あ-4 70× 42× 17 楕円形 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒、l Cm以下小石含

P527 E―あ-4 40× 36× 33 円形 黒褐色土 (10 YR 2/2)砂 粒、砂プロック含

E一あ-4 40× 40× 25 円形 暗IFJ色士 (10 YR 3/3)砂 粒多含

E―あ-4 30× 28× 23 円形 黒褐色上 (10 YR 2/3)砂 粒含

E―あ-4 26× 22× 12 円形 黒褐色土 (10 Y R 2/3)砂 粒含

E―い-3 32× 26× 23 楕円形 黒褐色上 (10Y R 2/3)砂 粒、5 mm大小石含

E―い-4 26× 26× 16 黒褐色上 (10 YR 2/3)砂 粒含

P533 E―い-4 30× 30× 20 円形 黒褐色上 (10 Y R2/3 砂粒含

E―あ-5 32× 30× 38 黒褐色土 (10 Y R 2/2 炭化物少含 砂粒含

P535 E―あ-5 32× 26× 19 黒褐色土 (10 YR 2/3 砂粒、パミス少合

E―あ-5 40× 30× 31 楕円形 黒褐色土 (10 YR 2/2 砂粒少含 l Cm以 下小石含

P537 E―あ-5 38× 36× 40 楕円形 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒、パミス少含 5 mm大 小石含

E―あ-5 40× 40× 28 楕円形 暗褐ril■ (loYR3/3) 砂精多合

E―あ-5 24× 20× 18 楕円形 黒褐色土 (10 Y R2/2)砂 粒少含

B―こ-5 26× 20× 18 楕円形 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒含

E―い-5 P542を切る 40× 32× 14 楕円形 暗褐色土 (10 YR 3/3)砂 粒多含

E―い-5 P541に 切られる 40× 40× 19 円形 黒IFJ色上 (10 Y R2/3)砂 粒含 l Cm以 下小石含

E―い-5 30× 30× 25 黒le・色土 (10 YR 2/3)砂 粒含

E―い-5 40× 40× 21 円形 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒、l Cn以下小石含

E―い-5 34× 32× 26 円形 黒褐色上 (10 YR 2/3)砂 粒含

E―い-5 34× 34× 34 暗褐色上 (10 Y R 3/2)砂 粒含

P547 E―い-5 26× 22× 17 黒褐色土 (10 YR 2/3)炭 化物、焼土含 砂粒含

A一け-9 22× 22× 18 円形 黒褐色土 (10 YR2/3)地 注1砂多く合 炭化物粒子含

A―け-9 32× 28× 34 円形 黒褐色土 (10 YR2/2)地 山砂含む 炭化物粒子含

A一け-9 36× 30× 17 惰円形
①黒lFj色土 (10 Y R 2/3)jL山 砂多く含 炭化物lli子含
②褐色11(10 YR 3/〕 jLll砂 主体

P551 A― ―-9 66× 66× 26 円形 ? 黒褐色上 (10 YR 2/3)'也 ||1砂含

A一 -9 52× 42× 15 円形 暗褐色土 (10 YR 3/3)地 山砂多く含

A一 -9 30× 30× 17 円形 暗leJ色土 (10 Y R3/3)地 山砂多く含

欠番

P555 欠番

P556 D―あ-9 22× 18× 9 円形 かわらけ1 暗褐色上 (10 YR 3/3)地 山砂多量含む

P557 D―あ-9 28× 22× 8 暗褐色土 (10 YR 3/3)地 山砂多量含む

欠番

A一け-10 28× 22× 16 円形 暗褐色上 (10 YR 2/2)地 曲砂多く含む

A一け-10 36× 34× 21 方形 暗lUl色土 (10 YR 2/2)'也 IL砂多く含む 砂プロック混入

第 9表 観音堂遺跡単独ピットー覧表0つ
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遺構名 出上位置 重 複 関 係 規模 (長×短×深さ)(Cm) 形 態 出 土 遺 物 覆 土

E一あ-6 P562を 切る 42× 40× 36 1判形 暗褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒、5 mm大小石含

E―あ-6 P561に切られる 30× 30× 24 暗褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒少含

B― ―-6 32× 24× 17 惰円形 ①黒褐色土(10 Y R 2/2)砂 粒少合 ②
=褐
色J,(10 Y R 2/め  砂粒合

E―あ-7 70× 56× 19 惰円形 幽石 かわらけ2 暗lFJ色土 (10 YR 3/2)砂 粒、砂プロック含 5 mm大 小石含

P565 E―あ-7 30× 22× 21 惰円形 黒lUJ色土 (10 YR 2/2)砂 粒、砂プロック含

P566 E―い-6 40× 34× 24 黒771色上 (10 YR 2/2)砂 粒少含 5 mm大 小石多含

P567 E―い-6 22× 18× 8 黒褐色土 (10 YR 2/2)砂 粒少含

B一こ-7 54× 50× 28 円形 黒褐色土 (10 YR 2/2)砂 粒少含

B一こ-7 P570を切る 36× 32× 37 円形 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒少含 l cm以 下小石含

B一こ-7 P569に切られる 30× 26× 24 円形 黒褐色土 (10 YR 2/2)砂 粒、パミス少含

B一こ-7 56× 54× 31 円形 黒褐色土 (10 YR 2/2)砂 粒少含 5 mm大 小石含

P572 E一あ-7 86× 68× 14 黒褐色土 (10 YR 2/2)砂 粒少含 5 mm大 小石含

E一あ-7 58× 34× 15 格円形 黒褐色土 (10 YR 2/2)砂 粒、砂プロック含

E―あ-7 P575を 切る 50× 34× 32 惰円形 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒、5 mm大小石含

E―あ-7 P574に切られる II× 30× 22 黒I「J色土 (10 YR 2/2)砂 粒少含 l cm以 下小石含

P576 E―あ-7 54× 52× 32 黒褐色土 (10 YR 2/2)5 mm大 小石少含

E―い-7 30× 24× 13 円形 黒褐色上 (10 YR 2/2)砂 粒少含

E―い-7 45× 26× 19 楕円形 黒褐色上 (10 YR 2/3)砂 粒含 2～ 3 Cn小石含

E―い-7 64× 58× 24 円形 黒褐色上 (10 YR 2/3)砂 粒、l cm以下小石含

E―い-7 64× 62× 29 円形 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒、5 mm大小石含

E―あ-8 24× 24× 28 円形 黒褐色土 (10 YR 2/2)炭 化物少含 砂粒少含

E一あ-8 22× 16× 8 格円形 黒褐色土 (10 YR 2/2)砂 粒少含

E一あ-8 26× 24× 7 円形 暗褐色土 (10 Y R 3/3)砂粒含

E―あ-8 30× 26× 13 円形 暗褐色土 (10 Y R 3/3)砂粒含

E―あ-8 80× 50× 7 楕円形 暗褐色土 (10 Y R 3/2)砂粒、砂プロック含 l cm以 下小石含

E―あ-8 22× 22× 34 黒 色 土 (10 YR 2/1)砂 粒少含

E―い-8 24× 20× 17 黒 色 土 (10 YR 2/1)砂 粒少含

E―い-8 32× 30× 16 円形 暗褐色土 (10 YR 3/3)砂 粒含

E―い-8 62× 62× 21 円形 黒褐色土 (10 YR 2/2)砂 粒、砂ブロック含 パミス少含

E―い-8 68× 62× 28 黒褐色土 (10 Y R 2/3)砂粒含 l cm以 下小石含

E―い-8 40× 38× 20 円形 黒褐色土 (10 Y R 2/3)砂粒含 l Cm以 下小石含

P592 E―う-8 D l14と 重複 54× 36× 26.5 不整楕円 暗褐色土 (10 Y R 3/3)砂粒多含

E―あ-9 26× 26× 20 黒 色 土 (10 Y R 2/1)砂粒少含

E―あ-9 26× 20× 11 楕円形 黒褐色土 (10 YR 2/2)砂 粒、パミス少含

E―あ-9 26× 22× 13 円形 黒褐色土 (10 YR 2/2)砂 粒、パミス少含

E―い-9 26× 22× 9 円形 黒 色 土 (10 YR 2/1)砂 粒、パミス少含

欠番

E―い-9 56× 50× 14 (不整)lTl形 黒褐色土 (10YR2/2)砂 粒、砂プロック含む パミス少含

E―い-9 34× 30× 18 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒、l Cm以下小石含

E―い-9 36× 26× 43 惰円形 黒褐色土 (10 YR 2/2)砂 粒少含 5 mm大 小石含

E―い-9 D l18と 重複 20× 18× 21 黒褐色土 (10 YR 2/2)砂 粒少含

B―こ-10 26× 26× 20 黒褐色111(10 YR 2/2)砂 粒少含

B― -10 44× 40× 22 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒含

B一 -10 26× 22× 15 円形 黒lFj色土 (10 YR 2/2)l1/N粒 少含

E―あ-10 50× 46× 18 円形 黒褐色土 10 YR 2/3)砂粒含

E―あ-10 24× 22× 11 円形 黒褐色土 10 YR 2/3)砂粒含

E―あ-10 36× 34× 22 円形 黒 色 土 10 YR 2/1)砂粒少含

E―あ-10 40× 34× 31 惰円形 黒 色 土 10 YR 2/1)砂粒少含

E―あ-10 24× 18× 22 楠円形 黒 色 土 10 YR 2/1)砂粒少含

E―あ-10 40× 30× 10 情円形 黒leJ色士 10 YR 2/3)砂粒

E一あ-10 46× 40× 22 貝 (ク ロアワビ) 黒褐色土 10 Y R 2/3)砂粒、砂プロック含 5 mm大 小石含
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第 9表 観音堂遺跡単独ピットー覧表l131

遺構名 出上位置 重 機 関 係 規模 (長×短×深さ)(Cm) 形 態 出 土 遺 物 土

E―い-10 36× 32× 19 黒 色 土 (10 Y R 2/1)砂粒少含

欠番

C―こ-1 30× 20× 17 黒 色 土 (10 YR2/2)砂 粒少含

C―こ-1 26× 26× 17 黒 色 土 (10 YR 2/3)砂 粒含

F―あ-1 32× 30× 39 1円形 黒 色 土 (10 YR 2/2)砂 粒少含

F―あ-1 48× 30× 14 楕円形 黒 色 土 (10 Y R 2/3)砂粒、5 mm大小石含

F―い一 l 50× 50× 36 黒 色 土 (10 YR 2/3)砂 粒含 l cm以 下小石多含

欠番

E一あ-10
D l171/1よ り検出、

32× 32× 49 円形 黒 色 J二 (10 YR 2/3)砂 粒少含

E―う-9 P622を 切る 70× 60× 14 黒 色 IL(10 YR 2/3)砂 粒含

E―い-8 P621に 切られる 66×□×23 惰円? 黒 色 上 (10 YR3/2)砂 粒含l Cm以下小石含

D―い-9 50× 46× 28 黒lUj色土 (10 YR 2/3)砂 粒含

D―う-10 48× 44× 24 「 l形 黒褐色上 (10 YR2/3)砂 粒含 炭化物少含 l Cm以 下小石含

D―う-10 26× 22× 9 円形 暗褐色土 (10 YR 3/3)砂 粒多含

D―う-10 40× 36× 20 「l形 黒褐色土 (10 YR 2/3)バ ミス少含 砂粒少含 5 mm大小石含

D―う-10 30× 30× 16 黒褐色土 (10 Y R 2/3)パ ミス少含 砂粒少含 5 mm大 小石含

D―え-10 36× 30× 16 黒褐色土 (10 YR 2/3)パ ミス、砂粒少含

D一え― 86× 40× 10 楕円形 黒褐色土 (10 YR 2/2)パ ミス、砂粒少含 5 mm大小石含

D一え― 50× 34× 12 惰円形 黒褐色土 (10 YR 2/3)パ ミス、5 rln大小石含 砂粒含

D―え― 22× 20× 13 円形 黒褐色土 (10 YR 2/3)パ ミス少含 砂粒少含

D一え一 34× 34× 15 円形 黒褐色土 (10 YR 2/3)パ ミス少含 砂粒少含

E一え― 50× 46× 42 黒褐色土 (10 Y R 2/2)パ ミス少含 砂粒少含 5 mm大 小石含

E―う一 40× 32× 19 方形 ? 黒褐色土 (10 YR 2/2)砂 粒、l Cm以下小石含む

E―え― P636を 切る □×32× 24 楕円? 暗褐色土 (10 YR3/2)砂 粒含 パミス少含

P636 E一え― P635に 切られる 76×□×37 惰円形 黒褐色上 (10 YR 2/3)ノ
'ミ

ス、砂粒含

P637 E一え― 46× 44× 28 円形 黒褐色上 (10 YR 2/3)パ ミス少含、砂粒少含

P638 E―え― D134を 切る 50× 32× 17 惰円形 黒褐色■ (10 YR 2/3)パ ミス少含、砂粒少含

E―え― D133を 切る 40× 34× 22 黒leJ色上 (10 YR 2/3)ノ ミヾス少含、砂粒少含

D―お― 30× 28× 16 黒褐色土 (10 Y R2/3)砂 粒含 5 rlm大 小石含

D―お一 0 54× 40× 17 格円形 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒少含 5m大小石含

D―お一 0 56× 54× 28 黒褐色土 (10 YR 2/2)l cm以 下小石合 パミス少含

D―お-10 32× 30× 11 |]形 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒少含

D―お-10 50× 46× 13 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒少含

D一お-10 32× 30× 18 黒褐色土 (10 YR2/3)砂 粒少含

D一お-10 44× 4`1× 20 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒少含

D一か-10 60× 60× 12 黒褐色土 (10 YR 2/2)砂 粒少含

D一う-10 86× 54× 24 惰円J形
①黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒含 5健 n大小イコ含

D一か-10 38× 32× 19 黒褐色上 (10 YR 2/2)バ ミス少含 砂粒少含

D―き― 0 北調査区外 36×□×27 黒leJ色上 (10 Y R2/2)パ ミス少含 砂粒少含

D一か一 0 48× 46× 24 方形 黒褐色上 (10 YR 2/3)砂 粒含 5 mm大 小石少含

D―き一 0 D127を 切る 42× 40× 黒lUl色土 (10 Y R 2/2)パ ミス少含 砂粒少含

E―お一 36× 34× 15 黒褐色土 (10 YR 2/2)ノ
'ミ

ス少含

E―お一 P671を 切る 42× 38× 2 黒褐色土 (10 Y R 2/2)パ ミス少含

E一か一 62× 50× 17 楕円形 黒褐色土 (10 YR 2/2)パ ミス少含

P656 E一か一 26× 26× H 黒褐色土 (10 YR 2/2)パ ミス少含

E一か一 48× 42× 12 黒IFl色土 (10 Y R 2/2)パ ミス少含

E一う一 26× 20× 14 確円形 黒褐色土 (10 YR 2/2)炭 化物少含 砂粒含

E―う一 28× 24× 18 黒褐色Jl(10 YR 2/3)ノ 1ミ ス少含 砂粒合

E―う-2 38× 36× 27 黒褐色上 (10 YR 2/3)ノ ミ`ス少含

E―う一 42× 3(1× 24 暗褐色土 (10 YR 3/3)5 nm大 小石合 砂粒、砂プロック含

P662 E―う一 46× 40× 26 黒褐色土 (10 Y R 2/3)ノ {ミ ス少含 砂粒少含

―-173-―



第 9表 観音堂遺跡単独ピットー覧表l141

遺構名 出上位置 重 複 関 係 規模 (長×短×深さ)(Cm) 形 態 出 ■ 遺 物 土

E―う-2 28× 26× 35 円形 黒褐色土 (10 YR 2/3)炭 化物少含 砂粒、砂プロック少含
E―う-2 32× 32× 15 円形 黒褐色土 OYR2/3)砂 粒含 l cm以 下小石含

P665 E―う-2 D138を切る 34× 28× 18 惰円形 黒褐色土 OYR2/3)パ ミス少合 砂粒、5 mm大小石含
E―う-2 50× 38× 21 情円形 黒褐色土 10 YR 2/3)炭 化物少含 砂ll、 砂プロック含 パミス少含
E―え-2 30× 28× 24 黒褐色土 (10 Y R 2/2)砂 粒含

E―え-2 34× 32× 20 黒lFJ色土 (10 YR 2/3)パ ミス少含 砂粒含
E―え-2 36× 30× 27 円形 暗lFj色 上 (10 YR 3/2)パ ミス少含 砂粒含
E一え-2 38× 28× 23 楕円形 黒褐色土 (10 YR 2/3)5 mm大 小石含 パミス少含 砂粒少含
E―お-2 28× 22× 15 佑円形 黒褐色土 (10 YR 2/3)パ ミス少含 砂粒含
E―お-2 70× 44× 16 楠円形 黒褐色土 10 YR 2/3)パ ミス、5mコ大小石含

E―お-2 72× 66× 21 黒褐色土 (10 Y R 2/3)炭 化物少合 バミス含 砂粒少合 l cm以 下4ヽ石合

E―お-1 D130、 P651に 切られ 36× 30× 27 黒lFJ色土 10 YR 2/2)パ ミス少含

E―お-2 D132を切る 58× 56× 13 黒lFJ色土 (10 YR 2/2)l cm以 下小石含 パミス少含
E―お-2 62× 60× 9 円形 黒lFJ色土 10 YR 2/3)パ ミス少含 炭化物少含 l cm以 下小石含

P677 E一か-2 60× 40× 21 隅丸長方形 黒lPJ色 土 (10 YR 2/2)ノ ミ`ス少含 5 mm大小石含

E一か-2 D145を 切る 38×□×29 黒褐色土 10 YR 2/2)砂 粒少含 パミス少含 5 mm大小石含
E一か-2 20× 18× 18 黒褐色二L 10 YR 2/2)パ ミス少含 5 mm大 小石少含

E―う-3 34× 28× 16 「1形 晴褐色土 10 YR 3/2)砂 粒含 2～ 3 Cm大小石含

E―え-3 56× 54× 26 円形 黒褐色土 OYR2/3)パ ミス少含 砂粒、l cm以下小石含
E―え-3 70× 60× 22 円形 黒褐色土 OYR2/3)バ ミス少含 砂粒少含 l cm以 下小石含
E―え-3 36× 24× 17 楕円形 黒褐色土 OYR2/2)パ ミス、砂粒少含

E―え-3 D142を切る 42×□×135 楕円? 黒褐色土 OYR2/2)パ ミス少合

E―え-3 42× 40× 34 円形 黒褐色土 OYR2/3)砂 粒、5 mm大小石含

E―え-3 D142を切る 80×□×48 黒褐色土 OYR2/3)砂 粒、l cm以下小石含

E―え-3 46× 42× 32 円形 黒褐色土 OYR2/3)砂 粒少含 5 mm大 小石含

E―え-3 40× 30× 16 惰円形 黒褐色土 OYR2/3)パ ミス少含 砂粒少含
E―え-3 48× 46× 26 黒掲色土 10 YR 2/3)パ ミス少含 5 mm大小石含

E―お-3 73× 36× 12 楕円形 黒lFO色土 10Y R 2/2)パ ミス少含 砂粒合
8-か -3 76× 74× 30 黒掲色土 10 YR 2/2)パ ミス少含 砂粒少含 l cm以 下小石含
E―う-4 34× 30× 33 円形 黒:陽色上 10 YR 2/3)砂 粒含

E―う-4 40× 32× 30 円形 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒含 5 mm大 小石含

E―う-4 70× 60× 20 円形 黒褐色上 10 YR 2/3)砂 粒含 l cm大 小石含

E―う-4 38× 36× 58 円形 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒少含 5 mm大小石含

E― う一 J 22× 20× 14 円形 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒少含

P697 E―う-4 26× 20× 25 格11形 黒lll色土 (10 Y R 2/3)l cm大 小石合 砂粒含
E―う-4 26× 26× 20 黒lFJ色土 10 YR 2/3)砂 粒少含

E―え-4 24× 22× 9 円形 黒褐色土 OYR2/3)砂 粒少含

E―え-4 30× 30× 16 黒褐色土 10 YR 2/2)砂 粒少含 5 mm大小石含

E―え-4 52× 44× 14 方形 黒褐色土 OYR2/3)l cm以 下小石合 砂粒少含
P702 E一か-4 26× 24× 14 黒lFJ色 :L OYR2/3)砂 粒少含 5 mm大小石含

E一か-4 40× 38× 33 円形 黒lPI色 iL OYR2/3)炭 化物少含

E―え-2 46× 40× 19 円形 黒褐色lL OYR2/2)砂 粒少含

E―う一 30× 28× 23 黒褐色上 OYR2/3)砂 粒含

E―う-5 30× 28× H 黒褐色上 OYR2/3)砂 粒含

P707 欠番

E―う-5 30× 22× 19 黒褐色土 OYR2/3)砂 粒少含

E―う-5 D106に 切られる 42× 42× 18 黒褐色土 10 Y R 2/3)砂粒少含 l cm以 下小石含

E―う-5 32× 30× 16 黒褐色土 10 Y R 2/3)″  5 mm大小石合

E― う-5 60× 56× 33 暗lli色 土 10 YR 3/2)パ ミス、砂粒少含 5 mm大小石含

E―う-5 58× 52× 19 方形 ? 暗褐色Jl(10 YR 3/2)パ ミス、砂粒少含 5 mm大 小石含

E― う-5 26× 20× 19 惰円形 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒少含
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遺構名 出上位置 重 機 関 係 規模 (長×短×深さ)(Cm) 形 態 出 土 遺 物 覆 土

E―え-5 32× 28× 19 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒少含 l cm以 下小石含

E―お-4 22× 22× 14 黒掲色土 (10 YR 2/3)砂 粒少含

E一お-5 28× 24× 14 黒褐色止 (10 Y R2/2)砂 粒少含

E―お-5 30× 24× 14 黒褐色上 (10 Y R2/3)砂 粒少含

E―お-5 26× 24× 15 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒少含

E―お-5 26× 26× 10 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒少含

欠番

E―う-6 20× 20× 21 暗lFJ色土 10 Y R 3/2)砂粒含

E一う-6 26× 22× 16 黒褐色二L 10 Y R 2/2)砂粒、5 mm大小石含

E―お-6 32× 28× 13 黒lUI色上 10 Y R 2/2)砂粒少含

E―お-6 40× 26× 20 楕円形 黒褐色■ (10 YR 2/2)ノ∫ミス、砂粒少合 5 mm大 小石合

P725 E―お-6 70× 50× 19 楕円形 黒7FJ色上 10 Y R 2/3)パ ミス、砂粒少含 l Cm以 下小石合

P726 E一か-6 38× 30× 20 佑円形 黒褐色上 (10 Y R 2/3)砂粒、5 mm大小石少含

E一か-6 24× 22× 12 円形 暗褐色土 (10 YR 3/3)砂 粒含

E一か-6 30× 22× 31 楕円形 暗褐色土 (10 YR 3/3)砂 粒含

E一か-6 30× 28× 20 円形 暗褐色土 (10 Y R 3/3)砂粒含

E一か-6 28× 26× 21 FI形 暗褐色土 10 Y R 3/3)砂粒含

E―か-6 22× 20× 18 暗褐色土 (10 YR 3/3)砂 粒含

E一か-7 30× 28× 22 円形 暗褐色土 10 Y R3/3)砂粒含

E一か-6 82× 76× 45 黒褐色土 OYR2/3)パ ミス少含 砂粒合 l cm以 下小石含

E一か-6 34× 32× 28 黒褐色土 (10 YR 2/2)″  5 mm大小石含

E一か-7 82× 60× 55 情円形 黒褐色上 (10 YR 2/3)パ ミス少含 砂粒含

ETう -7 30× 28× 9 黒褐色土 (10 Y R 2/3)パ ミス少含 砂粒含

E―う-7 30× 30× 14 黒褐色土 OYR2/2)砂 粒少含 l cm以 下小石含

E―う-7 46× 32× 19 惰円形 黒褐色土 OYR2/3)砂 粒含 パミス少含

E―え-7 44× 44× 16 円形 黒褐色Jニ OYR2/2)砂 粒少含 l cm以 下小石含

E―お-7 22× 22× 17 黒褐色」i OYR2/2)砂 粒少含

E―お-7 26× 24× 19 黒lFJ色上 OYR2/3)砂 粒少含

P742 3-お-7 32× 28× 35 黒褐色上 10 Y R 2/3)砂粒少含

E―お-7 36× 28× 20 情円形 黒褐色土 (10 YR 2/3)砂 粒少含

E―お-7 56× 50× 19 円形 黒褐色上 10 YR 2/3)砂粒含 l cm以 下小石多含

E―え-8 50× 26× 18 脩円形 黒lFI色土 10 YR 2/3)砂粒含 パミス少含 5 mm大小石含

E―え-8 40× 36× 41 円形 黒187色土 10 Y R 2/3)砂粒含 5 mm大小石含

E―え-8 26× 26× 55 黒褐色土 10 YR 2/2)砂粒、砂ブロック含

E―え-8 32× 32× 39 黒褐色土 10 YR 2/1)砂粒、砂ブロック含

E―え-8 50× 44× 15 黒褐色土 (10 Y R 2/1)砂粒含 l cm以 下小石含

E―え-8 32× 30× 32 黒褐色土 10 YR 2/3)砂粒含 l cm以 下小石含

E一か-8 38× 34× 25 惰円形 黒褐色土 (10 YR 2/3)ノ
'ミ

ス、砂粒少含 5 mm大 小石含

E―う-9 38× 35× 30 黒褐色Ji 10 YR 2/3)砂粒含 パミス少含 l Cm以 下小石含

E―う-9 38× 32× 10 惰円形 黒褐色土 (10 YR 2/2)砂 粒含

E―う-9 31× 26× 35 17il円 形 黒褐色ili 10 YR 2/1)砂粒少含 5 mm大小石含

P755 E―え-9 44× 38× 19 黒lUJ色 Ji 10 Y R 2/2)砂 lil含  l cm以 下小石多含

P756 E―え-9 58× 51× 47 円形 黒褐色Ji OYR2/2)砂 粒含 5 mm大 小石含

E―え-8 52× 40× 38 惰円形 黒褐色上 OYR2/2)砂 粒含 5 mm大小石含

P758 E―え-9 58× 56× 31 円形 黒褐色土 OYR2/2)砂 粒含 l cn以 下小石多含

E―え-9 52× 50× 36 円形 黒褐色土 OYR2/2)砂 粒含 l Cm以 下小石多含

E―お-9 60× 50× 22 暗欄色土 OYR3/3)ロ ーム粒子多含 5 mm大 小石含

E一か-9 35× 24× 9 楕「 1形 黒|じ色土 OYR2/3)砂 粒少含

E一か-9 P154を 切る 22× 20× 27 黒褐色土 OYR2/3)砂 粒少含

P763 E―う-10 64× 5`1× 15 不整惰11 黒褐色J: OYR2/2)砂 粒少含

E―う-10 40× 32× 13 桁円形 黒|じ色J: OYR2/1)砂 粒、砂プロック含む
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遺構名 出上位置 重 機 関 係 規模 (長×短×深さ)(Cm) 形 態 出 土 遺 物 覆 上

P765 E―う-10 P781を 切る 42× 32X39 l■H円形 黒掲色土 10 YR 2/2)砂 粒含 l Cm以 下小石含 2～ 3 Cm大小石含

P766 E―え-10 66× 56× 32 楕円形 黒褐色土 10 YR 2/2)砂 粒含 l cn以 下小石含

P767 E―お-10 68× 56× 21 楕円形 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒含 パミス少含 l Cm以 下小石合

E―お-10 20× 18× 11 円形 黒lPI色土 10 Y R 2/3)砂粒少含

E―お-10 60× 44× 26 楕円形 黒褐色土 10 Y R 2/3)砂粒含 l cm以 下小石含

F一う-1 82× 62× 40 楕円形 黒lFI色土 10 YR 2/3)砂 粒、5 mm大小石含

F―う-1 P782、 P783を切る 64× El× 47 円形 ? 黒掲色土 10 Y R 2/3)砂粒含 l cm以 下小石含

P772 F―え-1 22× 18× 23 黒褐色土 10 YR 2/2)砂 粒含

P773 欠番

F―え-1 D157を 切る 22× 20× 15 円形 黒leJ色土 10 YR 2/3)砂 粒少含

P775 F―お-2 南半調査区外 64× El× 36 楕円形 黒褐色土 10 YR 2/2)砂 粒含 5 mm大小石含

P776 F―お-1 30× 26× 14 円形 黒lFJ色 Ji 10 YR 2/3)砂 粒、砂プロック含

P777 F一か-1 30× 26× 11 円形 黒褐色上 10 YR 2/3)砂 粒、砂ブロック含

P778 F一か-1 28× 24× 11 円形 黒lFI色上 10 YR 2/3)砂 lil、 砂プロック含

P779 F一か-2 26× 18× 16 楕円形 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒少合

E―う-10 24× 22× 10 円形 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒少含

E―う-10 P765に切られる □×54× 27 楕円? 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒少含 5 mm大 小石含

F―う-1 P771に切られる □×42× 17 円形 ? 暗褐色土 10 YR 3/2)l Cm以 下小石含

P783 F―う-1 P711に切られる □×50× 15 暗褐色土 10 Y R 3/2)砂粒含

E―え-6 Hlを切る 26× 26× 28 黒褐色土 10 YR 2/2)5 mm大 小石含 砂粒少合

P785 F―き-2 76× 54× 40 楠円形 黒褐色土 10 YR 2/3)l Cm以 下小石含 砂粒、砂ブロック含

E―き-2 40× 26× 21 楕円形 黒褐色土 10 YR 2/2)パ ミス少含 砂粒少含
P787 欠番

H―い-4 50× 48× 21 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒、砂プロック少含 l Cm以 下小石含

P789 H―い-3 32× 30× 26 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒台 lc・以下小百含 まれに2～ 3 cF大の1ヽ石含

H―い-3 Hl、 P6を切る 32× 30× 34 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 ll含  l cm以下小石含 まれに2～ 3 cn大の4ヽ石台

E―え-7 32× 28× 32 黒IFI色土 10 YR 2/2)シ ルト質粒子含 地山砂含む

E―う-7 34× 24× 20 楕円形 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒含 l cn以 下小石含

E―う-7 20× 18× 11 黒褐色Jl 10 YR 2/2)砂 粒含

B―き-6 Ta 23を 切る 34× 32× 22 円形 黒褐色土 10 YR 2/2)炭 化物粒子含

E―く-5 54× 54× 21 円形 黒褐色:L 10 YR 2/3)砂 粒含 5 mm大 小石含

P796 B一か-10 38× 36× 31 円形 黒褐色土 10 YR 2/3)砂 粒含 l cm以 下小石含

欠番

A―く-8 30× 28× 16 円形 ‖音褐色上 10 YR 3/2 砂粒含

A一く-8 東側調査区外 30×□×16 黒褐色土 10 YR 2/3 砂粒少含

A―く-8 26× 24× 29 円形 黒褐色土 10 YR 2/3 砂粒、砂プロック含

A―く-8 26× 24× 25 PI形 黒褐色土 10 YR 2/3 砂粒少含

A―く-8 24× 22× 21 黒l「J色土 10 YR 2/3 砂粒、砂プロック合

A―く-8 26× 24× 19 黒褐色土 10 YR 2/3 砂粒、砂ブロック含

A―く-8 32× 22× 27 情円形 黒lEl色土 10 YR 2/3 砂粒少含

A―く-8 16× 14× 12 黒lFl色土 10 YR 2/3)砂 粒少含

A―く-7 22× 20× 14 黒lFj色土 10 YR 2/3)砂 粒少含

P807 A―く-7 24× 20× 21 黒褐色土 10 Y R 2/2)砂 lll少含

E―う-1 32× 28× 20 黒褐色土 10 YR 2/3)i cm大 小石含 砂粒含

E―あ-10 D l17を切る
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ペ 遺構名 出上位置 重複関係

規模
形態 土 遺 物 長1油方位 備 考

長径×短径×深さ(Cm)

116P Bく 10 D15を切る 290× 172× 9 ΠC5 N-7=W 礫11酎出上

Bく 9 114× 114× 20 lI A 3 礫6111出土

119P Bか 9
東側調査区外
Ta5を lJJる

250× 146× 17 IA5 土riT3 須恵
1 土鍋2 瓦質香炉1(中 世)

わらけ6 瀬戸・美濃・灰釉 (時代器種不明)
N-0

Bき 10 D14、 D15を切る 206× 191× 32 IA4 かわらけ4 須恵1 lL鍋 1 N-17=W

Bき 7 Ta llを 明る 146× 126× 52 lI B 3
かわらけ3 白磁小皿 (中国産15C)
土鍋3 凹石・判読不明銭 1

N-23=W

Bこ 8 Ta 10を 切る 101× 93× 53 IA3 N-90=W lFI平石あり

100P Bけ 8 156× 130× 21 HB3 角釘 1 N-46=E 礫4個出土

Bこ 7 186× 142× く119> ⅡB4 瓦質描鉢
1(在地13C末 ～14C前 )

須恵1 土師1 大 (頭蓋骨)
N-88=E 井戸跡

122P Bこ 7 98× 90× 58 ‖IA3 N-42=ヽ V

112P Bけ 9 P3に切られる く84>× 66× 25 IC3 N-10=W

Bけ 9 100× 60× 18 上鍋1 角釘 1 N-10=W

Bか 10 P13に 切られる 142× 124× 33 IA3 わヽらけ1 永楽通費 N-0

Bき 8 Ta 5を 切る く146>× 143× 18 IA3
いわらけ1 染村碗 (産地時代不lll)

貢恵1 土llll l
Hlと須恵四耳壷接合

Bき 10 D4に切られる 266× く193>× 24 IB5 N-30=E

Bく 10
Dl、 D4、 D14に
切られる

319× 162× 15 IC5 N-78=E

Bき 10 P63に 切られる 102× 76× 12 II B 3 いわらけ1 馬 (大腿偶
.) N-12=E 礫4111出上

100P Bき 9 96× 75× 20 II B 3 I二負島2 N-80生 E

108P Bこ 8 Ta 10に 切られる 134× 104× 62 1l B 3 いわらけ1 土鍋1 N-26=W

Bく 7 Ta 15を 切る 196× 122× 42 lC4
かわらけ3 Ji鍋 3 瓦質橘鉢 (在地13C
木～14C前 )上師1 須恵1 角釘 1

N… 18=W

D20 Bけ 6 D33を切る 114× 108× 32 IA3 聖宋元費1 
かわらけ1 天臓通賓 1

皇宋irl費 1
N-25=W

108P Bけ 5 D22を 切る 116× 82× 48 ΠB3 N-54=E

Bけ 5
D21、 P104、 P14(

に切られる
くHO>× 86× 12 IB3 N-17=E

Bけ 6 96× 92× 25 HA3 称生 1 須恵 1 N-90°

3こ 4 P194に 17」 られる 166× 88× 42 IC3 ねじ釘1(検出)か わらけ1 土鍋 1
(ハマグリ)

N-0

Bけ 5
D30を切る Talと
D26に 9Jられる

184× 173× 27

彗l_r小‖l日はげ(中 [1産 13C後 ～卜lC前 )i争磁碗

1弁文 (龍泉窯13C後 ～14C前 )青 lir鉢 (龍泉
14C木 ～15C前 )かわらけl ttEl

N-17=W

Bけ 5 P249に 切られる 254× 90× 18 lD5 N-0

Bき 9
D28を 切る Ta5に
切られる

140×く101>× 24 N-11=E

108P Bき 9 D27に 切られる 96× 72× 46 lI B 3 lll釘 1 N-22=W

Bけ 5 124× 96× 36 N… 80=E

第10表 観音堂遺跡土坑一覧表(1)
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遺構名 出上位置 重機関係

規模
形態 土 物 長ll方位 考

長径×短径X深さ(Cm)

D30 Bく 4 D25に切られる 81× く67>× 22 IB2 かわらけ1

Bけ 4 D83を切る 146× 122× 16
青磁碗 (中国産中世)須恵1 判読不明J
l牛 (歯 )

N-38=W

Bき 4 D41を切る 130× 84× 16 須恵2 止1茶椀系捏鉢 (13C)か わらけ N-10=W

Bけ 5
D20、 P98に切られ
る

く140>× 88× 21 lC4 N-37=W

Bく 4
撹乱によリー部破壊
される

216× 160× 57

青磁蓮弁文小鉢(龍泉窯13C後 ～140前 )青磁迪
弁文碗 (″ 13C)須恵l 古瀬戸灰rllお ろし側1(1
C後 )

N-90鷺W P67古瀬戸おろし1皿と
接合

Bく 4 120× 92× 24 土鍋土版 獣骨 N-5=W

Bく 3 Ta 17を 切る 122× H3× 37 いわらけ4 角釘3 飾り鋲 2 N-90°

Bき 10
撹乱によリー部FFt壊さォ
る
D38を切る

244× 134× 22
青磁蓮弁文碗(龍泉窯13C)角釘 l l明 道
元賓1 かわらけ5 須恵 1

N-76=E 礫14個出上

Cき 1 D37に切られる く155>× H6× 24 N-0

Cき 1
南側調査区外 P
150に 切られる

116× 107× 19 N-45=W

90P Bく 2 P149に 切られる 128× 119× 20 IA3 N-52=W

H9P Bき 4 D45を切る 245× く146>× 21 lA5

100P Bく 2 140× 114× 30 II B 3
貝 (タニシ、ウミニナ、アワビ、アカニシ)
タイ (前顎)土鍋1 茶臼 1

N-50=E 礫5個出土

Cく 1 89× 70× 15 II B 2 N-60=E

D44 Bき 4 東側調査区外 125× く60>× 31
1l A 3

(?)

H9P Bき 3 D41に切られる く149>×く116>× 20 元祐疑賓1 古瀬戸 灰釉 おろし皿(14C後半

Bく 3 116× 107× 24 ΠA3 かわらけ3 土鍋2 須恵 1 N-60=E

120P Bき 3 P237に明られる く116>× く36>× 21

Bき 2 く110>× 104× 30 かわらけ1 宋通元賓1 瀬戸.美濃服1(近世) N-46=E 礫7個出土

D綸 Bき 8 Ta 14に 切られる 88× 70× 24 N-18=E

100P Bく 7 Ta 12に 切られる く100>× 84× 10 N… 37短 W

Bこ 8 Ta 10に 切られる 66× 58× 36 N-44=W

D52 Bこ 6 P271に切られる 84× 81× 32 II A 2 N-61=E

118× 110× 31 ΠA3 N-56生W

122P Eく 5 1ヽ1に切られる く160>× 86× 50 HI C 3 N-25笙 W

Bく 2 D56を切る 140× 137× 51 :A3 上鍋2 幽石・員 (ア カニシ) N-63=W 礫多量出土

100P Bく 2
D55と P384に 切ら
オtる

128× く99>× 17 ‖33 N-89 L E

Bく 2 112× 92× 27 IB3 灘2(中 世)犬 (頭骨) N-79=E 葉多量出土

Bけ 3 T a 18を切る 104× 99× 18 N-85=E

第10表 観音堂遺跡土坑一覧表(2)
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第10表 観音堂遺跡土坑一覧表(3)
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ン

掲

ペ 遺構名 出上位置 重複関係
規模

形態 土 遺 物 長彙1方位 備 考
長径×短径×深さ(Cm)

Bく 3 Ta 18、 Ta 19を 切る 130× H4× 14 IB3 N… 28=W

118× 84× 58 IB3 N-15=W 礫1個出土

Bけ 7 130× 96× 50 IB3 N-84=W

Bけ 3 Ta 18を 切る 172× 126× 21 いわらけ1 磨石 ネズミ (下顎) N-64=E

D64を切る く113>× <33>× 54

119P D63に 切られる く78>× く75>× 33 I? 山茶擁系捏鉢 (13C)か
わらけ3

貝 (タニシ・アカニシ)

P339、 P340、 P341

P342に 切られる
124× 116× 15 lA3 N-18=W

100P Bけ 2 128× 90× 25 ⅡB3 昭聖元賓1 魚骨 N-57=W 礫1個出土

Bこ 4 92× 70× 21 lB3 古瀬戸灰承1お ろし1■ (140後半)員 (ア ワビ、クロアワビ)角釘1 嘉祐元貨 1
N-8=W 灰釉おろし皿はD45、 D34、

D67と 同個体

58P Bこ 3 Ta 21を 切る 78× 66× 15 ll B 2
人頭骨 開元通賓 1 ,熙寧元賓 1
紹聖元賞 1

N… 17=W 土渡墓

Bこ 2
撹乱によリー部破壊
される

く116>× 60× 55 N-77=E

102P Bこ 2 155× 110× 21 II B 3
圭地不祥 (191万里?)青磁蓋 (近世)
わツ)らけ4

N-78=E

117P Bこ 2
Ta 21、 D69に切られ
る

く179>× 150× 72 1l B 4 N-76=E

D72 Bこ 3 172× 110× 48 IC4 N-85 L E

Bけ 3 84× 60× 49 N-89=E

Aけ 10 172× 92× 27 羊符元費1 土鍋3 貝 (ハマグリ) N-11=lll

72× 70× 21 lA2 N-0

D76 176× 96× 52 IC4 N-10=W

Aけ 9
D l19を切る
P419に 切られる

146× 116× 44
聰茶椀系狙鉢 (13C) N-62=E

Aけ 8 D94を切る 92× 84× 38
蜘茶l・A系担鉢 (13C)
兄質橘鉢 (在地13C末～14C前 ).角釘1

N-8=W

Bく 6 91× 90× 15 lA3 土師 1 N-0

Aけ 8 P420に 切られる 344× 340× く100> HA5
)ヽ わらけ8 瓦lrt揺鉢1(在地13C末～1l C前 )
貢恵l 上鍋2 瀬戸・美濃自磁皿 (19C以降)Л
(ア カニシ).獣骨・硯l.磨石・角釘 1

N-72=W 井戸跡

D82に明られる 70× 54× 21 II B 2 獣骨 N-13=W

D81を切る 106× 87× 30 II B 3 N-78=W

Ta 19を 切りD31に
切られる

194× 80× 30 貝 (ハマグリ) N-85=W

120P Aく 7 P141に 明られる く120>×く70>× 60 かわらけ2 土鍋 1

Dあ 10 119× 119× 51 IA3

H2P Dい 10 114× 70× 59 IC3 N-71=E

Dい 10 182× 104× 67 iC4 1茶椀系11鉢 (13C)・ 貝 (ア
カニシ)青磁蓮弁政

施(130)かわらけ3 土鍋l Ш石 当t骨 N-37=W
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ペ 遺構名 出上位置 重機関係

規模
形態 土 遺 物 長411方位 考

長径×短径×深さ(Cm)

Dあ 10 101× 99× 21 N-10°一W

上部撹乱により破壊 く176〉 X<110〉×く45> IC4 (ア カニシ) N-80°一E

134× 78× 42 IC3 角釘 元祐通費 1 N-70°一E

Eい 1 124× 99× 9 IC3 N-58°一E

Eい 1 P93を切る 104× 94× 18 N-90°

72P Elヽ 2 D92に 明られる 184× 140× 17 IC4 失滓 1 N-1° 一W

108P Aけ 8 D78に 切られる く87>× 64× 54 II B 3 N-85°一E

P Eい 2 P505に 切られる 217× 138× 55 N-53・―W

P Eし 2ヽ 126× 78× 28 IC3 N-58°一E

108P Eけ 5
Ml、 P795に切られ
る

く168〉×く130>X57 1l B 3 N-79°一W

Eあ 3 104× 52× 26 ID3 N-10°一lli

Eう 3 P510を切る 130× 114× 51 lI A 3 N-38°一W

Eう 3 P511を 切る 81× 74× 50 lI A 2 N-80°一E

102P Etヽ 3 96× 72× 30 HB3 称生 1 N-34°一E

122P Etヽ 3 134× 46× 71 IC3 頼戸
,美濃青磁小碗(19C)か わらけ1

FL l
N-81・―E

112P Etヽ 4 Ta 24を 切る 104× 68× 72 II C 3 N-17・―E

Etヽ 4 P38に切られる 112× 86× 20 N-40°一W

Eう 4 110× 106× 76 II A 3 N-11・―E 礫1個出土

Eう 5 104× 96× 52 ⅡA3

Eう 6 292× 270× く161> HA5 角釘1 須恵5 土師 2 N-78・―E 井戸勘i

102P Eう 5 134× 106× 30 IB3 Ft質揺鉢 (在地13C～ 14C前 ) N-75°一lll

112P Etヽ 4 130× 72× 23 IC3 N-16・―lll 礫1個出土

112P Etヽ 5 162× 86× 42 HC3 N-39°一lll

112P Aこ 9 98× 60× 58 II C 3 N-85°一ll 際11固出Jl

102P Eあ 6 116× 96× 32 II B 3 N-37。一W

Eい 7 92× 82× 19 II A 2 N-66°一E 礫7個出土

Eい 8 P597に 切られる 130× 122× 15 N-76°一E

Eあ 9 Ta 26を 切る 110× 78× 205 N-70°一W

99× 98× 21 IA3

第10表 観音堂遺跡土坑一覧表(4)
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第10表 観音堂遺跡土坑一覧表(5)

載

ジ

掲

ペ
遺構名 出上位置 重複関係

規模
形態 出 土  遺  物 長軸方位 備 考

長径×短径×深さ(Cm)

108P Eあ 10
P620,P809に 9Jら
れる

162× 134× 51 1l B 3 貝 (タ ニシ,アカニシ)須恵2 N-82°一E

122P D l18 Eい 9 114× 60× 46 ul C 3 N-50°一W

100P Aけ 9
D77・ P417に 切られ

る
149× く122>× 21 IB3 かわらけ1 N-17・―E 礫9個出上

Eい 10 146× 56× 21 N-3・―W

Eう 10 105× 67× 28
骨ヽ、開元通費 1、 聖宋元賓、至道元賓 1

享化元賓 1、 判読不明銭 1
N-25°一W 土坂墓

南半城区域外 291X<152>Xく 149〉 II A 5
いわらけl 青磁蓮弁文碗 (13C後～1l C前)土
顧9 須志l 青鋼製煙管l 鉄滓2

井戸跡

120P M2に切られる く100>×く98>× 70 lI A 3

108P 100× 75× 46 IB3 N-85°一E

Eか 1 150× 88× 31 N… 20°一W

Dか 10 北側調査IX城外 101× く93>× 39 HA3

Dき 10 P652に 切られる 81× 81× 75 土器 1

112P Eか 1 118× 64× 22 IC3 N-63°一E

102P Eお 1 150× 112× 25 lI B 3 N-51°一W

102P P674に 切られる 134× 116× 27 ‖B3 N-37°一E

164× 92× 36 IC3 N-90°

Eお 2 P675を 切る 87× 81× 24 HA2 N-65°一W 礫31日出土

112P P639に 切られる 120× 70× 15 HC3 N… 39°一W

102P P638に 切られる 98× 76× 23 N-55°一W

80× 70× 27 N-82°一W 礫1個出土

102P Eう 2 128× 93× 30 N-81°一W

102P 96× 72× 27 ‖B3 N― H・―W

88× 70× 28 IB2 N-41・―W 礫1個出土

102P 130× 108× 32 HB3 N… 37°一E

112P Eえ 3 122× 72× 13 li C 3 N-41‐一W

D142を 切る P684
に明られる

101× 104× 27 lI A 3

P
D141・ P684'P686
に切らオじる

192× 118× 43 N-73°一W

108P Eお 3 104× 94× 35 ‖33 N-2・―W

112P Eお 4 128× 84× 27 HC3 N-79°一W

117P Eか 2 P678に 切られる 196× 100× 36 N-25°一E
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ペ 遺構名 出上位置 重複関係
Ijl模

形態 遺 物 長軸方位 備 考
長径×短径×深さ(Cm)

112P 98× 58× 44 N-0

108P D147 Eお 5 104× 76× 49 N-0

Eえ 6 90× 90× 42

112P Eか 7 146× 80× 62 N-38・―W

Eお 9 102× 84× 46 (ア カニシ)須恵2 鉄滓3 N-13°一W 礫多量出上

Eえ 9 87× 72× 17 N-68°一lll

Eう 9 132× 126× 36 語祐元費 1 N-72°一E

Eう 10 134× 125× 56 II A 3 貢恵 1 N-82°一E

102P Eか 9 P762に 切られる 118× 84× 32 II B 3 N-71・―E

Eえ 10 104× 99× 18

90× 90× 12 II A 2

P774に切られる 88× 72× 8 HB2 N-41・―W 礫2個出土

Bけ 10 P37に 切られる 57× 48× 32
開元通費 1、 熙寧元賓 3、 元豊通貨 1、 政和
通賓 1、 人骨

N-20°一W 〔L渡墓

120P Aく 9 東側調査区域夕I 90×く32>× 21 II?

D160 Aこ 9 86× 80× 10 lA2 N-10‐―E

Dあ 9 70× 60× 12 ⅡB2 N-20°一 Vヽ

D162 Eう 9 62× 52× 13 1l B 2
祥待元賓 1、 政和通費 1、 天聖元賓 1、 景饗
元賓 1、 皇宋通費 1、 元豊通費 1

N-0

88× 80× 15 ‖A2 N-0

80× 72× 12 1l A 2 N-80°一E

102P Eく 8 114× 84× 27 lI B 3 N-75°一W

Eい 10 74× 68× 16 lA2 N-28°一W 際1個出土

Aこ 9 70× 64× 24 II A 2 N-10°一E

114× 50× 9 ID3 N-21・―E

Eお 5 80× 62× 13 IB2 貝 (ア カニシ) N-5・ ―E

108P Eう 5 D105に 切られる 100× 80× 20 HB3 N-0

第10表 観音堂遺跡土坑一覧表(6)
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第11表  観音堂遺跡竪穴住居址・竪穴建物跡・竪穴状遺構一覧表

載
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掲

ベ
遺構名 出上位置 重li関係

規模
形態 土 遺 物 長軸方位 備 考

長径×短径×深さ(Cm)

Hl

Eえ 6

Eえ 7

Eう 6

Eう 7

304× 304× 9～ 23 隅丸方形 土師 須恵 磨石 N-5‐―W

Bく 5 D25・ Ta7・ Ta8を明る 228× 132× 21～ 38 長方形
ス漁1碗  皇宋通費l 半1読不llll銭 2 瓦質描鉢 lF五地l
3木～‖C前)硯  貝 (ハマグリ) N-14‐―W

Ta 3.Ta 4・ Ta 13
.Ta 16を切る

264× 276× 25～ 45 方形 N-11・一W

Bく 10 Ta 2に切られる 264× 252× H～ 20 方形 石鏃1 瓦質火鉢 (中 世後半以降) N― ― lll

Cけ 1
Ta2 P51に 切られる
Ta13 Ta16を 切る 292× 188× 4～ 18 長方形 かわらけ1 N-20°一W

3か 9
Ta 11・ D27を 切る
D3 D13に 切られる 360× 336× 10～ 28 方形

チ万里染付碗1 瀬戸・美濃1皿 1(19C)黒
曜石 角釘2 元lll通費 貝 (ハマグリ)

N-11・―W

Bき 6 Ta 15を 切る 228× 272× 9～ 28
不1者

長方形

古
tliFl灰
擁平碗 (150)|1茶碗系捜鉢2(13C)青 磁

暁 (中国産)常滑甕 (中世)カツ)ら け1 角釘3
N-105° 一

Bく 5
Ta 8・ 9を明る

Talに切られる
248× 364× 0～ 41 長方形

古瀬戸 Jl子 (中 世)貝 (ク ロアワビ・ハマグリ)古
瀬戸灰Tl瓶類 (140～ 15C)か わらけ2 角釘2「捐7L
通費2 明道元賓l ,享化元賓l ttrl元 費l 皇宋灘賓l
O寧元費l 元祐通費l 元〇〇賓l 聖宋元費3 "1

武通費2

N-92°一W

Ta l・ Ta7に 切られる
く64>× く42>

×22～ 26
不明

Bき 4
撹舌tに一部Fll壊される
・
「a7.Ta8に 切られる

)88× <160>× 7～ 2( 長方形 ? N-98°一W

Bこ 7
D6に 明られD18.D
51を切る

380× 140× 68～ 108
隅丸

長方形
馬 (歯 ) N-11・―W

Bき 6
束1薔調査区域外

Ta6 D5に切られる
Ta 12を lJJる

,84×く296>
×40～ 68

方形 ?

青磁蓮弁文碗(龍泉窯15C後 半)″ 玉緑碗(中国13C)
青磁碗 (中 [l150～ 16C)瓦賃lFi鉢 (在地13C木～14
C前)常滑甕 ('1111)1li瀬 戸灰釉瓶瓢 中世)]1日
硯卜角釘l・ カツ)ら け 土緊

N― ―W

Bき 7
Ta Hに 切られる

D50を 切る

420×く256>
×26～ 51 長方形

占瀬戸灰釉鉢 (15C後半)1:瀬 戸天日茶椀 (15C前 )

古瀬戸瓶子 (中 世)羽目 瓦質ll鉢 (在地13C沐
～14 Cil)打釜 磨石 員 (ハ マグリ)大 (由 )
大 (顎 )

N-14°一W

Bけ 10
Ta 2・ Ta 4に 切られる

Ta 16を 切る
296× 192× 2～ 38 長方形 角釘 1 N-110° 一

Bき 8
Ta 5'D27に 切られる

D49を 切る
400× 236× 3～ 14 長方形 1]口  砥石 角釘2 N-90°

P158・ P160・ P161'P162

P163に切られる

Bく 6 Ta 6・ D19に 切られる 276× 348× 4～ 43 長方形 JI茶椀系捏鉢 (13C前半)緑泥片岩 N-103° 一

Ta 16 Bけ 10
Ta2・ Ta4・ Ta 13に

切られる
168× 148× 4～ H N-15・―W

3く 3
245に lJlら オlる

372× 212× 2～ 17
隅九

長方形
青磁碗 (龍泉窯系11世 )角釘 1 N-9°一lli

Ta 18 Bけ 3
D58 Dr19.D62に切ら
れる Ta 19を切る

316× 280× 2～ 14 長方形 瓦質摘鉢 (在地13C末～14C)磨石 N-14・一 Vヽ

83 Ta18に切られる
256× 364× 0～ 19 長方形 山茶腕系捏鉢 (13C)至 道元賓1 割れ銭 1 N-105° 一

Ta20 Bく 1 れる 400× 168× 21～ 38 長方形 員 (ア カニシ、ハマグリ)獣骨 N-5°一 Vヽ

Bこ 2
P351に 切らオtる  D68に Jlら

れる D71を blる
260× 108× 14～ 27 長方形

犠戸・美濃灰釉蓋 (近世)古瀬戸鉢 (14C
～15C前 )世 I石 大 (下顎) N-12・―W

Ta22 Bこ 5 208× 244× 77～ 88 長方形 角釘1 皇宋通費 N-96'一W

Bき 6
東側lll査区域外
Ta Hに 切られる

く456>× く88>× 48 不明 N-10・―W

Eい 4
lil l、 撹舌Lに lllt壊されるD
103に Ulら れる

く488>× 110× 0～

59

脚1丸
長方形

占瀬戸緑Tll小搬1(14C後～15C前 )玉緑青破
随 (15C前 )角釘3 かわらけ1

N-15・―lli

Eい 6 144× 192× 10～ 20 長方形 N-100・ 一

Ta26 Eあ 9 D l15に 明られる 394× 408× 4～ 21 方形 彗磁小皿 (中匡115C)lil釘 2 かわらけ2 N-98・―W

Eえ 6 160× 180× 24～ 47 絆1丸方形
lL質描鉢(在地13C'(～ 1l C力 1)1 `鴨 (ill)
獣骨

N-95・一 Vヽ
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V章 総第
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観音堂遺跡全測図 (1:400)第84図
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平安時代

同期と認められる遺構はHl号住居跡のみである。南西にある上の城遺跡からは奈良～平安の竪

穴住居跡が34棟検出されているがその集落の西端にあたるであろうか。出土土器は、軟質須恵器杯

と椀、内面黒色処理された土師器杯と椀、口縁部形態「コ」字形の武蔵甕である。肩部に孔のあか

ない紐を4つ もつであろう四耳壺がある。墨書土器の多い時期であるが本住居からも「工」の字が

出ている。これらより、9世紀中頃の時期設定ができようかと思う。この時期の竪穴住居跡は一辺 4

～6m規模が一般的であり (注 3)、 3m方形規模のものは少例である。カマドの袖は石を芯材に粘

土を貼り、武蔵甕を重ねて煙道としたのか多くの武蔵甕が出土した。

中世の遺構

竪穴建物跡

Ta5・ Ta7・ Ta8,Ta10・ Tall・ Ta12・ Ta13・ Ta15・ Ta18。 Ta19・ Ta23・ Ta26

… … … … 12棟ある。

。 いずれも壁際に柱穴を持ち、上屋を想定できる竪穴である。

・ 規模は一辺が 3mを越えるものである。

・ Tallでは炭化材が残り、針葉樹のマツ。モミが構築材として、屋根材にはカヤが使用された

ことが半J明 している。 (パ リノ・サーヴェイ社の鑑定)Ta 5と Ta26・ Tall方形・火床が床面にあ

る(Ta11の形態は未確認。)な ど、そこで居住な

いし作業した可能性が考えられる竪穴である。

Ta 7・ Ta15。 Ta18・ Ta19 響ミリケ形 、 Talo・ Ta12

は超長方形態である。これらも薄い貼り床なが

ら床面があり、踏み固められたようすがある。

竪穴状遺構

Ta l ・Ta 2 ・Ta 3 ・Ta 4 ・Ta 6 ・Ta 9 ・

Ta13・ Ta14・ Ta16・ Ta17・ Ta20。 Ta21・

Ta22・ Ta24・ Ta25・ Ta27

・・・・・・・16棟である。

・いずれも規員」的な柱穴は持たない、

・規模が一辺 2m前後以上を測る。

・ほぼ平坦な底面を持っているが貼り床さ

れ ないものも多い。

竪穴建物跡・竪穴状遺構全体図
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※発掘調査では遺構名を曖味な観点で呼称したため報告書作成中に竪穴状遺構とかわらない土坑の

一群があることに気づいた。 (混乱するので名称の変更はしない。)土坑分類の長軸170cm以上の

方形土坑である。 IA4-D4・ D25、 IB5-D14、 IC5-D15、 調査区域外で全容のつかめ

ないD3・ D41・ D45の 7棟も同様の遺構である。

合わせて23棟は上屋 。居住性ということでは確証を欠くが、土坑という範疇の中では共通の性格

を持つ一群の竪穴であるので竪穴状遺構とした。正方形に近いTa2・ Ta3・ Ta 4・ Ta6・ Ta16・

Ta27・ D4・ D14・ D3・ D41、 長方形の Ta 9。 Ta13・ Ta14・ Ta16・ Ta17・ Ta22・ Ta25。 D15、

超長方形の Ta l・ Ta20。 Ta21・ Ta24の 3形態がある。

竪穴建物跡の性格については、その居住性をめぐって様々な指摘がなされている。ここで竪穴建

物跡としたものは居住した可能性があり、竪穴状遺構は倉庫というより貯蔵庫としての機能が考え

られるものと思う。

この竪穴群は遺跡の東側に南北に連なっており密集している。江戸時代の甲州街道が現在も遺跡

の東30mほ どを遺跡の東西境と同一方向に通っており、竪穴群も並行している。中世においても近

世から現代と同様な屋並みがあったと言える。

井戸跡

4基の井戸が確認された。規模は崩壊していることを考え、小さい値でみると径142・ 270・ 290・

340cmと 様々である。井戸枠は検出されていないが、D80は石が投げ込まれており径120cmの 円形範

囲内であることから同程度の井戸枠が想定される。D8も 下部の径は110cmを 測り、井戸枠の規模

であろう。検出面から100cmほ ど掘ると湧水してくる。底面については湧水のため掘ってない。

土墳墓

D68は 幼児骨、D121は熟年の男性で直葬である。両者ともに渡来銭が副葬してあり、聖宗元宝 (初

鋳年1101年 )、紹聖元宝 (初鋳年1094年 )以降であることは確かである。D158は径60cm未満の小ピッ

トであるが、渡来銭と骨 (小破片骨で人骨か判別不可能)、厚さ511111の 板状の3× 4 cmの 本材片 (樹
‐
種

不明)を伴出している。人か獣骨かは解らないが箱に入れて埋めたのであろう埋葬施設である。

土坑

170基を土坑とし、その中から丼戸跡、土墳墓、竪穴状遺構と同質なものを除くと、155基の土坑を形

態と大きさで分類してみた。

方形基調の土坑は41基 と26%にすぎない。また一辺が90cm以 下の方形基調の土坑は見あたらない。

I A3(正方形)と I B3・ I C3(長方形)の一部の土坑 (第 39図で水色表示)はいずれも竪穴建物跡より

新しく、灰・炭化物・礫を多く含むものがある。D55は礫が多く投棄されたような状態で検出され、深

いことなど井戸の廃棄状態と類似することから、桶状のものに水が貯められていたのではないかと

推測される。I B3。 4、 IC4の規模が大きく長方形になリテラスを持って深い土坑 (第39図で黄色に
―-186-―



表示)の一群、IC3の長方形で深い一群、ID4・ 5の 2つの土坑の性格は判然しないが中世の遺物

を出土しており、「室」として貯蔵等に利用したものか。ID3は土墳墓と規模形態が類似しており、

同様の性格が推測される。方形基調の土坑は竪穴建物跡と重なって分布しており、生活に密着した穴

であったようである。

円形基調の土坑は小規模の65cm未満のものはビットとして扱い、ⅡA2・ ⅡB2か ら分類した。Ⅱ

A2・ ⅡB2の差はなく、遺物にも特徴はない。D127は土器片1を出土しており(写真391参照)こ の土

器の年代がわからないが近い時期のもので中世ではない。またⅡB3の土坑では、アワビやおろし皿、

礫を多出する土坑や覆土に灰・炭化物・礫を含む土坑など特徴がある土坑が多い。

□‖A2□ ‖B2□‖C3
‖A3□‖B3□‖C4

出
Ｄ２７漸『Ｏ

〔ＯＤ‐２７一　　^
νＤ‐ｏ８　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　棚　増

［
『
Ｄ５４　
　
　
　
　
　
θ
Ｄ‐６５　
　
　
　
　
日
圏
一〇

◎
Ｄ‐２

61秘 :

第85図  観音堂遺跡円形基調土坑分布図 (1:400)
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単独ピット

単独ピットは7914固検出されたが、数の多さと不規則なため

建物跡として組み合わせることができなかった。多数の遺構

の重複で壊されたピットもあり全容はつかめないものの、B

け4グ リットにおいて棟行き560cm(3間 )×梁行き510cm(3

間)の方形に1棟組むことができた。ピットの密集度からも何

らかの建物が想定され、この規模の建物では観音堂地名のお

堂の建物跡の可能性もあり得ると推測する。 観音堂遺跡掘立柱建物址

溝状遺構

Mlは東西方向で西傾斜し、50～ 60cm大の礫も含む。遺物に近代陶磁器もあるが部分的に混入した

ものと思われる。M2は大半の遺構が調査区の東側に集中する中で遺構が途切れ、その西側にある溝

状遺構である。標高からみても谷に当たる地点であり、北西の低地に向かって、北傾斜の溝である。多

数の大小の礫がまとまって出土しており、礫の中には五輪塔の火・水。地輪が混じつていた。ウマ・

イヌの骨があり、ウマは解体痕があり埋葬されたものではなく投棄されたと思われる。M3はM2

よりに西にずれるが南北方向の溝である。黒褐色土が締まっていることから、道の可能性もあるか

と思う。底面の高低は調査区では差がない。

中世遺物

かわらけ

観音堂遺跡のかわらけ (土師質土器・土師質皿などの言い方もなされる。)についてみると、いずれ

もロクロ成形で底部には糸切り痕を残し、比較的厚手のものである。形態は3形態に分けられ、

I群 底径に比して口径の大きい杯器形 (A)に近く比較的薄手、見込みに押圧痕があり、胎土も

極細かいもの。

Ⅱ群 口径と底径の差がなく皿器形 (B)で、体部が肥厚した底部から内湾気味に立ち上がり、端

部で外反させるもの。

Ⅲ群 体部が底部から直線的に立ち上がり外反するもの。杯形 (A)。皿形 (B)両者あるが皿形が

多い。

服部氏の編年 (注4)で はⅢ類の器形を15C後半から16C末 に位置づけている。Ⅲ類13のかわらけが

15Cの玉縁青磁碗伴出しており、ほぼ一致している。また、Ⅱ類とⅢ類は同じ遺構で出土しており、時

間差は判然としない。 I類は服部氏編年の一段階前の14世紀中葉から15世紀前半のものと類似して

いる。従って観音堂のかわらけは14C中頃から15C頃の所産とみられる。

―-188-一



-l-#rl-^'#, (E'rEIz. B.- 14. 4cm) #fl tto.2*7t.2cn) /1ヽ 型  (口径 70～ 9.4cm)

:A

4   【iIII11三二IIEllチチ21

回       [r二〔〔

`i5     

民
ξ[IIII]]IIIII:;多 ζ7

HB

||IA

B

0＼ ___I‐′8

辰
[][]II][:II[Zフ 19                    1

＼
(〔
::::::::]il.===三三三〔チ41

■ l_グ″＼、_生=`t3
観音堂遺跡かわらけ分類図 (1:4) (数字は第 3表観音堂遺跡出土かわらけ観察表 )

陶磁器

中世の陶磁器は68点 出土している。中国陶磁器で白磁小皿3点 (13C・ 15C)、 青磁碗16点 (13C

～15C前半)、 青磁鉢・小鉢各1点 (13C後半。15C前半)、 国産では古瀬戸の灰釉瓶類6点 (13C・ 14

C～ 15C)、 灰釉鉢3点 (14C後半・15C後半)、 灰釉卸Illl(14C後半)、 灰釉平椀1点 (15C)、 天目

茶椀2点 (15C)、 山茶椀系捏鉢13点 (13C)、 常滑甕3点 (中世)、 瓦質橘鉢11点 (13C末 ～14C前

半)、 瓦質火鉢2点・瓦質香炉1点 (中世)と いう内訳になる。13世紀と14世紀後半から15世紀前半に

まとまっており、16世紀代のものを含んでいない。

土鍋

土鍋 (内耳鍋・内耳土器とも言われる。)実測固体は 1点のみである。底部から直立した体部が内稜

を持って内湾気味に外傾する国縁を持っている。野村編年 (注5)で述べている「 I類は口辺部を強

く「く」字状に外反させるもので、口辺内面は凹凸が少なく直線的に開く」ものと同器形である。

これは15世紀前半の使用が考えられるとしている。本遺跡の土鍋も15世紀という年代が相当しよう。

ところで中世焼き物組成グラフに示したが、かわらけの破片の数え方が観音堂遺跡は小砕片まで

入れてあるので他の遺跡より多くなっていると思われるが、常滑の量を除いて、前藤部遺跡 (注6)・

大井城跡 (注7)と 類似した組.成 となっている。前藤部遺跡は13～ 14世紀前半と15世紀中頃の資料が

中心で本遺跡に近い時期である。大井城跡は中国陶磁器は14～ 15世紀代、国産品は16世紀代のもの
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が多い。金井城跡 (注8)は 15～ 16世紀が中心で16世紀中頃の限られた時期の城郭としている。

では金井城が、煮沸具である土鍋 (内耳鍋)が多く遺跡の性格に差違があるものと思われる。

瓦賣製品 (14、 dr*&fi (13" .s.4%)

な音堂遭跡 (240点 )
古灌戸 (16、 6.7%

鷲 櫨(18、 7.50/6)―¬

白 磁 (3、 1.3%)
常 滑 (3、 1.3%)

白 磁 (3、 1.7%) 土師質橿鑢 (2、 1.2%)

須恵質製品 (5、 2.8% xF*tt (1 . 0.6%)
r* t{{ (1.0.6%)山茶椀 (6、 3.4%)

磁 (18、 3%)
中灘メ||(16、 2%)

金井城跡 (2,673点 )

その他 (15、 0.5%)

構白磁 (24、 0,9%)

金井城跡の点数は竪穴建物跡・土坑 。堀 `構の合計数値 かわらけ (241、  9.00/0)

第86図 中世遺跡別焼物組成グラフ

金属製品 0羽園・鉄滓

鉄製品は鉄製の角釘42点、飾鋲 2点、刀子 2点がある。煙管は青銅製 1点がある。

また羽口が 5点 と鉄滓が出土しており、鍛冶が行われたようである。

石製品

中世の石製品には軽石製のミニチュア凹石、凹石 4点、硯 3点、磨石 7点、茶自下自の受けlll11点、

粉挽き臼下臼1点、五輪塔11点である。粉挽き臼は六分画で長野県に分布しているものである。(注

9)粉挽き臼は中世では貴重なもので、「粉挽き臼がひろく普及するに至るのは江戸時代も中期以降

のことであろうと従来考えられてきた。」とある。大井城跡では39点。金井城跡45点 (注 8)の粉挽

き臼が出土している。城郭等では16世紀頃に出上している例が他でも報告されている。観音堂遺跡

の1点の出土は本遺跡の時期がやや早いのと遺跡の性格により出土が少ないものと推測される。ま

して茶臼は貴重な自であったようである。

その他

調査では多くの員類が出土し、内陸の地佐久において、海生の貝類が多くみられた。アカニシは

巻き貝だが中世では食用にされたらしく中世鎌倉の調査でも多く出土している。またアワビは中世

においては高級贈答品とされ需要が供給を上まわっていたという。(註 10)ま たアヮビの貝殻自体も

前鱚部ilp麟 (175点 )

閉
拗
”

０
．
０

０

炉

滑

り

書

常

古

(701点 )
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螺錮細工の原料である。貝殻だけ搬入した可能性もあるが、中世の流動性のあるようすが示された。

またタイなども食され、M2号溝状遺構からは解体痕のあるウマの骨が出土しており、やはり食用

にされたようだ。またイヌと中世との関連 (大追物で大を使用)を指摘する見解もあるが (註 11)、

本遺跡で多くの大の骨がみられることも中世の遺跡のためであろうか。

まとめ

観音堂遺跡の遺構の年代を遺物でみると

Itt Ta15。 Ta19・ Ta20。 D8。 D78(13C末～14C前半)東海系捏鉢、瓦質橘鉢のみを出土。

Ⅱ期 Ta21・ Ta24・ Ta26・ D15(15C前半以降)かわらけⅡ類、古瀬戸・青磁が15世紀前半の時代。

Ⅲ期 Ta4・ Ta 7・ Tall・ Ta22・ D8井戸跡 。D4・ D12,D32・ D36(15C後半以降)Ⅲ 類のか

わらけ、15世紀後半の陶磁を出土する。遺物がないため時代を推定できない遺構が多いがおおよそ

この 3期の遺構と推定される。近世末～近代の陶磁器が一部に混入したり、明らかに攪乱の中から

出上している。中には (D l18な ど)近世から近代の土坑もあろうが、遺物が近世末～近代にとん

でしまうことから、中世末16世紀の遺物はなくこの遺跡は14世紀後半から15世紀にかけて存続し、

近世末まで途絶えていたようである。また、遺跡の性格については、岩村田宿 (宿の景観は街道・

町屋・河原・辻堂・市場だという (註 12))の 一角であろうと思われる。すぐ東に江戸時代の甲州街

道の前者の道が想定され (遺構の軸が真北ではなく甲州街道に沿っていることから)、 単独ピット

群や竪穴建物跡が町屋として、観音堂地名が残り、辻堂と推定される掘立柱建物跡や墓地もある。

岩村田は中世において大井氏の城下町である。大井氏は室町時代北朝方に属し一時落城したが、

南朝方が敗北してから勢力が伸びた。永享の乱 (1437)では、鎌倉府の足利持氏の末子永寿王丸を

安原安養寺にかくまい、後に永寿王丸は関東管領に補せられ大井氏は全盛期を迎える。そして文明

16年 (1484)に 村上氏に焼かれ衰退してゆく。観音堂遺跡は中世岩村田宿の南西限界に当たる位置

にあり、ここから800m北東にある大井城跡の大井氏と連動してして宿が広がりまた衰退したよう

である。

終わりに

土坑と単独ピットの数に圧倒され、西半域には遺構が密ではないことに、胸をなでおろしたもの

です。中世の遺跡は遺物はそれほど多くはないものの、遺構の煩雑さにいつも1滋 まされます。 今回

調査カリ順調に進み、ここに報告書の刊行ができたことは、周囲の方々の総力の賜ものと感謝してお

ります。中世岩村田宿の解明に本遺跡の資料は多大なる成果を残し、今後の調査の進行により、中

世の岩村田がより明瞭になることと思われます。
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1.1990『中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書 8-松本市内 その5-北栗遺跡』

(財)長野県埋文センター

2.1982『 日本人の生活と文化E 祈願のかたち』いぎようせい

3.1995『 曽根新城 I他 。上久保田向 I他 。西曽根Ⅱ・Ⅲ』佐久市教育委員会

4.1984 服部実喜中世鎌倉における出土かわらけの編年的位置づけについて『ネ申奈川考古第19号』

5.1990 野村一寿 第 6節中世の上器・陶磁器『中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書

4-松本市内その 1-総論編 (財 )長野県埋蔵文化財センター

6.1999.3 刊行予定『前藤部遺跡』佐久市教育委員会

7.1986『大井城跡 (黒岩城)』 佐久市教育委員会

8.1998「金井城跡」『北陸新幹線埋蔵文化財発掘調査報告書 1』 (財 )長野県埋蔵文化財センター

9.1978 三輪茂雄『ものと人間の文化史25 自』法政大学出版局

10.1989 矢野憲一『ものと人間の文化史62 飽』法政大学出版局

11.1992『 日本史の中の動物事典』東京堂出版

12.1998 シンポジウム日本の考古学 5『歴史時代の考古学』学生社
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佐久市観音堂遺跡の獣骨

群馬県立大間々高等学校 宮崎重雄

観音堂遺跡は佐久市岩村田にある。出土骨類はウマ、ウシ、イヌ、ネズミ、タイである。

1 ウマ (Equus caballus)

D16 からは大腿骨片が 2片出土している。 2片のうち、 1片の近位破断面は打ち砕かれたような

痕跡を示している。両辺とも骨表面には食肉動物による咬痕と思われるあとがついている。

M2 からは撓骨近位端と思われる部位が 2片、これとは別の撓骨 ?片 5点出土している。

撓骨近位端には2片 とも鋭い刃物によるきり痕があり、解体痕と思われる。

M3 からは多数のウマの骨や歯が出上している。出上部位は切歯、自歯、肩甲骨、上腕骨、大腿

骨、中足骨などであるが、分布範囲が狭いことや出上部位数が 1個体分を越えていないことなどか

ら、同一個体のものと思われる。

切歯の咬合面の模様や上顎第3後自歯の歯冠高などから推定される年齢は9-10才 の壮令馬である。

体高を推定できる部位を欠くが、おそらく日本の在来馬ほどであろう。

Ta10 からはウマの下顎第 3前臼歯が 1本出土している。歯冠高から推定される年齢は5… 6才で

ある。

Ta27 から下顎の第 4前自歯が 1本出土している。歯冠高から推定される年齢は8-9才の壮令馬

である。

2ウ シ (Bos taurus)

D31 から歯冠高40.0+lllllの 自歯片が出土しているが、詳細は不明である。

3イ ヌ (Canis familiaris)

D8 からイヌの頭蓋骨、左上顎第 3前臼歯、岡第4前自歯近心半分、同第 1後自歯、左・右上顎

犬歯が残存する。

この個体は最大頭蓋長は146.Ollllllで、現生柴犬ほどの小型大である。

M2 からは左下顎骨岩様部などの頭蓋骨、左上顎大歯、同右第4前自歯、同左第 1後臼歯、左下

顎第 1後臼歯などが出上している。歯の大きさは現生柴大なみであるが、大歯や下顎の大1後臼歯

が大きめなのはオスだからであろう。

D57 からは底後頭骨が発掘されている。その大きさは現生柴大なみであり、小型犬のものである

ことを示している。

Ta12 からはイヌの下顎骨片や下顎犬歯が出上している。犬歯の大きさは超小型大というべきで、

現生柴大よりさらに/1ヽさい。

Ta21 からは臼歯を残した下顎が出土している。臼歯の大きさは現生柴イヌよりやや小さめの小型
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犬である。

4 ネズミ類

D62 からはネズミ類の下顎骨が検出されている。現生クマネズミよりだいぶ大きく現生には該当

種はないようである。

5 魚類

D42 からはタイのの前顎骨が出土している。

D66 からも魚骨が検出されているが詳細は不明である。

6 その他

D68 からは種不明の肢骨などの骨片の出上がある。幼獣のものである。

参考引用文献

醍醐正之 (1956)犬の骨格に関する比較解剖学的考察 I.頭蓋骨について、日本獣医畜産大學紀要、

5,43-60

醍醐正之 (1957)犬の骨格に関する比較解剖学的考察Ⅱ.下顎骨について、日本獣医畜産大學紀要、

6,70-79

GoubauxA.and Barrier G。 (1892)The Exterior of the Horse。 」.B.Lippincott Co.

Levine X/1(1982)The uSe Of crown height lneasurements and eruption― wear sequences to age

horse teeth.In Wilson.B,Grigson C.and Payne S.eds.Ageing and Sexing Anilnal Bones

from Archaeological Sites.Bar British Series 109,223… 250.

斉藤弘吉 (1963)「犬科動物骨格計測法」。私家版

茂原信生 (1989)古代日本犬の形態変化.考古学ジャーナル,303,22-27

茂原信生 。小野寺覚 (1984) 田柄貝塚出土の大骨について.人類学雑誌 ,92(3),187-210
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観音堂遺跡

馬歯計汲1恭

上顎自歯

歯冠近遠心径

歯冠頬舌径

下顎臼歯

歯冠近遠心径

歯冠頬舌径前葉

歯冠高

下後錘谷長

下内錘谷長

doublelolotず 桑

下内錘幅

M3

右

第3後臼歯

地点名

左右

歯種

咬合面

咬合面

舌側

地点名

歯種

25.5+

15.8+

51

106.+

3.9 al

439 al

9

4.1

5.5

10

5

6.5

18.4 al

7.7

5.7

5.2

24.6

22.2

17.8

8.4

16.7

4.9

3.9

10

9,7

12

歯根から3 cm

歯根から3 Cm

頬側

舌仙1

咬合面

咬合面

歯根から3 Cm

26.0        28.0

15.4       15.9

50.7        75.4

52.1        73.6

8.7      9.3

11.5     13.0

14.5        15,9

5.3      6.1

Ta 27    Ta10

第3前臼歯 第4前臼歯

イヌ下顎′胃'言1報1値

右下顎最大保存長

第 1前日歯 歯冠長
第 2前自歯)歯冠長

第 3前日歯 歯冠長
歯冠幅

歯冠高

第 4前臼歯 歯冠長
歯冠幅

歯冠高

第 1後臼歯 歯冠長
歯冠幅

歯冠高

第 2後臼歯 歯冠長
歯冠1嘱

歯冠高

下顎体高  第 2後臼歯後
第 1後臼歯中央

第 4前臼歯・第 1後臼歯

第 4前自歯中央

第 3前臼歯・第 2前臼歯

第 2前臼歯中央

第 1前臼歯前

下顎休厚  第1後臼歯
第 2・ 第3前臼歯間

下顎連合幅

イヌ犬歯

上下

左右

6 下顎犬歯頸最大長
7 下顎犬歯幅
8 下顎犬歯冠高
9 下顎犬歯歯根最大1嘱
10 下顎犬歯歯根長

11 下顎犬歯全長

イヌ上顎歯

19.7

8.1

10

11.4

10.8

イヌ底後頭骨

92 後頭顆最大幅

93 後頭顆頸部最大幅

94 両後頭顆子LF・8距離
118 上顎幅

126 硬口蓋1嘔

123 硬口蓋1層

124 硬口蓋幅

95 両関節宙後突起端距離

107 両大口蓋孔距離

40 最小前頭幅
45 両眼宙下子LFE離

148 後頭三角最大高

152 頭蓋高

147 後頭三角高

41 前頭骨頬骨突起端間距離

42 両眼鴛最小距離

35 頭蓋幅

1 最大頭蓋長

D-57  D-8

33.2

30.4    28.7

17.3     16.4

29.3

28.2

24

25.4

22.4

20.3

32.3

31.3

41.1

44.4

26.4

40.6

27.3

51

146.Oe

Ta12 D‐8  M2

上

左

7.2  9.4   9.6

4.4  5.5    6

6.5

7

14.8

33

右第 4前臼歯

左第 1後臼歯

歯冠長

歯冠幅

歯冠高

歯冠長

歯冠幅

歯冠高

17.4

8.4

8.7

11.4   11.5

13.3      14.2

6.7
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佐久市観音堂遺跡出土人骨について

聖マリアンナ医科大学 解剖学教室

平田 和明  奥 千奈美

I.は じめに

佐久市に所在する岩村田上の城遺跡群の観音堂遺跡から出土した中世人骨 3体について、佐久市教

育委員会から鑑定を依頼されたので、ここに結果を報告する。

Ⅱ.人骨出土状況

出土人骨のうち2体は断片化して残存しているものの、骨質は比較的堅牢であり、年齢判定に使用

する部位が残存していたため、年齢を決定することができた。他の 1体は全身にわたって残存して

いるが、骨質が脆弱で保存材による処理を受けている。

Ⅲ。人骨の所見

鑑定をおこなった3体の人骨について以下に記載を行う。歯式の表記は、数字は永久歯の残存を、

×は欠損を示す。

1)D68人骨 (性別不明 。乳児期)(中世)(写真 1)

この個体は骨質は比較的堅牢であるが、残存部位は頭蓋・四肢骨および肋骨である。

頭蓋 :右眼寓部を含む前頭骨片、左右頭頂骨の前方部、右側頭骨の錐体部、後頭骨の後頭隣が残存

する。大泉門があること、鼓室部や外耳道の発達程度から1歳前後の乳児であると推定される。

四肢骨 :右肩甲骨の関節寓・肩峰基部・外倶1縁 。上縁を含む部位と左大腿骨体片が残存する。

その他 :左肋骨が 3本残存する。

2)D121人骨 (男性・熟年期)(中世)(写真 2)

この個体は保存状態が悪く、骨質が脆弱であり、取上げ時に保存材による処理を受けている。

残存部位は頭蓋および下肢骨である。
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頭蓋 :頭蓋骨は土圧によって、左右に扁平化している。残存部位は前頭骨、左右頭頂骨、右側頭隣、

後頭骨、下顎骨である。三主要縫合の内板はほぼ骨結合が完了しているが、外板では所々に離開

を認める。以下に歯式示す。

× 678

歯の咬耗度はMartinの 2～ 3度である。特に _6上の舌側の咬耗が著しい。頭蓋の縫合の状態と歯

の咬耗度からこの個体は熟年期あると推定される。また、 _5上歯冠遠心側に軽度の離触が、L
に歯頸部離触が認められた。

下肢骨 :左寛骨は左大腿骨頭と関節した状態であり、腸骨体と腸骨翼の下部、恥骨枝の上部が残存

しているが、土圧に内外側の扁平化が著しい。大坐骨切痕が比較的狭いことから男性であると推定

される。また、左右大腿骨骨体が残存しており、太くて頑丈で粗線が発達している。下腿は右の肛

骨、1リト骨、距骨、踵骨が関節した状態で残存しており、肛骨は栄養孔より下部が、1'卜骨は骨体下部

が、距骨と踵骨はタト側部が残存している。また、左は肛骨と月

'卜

骨の骨退部が残存している。

その他 :部位不明の四肢骨片 (約 8.5cm長 )が残存している。

3)A・ こ。9人骨 (性別不明・老年期)(中世)(写真 3)

この個体は骨質は堅牢であるが、残存部位は頭頂付近に相当する頭蓋冠だけである。

頭蓋 :矢状縫合を形成する左右頭頂骨のみが残存する。矢状縫合は内板・外板ともに完全に骨結合

しているため、老年期であると推定される。頭頂孔は左右に認められる。また、頭頂骨上面の前縁

から右縁、さらに後縁にかけて書られたような傷が無数にあり、げっ歯類かイヌによる噛傷である

可能性がある。

Ⅳ。まとめ

佐久市観音堂遺跡からは少なくとも3個体の人骨が出土している。年齢構成は乳児期 1個体、熟年

期 1個体、老年期 I個体であり、1生別構成は男性 1個体、不明 2個体である。都触はD121人骨の歯

冠部と歯頸部に観察された。また、A。 こ・9人骨は頭頂骨縁をげっ歯あるいはイヌに警られた痕

跡が見られ、死後に頭頂部が曝されていた期間のあったことを示すものと考えられる。
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観音堂遺跡における遺構構築材と食料残澄について

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

観音堂遺跡では、発掘調査の結果、主に中世の住居跡や土坑などが検出された。これらの遺構の

中には、遺構構築材などと考えられる炭化材や、当時の食料残滓と見られる貝類の殻が出土してい

るものもある。今Inllの分析調査では、出土した炭化材・カヤ状炭化物の同定を行うとともに、貝殻

の同定を行い、当時の用材や食料供給に関わる情報を得ることにした。なお、カヤ状炭化物につい

ては、当初灰像分析を実施する予定であったが、試料中に業部が認められなかったため、樹種同定

と同じ手法で同定を試みる。

1.遺構構築材の種類

(1)試料

試料は、中世の竪穴 (Tall)か ら出土した炭化材 1′点 (Ta11)と 、カヤ状炭化物 1点 (Tallヽ 1)

である。炭化材は、 1試料中にイ反状のものと棒状のものが認められたため、それぞれ同定を行った。

(2)方法

木口 (横断面)。 柾目。(放射断面)。 板日 (接線断面)の 3断面の割断面を作製し、実体顕微鏡およ

び走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観察し、種類を同定する。

(3)結果

炭化材は、板状のものがマツ属複維管東亜属、棒状のものがモミ属に同定された。また、カヤ状

炭化物は、イネ科タケ亜科に同定された。各種類の解剖学的特徴などを、以下に記す。

・マツ属複維管東亜属 (Pinus subgen.Diploxylon) マツ科

早材部から晩材部への移行は急～やや緩やかで、晩材部の1嘱は広く、年輪界は明瞭。樹脂細胞は

なく、樹脂道が認められる。放射組織は仮道管、柔細胞とエピセリウム組胞よりなり、分野壁孔は

窓状、仮道管内壁には顕著な鋸歯状の突出が認められ、単列、 1～ 15細胞高のものと水平樹脂道を

もつ紡錘型のものがある。

・モミ属 (Abies) マツ利́

早材部から晩材部への移行は比較的緩やかで、晩材部の幅は薄く、年輪界は明瞭。樹脂細胞はない

が、傷害樹
・
脂道が認められることがある。放射仮道管はなく、放射柔細胞の壁は粗く、じゅず状末

端壁が認められる。分野壁孔はスギ型で 1～ 4個。放射組織は単列、 1～ 2餅田胞高。

・イネ科タケ亜科 (Gramineae subfam.Bambusoideae)

維管東が基本組織の中に散在する不斉中心柱をもつ。

タケ亜科は、タケ・ササ類であるが解剖学的特徴では区別できない。
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(4)考察

炭化材とカヤ状炭化物は、いずれもTallの構築材の一部の可能性がある。炭化材は、いずれも針

葉樹材、複維管東亜属とモミ属に同定された。板状と棒状とで樹種が異なることから、部位によっ

て用材が異なっていた可能性がある。一方、カヤ1大炭化物については、同定されたタケ亜科の材質

や試料の形状等を考慮すれば、屋根を葺いた萱材などに由来する可能性がある。

本地域では、これまでにも各時代の住居構築材などについて樹種同定が行われている。 (パ リノ。

サーヴェイ株式会社,1988,1989,1992,1993,1994a,1994b)。 その結果では、時代や遺跡によ

って種類構成が異なるものの、基本的には落葉広葉

樹を主とする種類構成が認められている。今回の結

果は、これらの結果とは異なるものであり、古代か

ら中世の間に、針葉樹を主とする用材に変化した可

能性がある。しかし、現時点では詳細が不明である。

今後さらに多くの事例を蓄積して明らかにしたい。

2.遺構出上の貝類の種類

(1)試料

試料は、中世の竪穴や土坑などから出土した貝殻

25点である。試料は、火熱を受けた痕跡がほとんど

なく破片化が顕著で、複数の破片が一つのシャーレ

やタッパーに収納されたものがあった。試料の詳細

は、同定結果とともに表 1に示した。

(2)方法

肉l艮およびルーペにて観察し、種類・部位を同定

した。同定は、早稲田大学金子浩昌先生にお願いし

た。

(3)結果および考察

結果を表 1に示した。淡水産の貝種はタニシのみ

であり、 3個体が確認されたにすぎない。

一方、海水産の貝種は個体数が比較的多く、ハマ

グリ、アワビ、クロアヮビ、アカニシ、ウミニナな

ど種類も豊富であった。なお、遺構別にみて、一遺

構に多数の貝殻が偏在したり、特定の貝種が偏在す

表 1 貝類同定結果

試料名 種類・部位 備考

D24 ハマグリ R 破片

D42 97/10/02

タニシ

ウミニナ

アワビ 破片

D42 97/10/03 アカニシ 完存

D55 No l アカニシ 殻高 130.Omm土

タニシ 破片

アカニシ 破片

アワビ 殻長 140.OIlllll土

クロアワビ

ハマグリ R 破片

D80 アカニシ 殻口部(大 )

D83 ハマグリ L

D87 検出 アカニシ 殻高 135.Omm士

D89 アカニシ 殻田部他 破片

D l17
タニシ 破片

アカニシ 殻高 130.Omm士

D150 アカニシ 破片

P513 アカニシ 破片

P611 クロアワビ 破片

D169 アカニシ 柱・体層

Tal ハマグリ R・ L

Ta 5東 ハマグリ L 殻長 63.Omm

Ta7東
クロアワビ

ハマグリ 破 片

Ta 7 西側 ハマグリ L

Ta12 /\?t't) 破片

Ta20
アカニシ(小 )

ハマグリ R 破片

検出 アカニシ 殻高 125.Omm士
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るような傾向は見られなかった。

今回の試料の特徴は、淡水産に比べて海水産が多く、また貝種も豊富であったことである。破片

試料が多かったため、各種類の本来の個体数やサイズの構成を知ることはできないが、少なくとも

食用になるハマグリ (殻長63.Olllnl)・ アカニシ (殻高125.0～ 140.Olllnl)。 アワビ類には大型のもの

が含まれており、ある程度の大きさのものが選択され、本遺跡に搬入されたことが示唆される。本

遺跡が長野県東部の内陸地域に立地することを考慮すれば、今回確認された海水産の貝類は、海岸

地域である程度の大きさのものを選択し、本遺跡まで運搬され、食用に供されたことを示す貴重な

資料である。

現段階では、遺構の時期的な変遷や併存関係について十分には解らないため、これらの貝類が同

時期に消費されたものかどうかはっきりしないが、多数の遺構で数点ずつ出上している状況をみる

と、やや長い期間に少数ずつ消費された可能性もありそうである。いずれにしても、今回の試料は、

中世当時に海岸地域から内陸地域へ海産物が流通したことを実証する点で重要であるとともに、今

後貝類以外の海産物の証拠 (魚骨など)が検出される可能性を示唆する′点で興味深い。
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図版 1 炭化材
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c:tFEl1.マ ツ属複維管東亜属 (Ta H板状) a:木 口,b:柾 目,
2.モ ミ属 (Ta H棒状)a:木 日,b:柾 目,c:板目
3.イ ネ科タケ亜科 (Tall No.1)横 断面
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